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高 分 子 化 学 が 生 ん だ 完 全 防 水 材

( E ・ p ・T コムシート J

， 

4  

本7t - J 1- ーヌヤ汐世j

三 γ 星' X: / 1r ト

. “ 万 能 合 成 ゴ ム " とい わ れ る E ・p ・T ( エ チ レ ン ・ フ 口 ヒ レ ン ・ター ホ リ マ ー ) コ ム の 開

発 に よ って つ く ら れ た ネ オ ・ ル ー フ ィ ン グ - E B は 、防 水 の 問 題 をい っ き に 解 決 し ま し た

・ 工 法 は 簡 単 に 、性 能 は 一 段 と 向 上 し ま し た 。

い ま ま で の ブ チ ル ゴ ム 系 、 ネ オ プ レ ン 系 の も の に く ら べ て 耐 候 性 、 耐 摩 耗 性 、 耐 破 断 強

度 は 特 に す ぐ れ て い ま す 。

. 建 築 物 の 屋 根 防 水 、地 下 防 水 、地 下 鉄 防 水 、橋 梁 防 水 、

て金子言平をいた だ い て い ま す 。

な ど 用 途 の 広 い 完 全 防 水 材 と し

o  9  8  1  

o  2  0  6 代

日 1 1  5 代

1  0 2 3 代

9  0  1  5  

7  6  0  8  

5  3  5  3 代

2 2 8 1 - 6  

8  2  8  5  7  

5 5 6 6 - 8  

1  4  6  8 代

6  2  6  1  

T E L  ( 0252)  45 

T E L  (06)  364 

T E L  (06) 443  

T E L  (06)  329 

T E L  (06)  364 

T E L  (06)  341 

T E L  (078)  51 

T E L  ( 0822)  21 

T  E  L  ( 0862)  23 

T E L  ( 092)  28 

T E L  (093)  38 

T E L  ( 0899)  3  

北川涯膏工業 (株 ) 新潟営業所

(株)久 保 衛 広

(株 ) 木 下 謹 三 商 庖

日本線合防水 ( 株) 大飯営業所

高 山 工 業 ( 株 ) 大 阪 営 業 所

ネオ ・ルーフィ ング防水( 株)

石 井 建 材 有 限 会 社

青 盛 i主 材 (株)

青 盛 建 材 (株) 岡山営業所

青 盛 淫 材 (株) 福岡営業所

(株) 工 材 社

(株 )山 本 商 会

潟

阪

阪

阪

販

阪

戸

島

山

岡

岡

山

新

大

大

大

大

大

神

広

岡

福

福

松

三 ッ 星 ベ ル ト

ネ オ ・ ル ー フ イ ン グ 工 業 会

札 幌 (株)浜 廷 T E L ( 0122) 26- 5  6  7  6 代

東 京 日 本 綜 合 防 水 (f主) T E L  (03) 292- 2 6  6  1  1-1; 

東 京 高 山 工 業(株 ) T E L  ( 03) 251- 0161- 3 1301- 2  

東 京 ( 株) 三 柏 商 会 T E L (03)  251 7517 ・ 8 8 6 7

東 京 (有) 金 岡 興 業 T E L (03)  363- 4  3  4  1  

静 岡 (株 ) 三 井 工 業 所 T E L (0542) 85- 9  1  5  1  

寓 士 ( 株 ) 三 井 工 業 所 富 士 営 業 所 T E L ( 0545) 61 - 1  6  8  8  

名 古 屋 中 央 注 材 工 業 (株 ) T E L  ( 052) 251 - 3  5  4  1  

金 沢 北 川 涯 青 工 業 (株) T E L  (0762) 41 ー 1 1  3  1 代

福井北川涯青工業( 株) 福井営業所 T E L (0776)  23- 1  134 .  8847  

富 山 北 川 涯 青 工 業 ( 株 )富山営業所 T E L  (0764) 21- 2218 ・41 - 0391

ロ

】

本

大

恥

営

A 三 ツ 星 ベ ル ト 株 式 会 社

本 社 神 戸 市 長 田 区浜添通 4 T E し ( 0 7 8) 6 7 - 5071 大 代 表

支 J吉 東 京 ・神 戸 ・名古屋 ・福 岡 ・札 幌 ・大 阪 ・金 沢
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当 社 独 自 の 技 術 で 開 発 し た

ッ キ 処 理 鋼 板 で す 。 特 に 湿 安

常 に 、

ト l立、

特 殊 亜 鉛 メ

の 多 い 我 が 国てやは 、

ペ ン タ イ

鉄 の 鋳 に

こ 才L をな や ま さ れ て い ま す が 、

月 星 印一 気 に 解 決 じ た の が 、

最適な塗装

ト で す ・・・

腐 食 の 心 配 が い り ま せ ん ・・・

コ ス ト ダ ウ ン を

も た ら し ま す ー・・ ー・

塗 装 に 最 適 で す - ・・・・・・・ ー

ペ ン タ イ

2 .  

3 .  

4 .  

5.  

日新製鋼株式曾紅

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 町 内 3 丁 目 4 番 地 新国 際 ピ ル T E L 東 京 ( 216 ) 大 代 表5 511

大 阪 支 社 大 阪 市 東 区 大 川 町 l 帯 地 ( 勧 銀 ピ ル ) T E L 大 阪 ( 202 ) 大 代 表1331

名 古 屋 支I苫 名 古 屋 市 中 村 区 笹 砧 町l T 目221帯 地 2 Ｈ ｾ ｅ 日ピル Ｉ T E L  名 古 屋 ( 582 ) 代 表6061

営 機 所 札 帆 ( 24 ) 7 524 ・ 広 島 ( 4 7 ) 9456 八 幡 ( 67 ) 4235 稲 附 ( 28 ) 5304 



2  

〈新発売〉 ［ＮＢｾ多 ｾｾρＢＢｍＢ
日本の感覚“ M " タ イ ル 一 一 気 品 と 風 格 の あ ふ れ る 床

担

&  

風 格 あ る ビ ル づ く り に一 一 いままでにない 、 資品のある床材。みなさ まには初 お目見えの色と 模

様です。いつまでもアキのこないのが特長 です。風格あるビルづくりに

ぜひ欠かせません。

優 れ た 品 質 と 性 能 で一一ー ますます高組化する 最近のインテ リア・ デザ インが求めていた床材。

プラスチ ック床材でいちばん経験の深い田島応用化工。その優れた

技術 と経験でつい に登場 させました。

- 色と模様は 12種類 豪華な見本帖を用意しております。ハガキにてお 申 し込みください。

: ，，"多ヌ' 1- 1 ，，，.p の

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

東 京 / 千 代 田 区 岩 本 町3- 11 T E L 866- 6101 (代 ) 大 阪 / 西 区 京 町 堀 1- 74 T E L 441- 5951(代 )

• 

• 



統 一 年 限 仕 様 確 立

Ｘ 象命ｾＧ、 ，ｾｾ［ｦ ド

?うR今イト紡水

ω  

東 ・ 西 ア ス 協 組

1":-、

¥よJ

• • 

歩 行 周 屋 上 防 水

仕隙 昨 日 勾 配 下 地 材 面fFfH限l  押 え 方 法
k重g/量m'  品ヤE，

建 物 の 例 仕織番号 勾 配 下 地 材 耐年j限H  押 え 方 法 k虫g/』量m'  A明2

建 物 の 例

日∞- )12

鉄 筋 住 寄

為。一括

豆砂利

E庖1旦li 舗 付 住 宅Idi  

G C- 2 1 0  12  95 920 P C- 21 0  12 
コノ90クmリl草ート

249  730 

砂 利 撒

事工 務場 等 音量 目白 等

コノクリート ト一一

x∞ - )12 

{ 屋上支給 )
共事 同 住 宅所

日。0 - 泌

1  :  3  :  6  

249 事学公校務民ホ所テ館ル事

GC - 2 1 5  15  1∞ 
_  210 P C -2 1 5  15  コンクリート 1. 010 

il" /ill 務工 地 帯
90""，厚

コンクリート

事図常業書倉務h白1El銀 所行事2  露 出 屋 根 防 水 P C - 2 2 0  見lO- ) 12 20 クリンカータイ Jレ l 臼 1. 250 

議 筋 宅 住 警

S C - 2 1 0  出5 ｾＺｕ＠ 10  11 910 

y醐 - )12

シンダーコノクリ

発百$司貨l i背庖 ・・ 病学院校

ト一一 砂 1・I

映 画 館 滞 P C -2 2 5  25 
ート 80mmカlー草

274 1. 420 

弘5以上
草工 間 住 定

クリン タイル

S C- 2 1 5  15  

シルパラ イ ト

14 1，130 

(l面倒中小) 欧 1・f 又 は
場 事

4  室 内 地 下 防 水

ｾＵ 以上
ト一一

彩 色 砂 付

所房室

S C-215A 

( 而憤大)

コン 7 ') ー ト 15  14  1. 420 重発立要制度電倉円l高'i li 所等い
1  D - 2 0  1  980 高

S G- 12 弘5以上 12 

ア ス 7 I  ，レ卜

15  
共1体k 同育住 宅鎚 BH- 2 0  1  コノクリー ト

1，050  
地 下 室 床

y ン グ ル
!日{ 工 場 等

A C-2 1 0  弘5以上 10  ア ル ミ ン 9  1. 060 

空 筋 住 奇

B V- 201  

1. 610 
地 下 室 堕

f.t< f l' f. li 等

3  

年 限 仕 様 ( 抜 す い )

砂 利 撒 屋 上 防 水

ｾ＠

』今

(i 主) 歩 行 用屋 上 防 水の 単 価 は 防 水層 の み

( 西 ア ス 協 組 員 )

I也! 正 制l -(:込E  H  
名 1官 主主 地 区 制l f、• o  j'， 1喧 ， ｦｾ＠

ｾｴ＠
( 株 ) 浜 長s ヰ ｌｾｊｉ ( 26)  5676 (( 株株)) 久木

i呆 H司 1; 1， 大阪 ( 364 ) 代 l i0207

F  A世 日商 1;t i 大 阪 (443 ) f U<0115  

t幅

-ド 色{ !i 1:1< 式 ノ'“ 〉、 n  キL帆 ( 25) 7181  
近

( 株 ) JI- ｾ Ｑｴ＠ 夫 11I'i 1，11 大 阪 (44 1) 8531- 5  

( 株 ) 札 畦止 長s H  トt 札 帆 ( ＷＳ Ｉ 代 ｾ ＱＱ ＳＱ
( 株 ) 大 有l 正両 会 大 阪 ( 631) 6221 - 4  

内 外 仁 !i 株 式 会 社 大 阪 (641) 3434  - 6  

3且
( 株 ) f[¥ 111 生s H  n  小 川 ( 3 ) 代 ;1< 2181

旭 化 主II [  ｾ隊 式会社 大 阪 ( 37 1) 6555 7  

日 本 i謄 "J< 工 業 ( 除 ) 大 阪 支 P'i 大 阪 ( 309 ) 4701 

点

( 株 ) 11 1  Ifj  主l! H  山 形 ( 2 )  ｦｾ ［ｉ＼ Ｘ Ｑ Ｖ Ｑ＠ 高 111 工 業 ( 株 ) 大 阪 汚 業 所 大 阪 ( 364 ) 9015  

石{株 井 越 材 イI
阪 会 社 神 戸 ( 51) 5353 

イi 同 ア ス 7 r  )レ ト 11司 会 IIDf o  ( 23)  2663 品温 ) 中 H' ， ｾ Ｇ ｦｩ＠ 1“  h  
神 戸 ( 51) 4501 

.It 
( 除 ) If 

'" 

1m 
品'ト 仙 台 ( 25) ｦｾ ［ｉ＼ Ｗ ＶＷ Ｑ＠

( 株 ) タ ア パ ヤ ン 11I'i 会 京都 ( 811 ) 0871- 2

rH ，c:， 1.(';. l f I 化仁 ( 株 ) 大 阪 れ 業 所 大 阪 ( 44 1 Ｉ 代 ｾＵＹＵ Ｑ

八 木 尚 'Ji 株 式 会 社 新 潟 ( 22) 32 18 
l湖 m 立l ! 材 株 式 会 社 名 古屋 ( 571) 7461 - 4  

北 川 根 ，'i;: L 業 ( 株 ) 新 潟 列 車 川 ｾ ｦｲ￬Ａ Ｍ ｪ＠ ( 45 )  3526 

*  
( 株 ) 私 立s 尚

dよ〉λ、
名 古l召 ( 261) 3671- 3  

羽 T f f  "ff :!;! 株 式 会 社 総 本 ( 3 )  8001  

"'1 
中島 姐J 者占 J，'1' 名 古1;1 ( 231)  3295 '  3431  

託基
n  ! % [ 物 I'IT 株 式 会 社 名 古 屋 (261 ) 2501代 炎

板 111 L 業 株 式 会 社 長 野 ( 3 )  2459 
太 111 iI! M 株 式 会 社 内 円 di ( 45 )  0531  

桜 井 長II 材 尚 業 株 式 会 社 ｾ， ｉｾｉ＠ ( 54)  6211 」ヒ
北 川 猟 ， I，t 仁 史 株 式 会 社 金沢 ( 41 ) 11 31- 5  

:W 
t61 1，; 1 挫 材 伐 式 会 トt 浜 松 ( 54) 5461 

北 川 悦 ，'1 r， !i (株 )?;r. 111 1_1'. iJ M 所 富 山 ( 21 ) 2218 (41 )  0391  

ｾｴ 川 ｖ ｾ N  r 業 ( 株 ) 稲 JI ' :1' ， ;阪 jilr 稲 井 ( 23 ) 8847 

訟 牛; L 業 株 式 会 社 吉 IJ; ( ¥ 2 )  3030 

F長
( 株 ) 小 仏 l匂 務 l;t i /，' !;[lf. J  ( 23 1 2463 

JI '  1 雄 ，'f [ 業 株 式 会 社 Jli ，;i ( 541 ) 代} < I 974 '  0964 

， Ｇ￭ ｾ＠ ｾＧ， 足迎材伐 式 会 もt 広ぬ ( 21 ) 2281 - 7  

ｊｦ 盛 建材 Ｈ 株 Ｉｉｾｊ 111 F，' 業 所 ｉｾｊｉｉ ｊ＠ ( 23 )  8285 - 7  

桑 } 副 長l! H 株 式 会 社 Jli ，;i  ( 368)  6973 
1';1 ( 1 i ) 小 H  Mi I!' fi 同1111 ( 25 )  4868 

l明

け: 1<) 小 ω 1: 務 1，1; 点 jj( ＧｩＺ ｾ Ｇ 業 所 Jli，;i  ( 821 )  1050 

( 株 ) ｩｊｾ＠ 1.1;( a  Jffi lli 1:(，，[i ( 22 )  2760 '  7812  

l川 ( 株 ) 浜 田I 盟 11西 山 防 府 託 業 所 ｾｊ￭ 府 Ｈ Ｒ Ｉ 3611 - 2  

l 業 株 式 会 社 点，;i ( 251 )  0161- 5  
161  

古 di 断 熱 仁 業 隊 式 会 社 『首位 ( 61 ) 5034  

'1' 付 桜 ，'j ( L  ｾ＠ 株 式 会 社 *，;i  ( 892) 代 点 0131- 6  

11'. fll 11;両 '11  ｲｾ＠ 式 会 与t 松' " ( 21)  8161 - 5  

}L 

j'j t  ｾ世主 ｉｉ 付 Ｈ 株 Ｉ 払 ｉｾ I出J '1-'，' 業 所 縮 問 ( 28) 5566 - 8  

百九 陥 r 盟 r.l< 式 会 社 長 崎 ( 4 )  1726 ・ 1098

Jli I  ( 株 ) 11 1  .' ，ι  ホ ド ( 2 ) 代1 < 9151 ，:':j 1m I 業 ( r nl t 九州。1 'i: ，' !i 1'11 小 (t ( 53 )  6337 - 9  

11 本 プf ン; ; 1: 業 ( 株 ) r- 柴 山 車 内1 I  r- iI!: ( 82)  2430 

， 附 l 業 ( 株 ) 熊 本 W， ｾＮ民同「 熊 本 ( 52 ) 1029 '  9464 

I  1"1  ，';:， 1. 必 111 ft 1 株 式 会 社 州 ( 866) f U<6101 

HI  
ι 'i i  liil 1: 業 ( 株 ) 大 分 ，LH ｾ 長 所 大 分 ( 2  )  3877 

{i  ，＿定 ， ｱ ｾ :!;! 除 式 会 H  品，¥IMI ( 53 )  5761 - 2  

責 任 施 工 組 合 員 名 簿
( 東アス 協キ且員 )

合

合

事 業 協 同 組

事 業 協 同 組

ト

ト

J レ

J レ

ア
フ

フ

本 ア ス

本 ア ス

日

日

東

西

建設省東計65号説、可

3  

ア

東 京 ・ 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 11 の 13 回 ぬ 応 用 内 T E L 代 表 ( 866 ) 6 101 

大 阪・ 大 阪 市 西 区 京 町 収 1 の 7 4  T  E  L 代 表 ( 44 1 ) 5951  

札 幌 . T E L ( 2 2 )  6 0 3 ?  循 岡 ・T E  L  ( 28 )  2  8  0  7  

仙 台 - T  E  L  ( 2 2 )  6  4  1  3  広 島 ・T E  L  ( 21 )  2  2  8  1  

名 古 屋 ・ T E  L  ( 57 1 )  6  3  6  1  岡 山 ・T E  L  ( 24 )  2  6  9  2  

建設省阪建22号認可

• 



- 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐 久 品

- 本品は特に各部品の材料を l吟味し 、表面が錆

びないようボンデライジング加工を施した上

に防錆塗装 をしております。

. 焼付塗装仕上製品のf也に、 他 の持出し吊の腕

部 ( 吊込後扉から露出する音15分) に s U  S  27  

( 18. 8) ステ ンレス製へア ーライン仕上の化

手庄カハーを付けであります。

・ 回転部分にナイロンベアリング及びスラス ト

ベアリングを i荻入しであります。

・ 月IJ 製の設計製作をも歓迎致します。

.'  

- 弊 社 製 立 枠 付

ピ ポ y トヒ ンジ

は;ー

実 用 新 案 登 録

第 517316号 の

立 枠 に は 何 ん ら

抵 触 致 し て お り

ませ ん。

0(， 

キ占

う 住 友 の 永 久 磁 石 を 使 っ た く新 し い ド ア ー ・ ホ ル ダ ー〉

舌"' ; ". L.， . .  • .. 

広
.
〉

民

υ

只
〉

本軽快なワ ンタッチ

従来 の ゴム 戸当りと違 って、ワンタ ッチ

で軽〈接触す るだけで、ホ ールド します 。

*強 い磁気力

磁気力が強力な ため、風力などで あふら

れて離れるよ うなことは全然 あ りません 0

. 設備場所を床 にお求め の場合、床周デ

ザイン の もの も用意 して おり ます。

三 築 建 材 工 業 株 式 会 社

"  
大 阪 市 生 野 区 巽 矢 柄町 五 番 地

大 阪 (751 ) 3 6 5 3 - 5  
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4 通常総会決議お知らせ

昭和43年2 月28日開催の通常総会におきまして下記のとおりそれぞれ

承認決議されましたので，乙乙 K会告申し上げます。

‘ 定款の一部改正

定款第28条が下記のとおり改正されました。

第28条本会lζ ，名誉会長，名誉顧問，顧問およ び参与若干名を置く乙と

ができる。

1  . 名誉会長は，本会の会長の職にあった者で，理事会の推せんにより

総会の議決を経た者。

2. 名誉会長は，会長の諮問に応じ，かっ各種の会議に出席して意見を

述べることができあ。

3. 名誉顧問は，本会の事業遂行にその協力を求めるため理事会で推薦

した者。

4 . 顧問は，建築に関係ある学識経験者であって，理事会の推薦により

総会の議決を経た者。

顧問は ，会務の重要事項について，会長の諮問 lζ 応じ ，または意見

を提出する。

5 . 参与は，会員中から盟事会で推薦委嘱した者。

参与は，会務 lζ 就て理事会の諮問に応じ ，または意見を提出する。

参与の任期については第21条の規定を準用する。

顧問および参与は，役員に就任したときは ，その位置を退くものとする。

( ゴチは新らた IC書き加えられた節分〕

‘ 名誉会長の推挙

定款の一部改正により ，元会長竹腰健造氏( 双星社竹腰建築事務所)

を，名誉会長 lζ 推挙申し上げる乙とになりま した。

4 名誉正会員の推挙

下記の方々を，定款第 11 条による，名誉正会員 lζ 推挙申し上げる ζ と

になり ました。

記

岩 崎 甚 太 郎 氏 ( 元 大 林 組 )

岡[1 孝男氏( 帝塚山学院大学)

岡本茂樹氏( 岡本建築事務所)

亀井幸次郎氏 (日 本 大 学 )

河合貞一郎氏( 元 大 林 組 )

設 楽 貞 三 氏 ( 洋 建 築 事 務 所 )

篠 原 太 郎 氏 ( 近 畿 建 設 )

山 田 文次氏 ( 山 田 工 業 側)

日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一

4 監事および本部所属評議員の選任

監事 1; 名，本部所属評議員52名の選挙を行い ましたとと ろ，下記の方

々が，それぞれ当選せられました。

言己

監事 1名 高 橋 慶 夫君

本部所属評議員 52名

( 技術部門)

辻 肇君 名手 宏彦君 原 桂ー郎君 市)11 宏君

坂 井 茂 信 君 下伊豆隆三君 長谷川莞ニ君 林 茂君

片 倉 健 雄 君 下 鳥 正 孝 君 阪 本 政 一 君 友永 茂君

赤 井 一 夫 君 山路利一郎君 河 見 章 由 君 小林 昭君

篠崎 一郎君 原 茂君 若 林 季 雄 君 浅 香 久 春 君

大槻富士彦君 和国 ー男君 玉 置 竜作君

( 総合部門〉

伊 丹 久 吉 君 片 岡 敏 夫 君 村1谷 新一君 唐木回雅人君

高 橋 保 夫 君 浜口幹三郎君 増井 敬君 吉 木 一 夫 君

岩 出 育 雄 君 西 国 義 郎 君 藤 原 正 一 君

cm気部門)

猪飼幸次郎君 日 下 部 清 君 鳴 尾 源 蔵 君 山 上 孟 男 君

山本 憲 三 君

(管工部門)

桐 国 鉄 夫 君 日下武千代君 仙比l 四郎君 桝 谷 好一君

八 水 銀司君

(建材部門〉

伊 藤 和 美 君 打土井正二君 久保 弘君 谷 幸一君

津 村 芳 一 君 栃 木 政 昭 君 鍋 島 久 弥 君 捲川 守男君

4 寄 贈 品 御 礼

乙のたび，昭和金属工業株式会社般のど好意により ，近畿建築会館玄

関扉 3 枚の錠前をと寄贈いただきま した。

乙ζ l ζ 誌 して御礼申し上げます。

ｾｉ 四会連合協定」

工事請負契約約款の頒価値上げについて

「四会連合協定J 工事請負契約約款( 印紙税法技率添付) の頒価は昭和

43年4 月 l 日より l 部50円に改正されま したので= お知らせいた します。

5  
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建 築 工 事 共 通 仕 様 書

く1968年改定版>

監 修 日 本 建 築 家 協 会

B 5 事j 上質紙 191頁

頒価 ￥600 送料加算

建 築 設 備 工 事 共 通 仕 様 書

<1968年改訂版〉

監 修 日 本 建 築 家 協 会

京都大学前旧研究所

B  5 'f!1J  上質紙 133頁

頒価 ￥450 送料加算

現 場 ノ

監 修 11 本 企t 築 家 協 会

B 5 判 上 質 紙 109頁

ノー ト 148頁 工程表折込付録

頒価 ￥500 送料加算

ト

〔内容〕表を主体と した見やすさと ，確実豊富な 内容( 材 ・工ガイドっき)

〔目次〕総則/ 仮設工事/ 土工事/ 地業工事/ コンクリー 卜工事/ 鉄築工事

鉄骨工事/ コンク リートブロ ックおよび煉瓦工事/ 防水工事/ 石工

事/ タイル工事/ 木工事/ 屋根工事/ 金属工事/ 左官工事/ 金属建

具工事/ 木製建具工事/ ガ ラスおよびプラスチック工事/ 塗装工事

/ 内装工事/ その他工事

〔内容〕建築設備工事の仕様書は現在日本では初めてであり， しかも新らし

い内容で業界で久しく待望の良書であります。( 設備材 ・工ガイド

っき)

〔目次〕総則 / iぢ気設備工事/ 給排水 ・衛生 ・ガス設備工事/ 空気調和l設備

工事/ 輸送設備工事/ その他設備工事

〔内容〕この ノート は，現場で実際に役立つ工事のチェッ クおよび注意と，

mユせて工事の記録にもなる形式のものという要望により作りました

そのため本文は工種目Ij にチェックポイントを左頁に配し，右頁は横

ケイ紙として ， ここへ自由に書込んだり ，施工者から提出されたも

のなども貼込めるものとしました 。要は現場に携わるみなさんの仕

ｾ ｊｾ の摂理に役立ち，また，それが竣工後の記録にもなるという点を

者はしたものですの

<< 

' おJ j l込みは 本組合へ伏後， ある いは各k 1! 築 J 会または [ [ 木建

築家協会を通じて| ごさい。

炉 ζ 希笠 ｬ に よ り Ｇ ｊｩ 務所名の刷り込み も お ｉ 以 ｾｉ い ｌ 、 たし ます 。

ネーム ｉｉ［ｉｊ り込 み ｻｾ 50:'，11はで 500[1-]. 99 :ill まで7001

'

J. 100:";11  

以上は組合で7用料サーーピス 。

圏 大 阪 府 建 築 家 協 同 組 合

大 阪 市 東 区 博 労 町 3 - 3  (古 屋 ビ ル)

T E L  (251 )  0640 ・8429 ・8 8 0 8 (271 )  9382 

取 引 銀 行 三 和 銀 行 船 場 支 后 振 替 大 阪 2 6 8 0 6

-ー
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法 令 コ ー ナ ー

日本建築協会法規委員会

質疑などの投稿をお待ちしております。

ｾ都市再開発法案について (3)  

3. 市街地再開発事業の事業者

再開発事業の手法は . (1)土地建物の取得と建

物の移転，除却などの清掃 (2) 新しい建物の建

物および維持管理の二段階があ る。

再開発の事業主体は，乙の 2 つの過程を l 事

業主体が担当するとは限らないが，通常次のよ

うな機関が考えられる。

(1)  地方公共団体

μ )  公営住宅事業主体

(ロ) 都市計画事業主体

(2) 公団，公社など

(3)  民間開発事業者

(4) 再開発地区関係権利者

乙れらの事業者が，事業の目的に応じて単独

で，あるいは段階 lζ 応じて別途に参加するとと

が望ましいが， 日本の場合は再開発の認識が未

だ十分でなく，不良住宅地区の改良事業以外

は，前固にも述べたような土地，公共施設なら

びに建築物の整備が互に歩調を揃えた形での再

開発は少ない。 したが って今度の法案の狙う再

開発の意図は ，その事業者が単一ではないケ ー

スが辰も多い筈である。特 lζ 民間再開発事業者

が占める役割りが最も大きく，現実の法定の再

とまでして地区を清掃しでも ，民間事業者が必 7. 外周の美観に考慮を払う ζ と。

ず 計画を実現してくれるか， もしできなけれ ( 大阪市築建局築建部指導課 原 桂一郎)

ば，公共機関が責任を持って事業を実施できる 問(2) 建築基準法施行令では，スプリンクラー，

かという点に心配がある 。もっ とも それは再開 泡・水噴霧などの自動式消火設備を設けた

発計画立案にも関係する ζ とで，市民が納得す 場合，防火区画，内装制限の適用緩和措置

る十分練った計画がいかに策定されるかにかか

っている乙とである。

そのため法案では民間参加の形式は地元組合

K 限定しているが，乙の制度は土地区画整理法

第 3 条および ，防災建築街区造成法第 4 条から

引用されたものであり，特に法案第14条「宅地

の所有者および借地権者の同意」について% の

関係者の同意をもって事業が実施できる乙とと

されている 。土地の権利調整で終る土地区爾整

理事業の困難さに加えて建物の除却，建設を伴

う再開発事業は，法制定後も，実施函 iζ は相 当

の問題が残ると恩われるが，防災街区のどとき

会員同意の場合のみ事業ができる場合に比べる

と非常な進歩である 。

ただ事業に際しては権利の調整( 後述) に関

する 事務手続きの難 しさは，先祖伝来の土地lζ

執着する日本人の性格がこの事業 lζ 馴れるまで

は，相 当の期間を要する ζ とであ ろう。

( 大阪府市街地建築課長 柄座正信)

ｾ法令相談

問(1) 敷地面積の節約をはかるため，機械装置

による吊上式自動車車庫が考案され，すで

に実用化されていますが，これの建築基準

法上の取扱いについて説明して ください。

答 吊上式自動車車庫で屋根があるものは ，建

築物に該当しますから ，建築基準法の適用があ

りますが，建設省の通達( 昭35. 12.8 付住発368

号および昭 36. 12.7.付住発 379号) K より ，次

の各号の要件を満たすものについては ，建築基

準法第27条，第44条第 2 項，第61条および第62

が認められていますが，この場合の措置基

準としては，消防法施行令の基準でよろし

いでしょうかの

答 建築基準法では ，スプリンクラ ーなどの自

動式消火設備の設置基準が明記されておりませ

んので，大阪市の場合は. < 消防法施行令> お

よび< 大阪市火災予防条例> K よる基準を ，建

築基準法上の基準にかえて運用しています。

各府県市の場合も同様と思われますが，念の

ため各府県市建築行政担当課の指示を受けてい

fこだきたし、。

なお，適 当な排煙設備に ついて もl 大阪市では ，消防局

の基準( 排煙訟備に関する指導基準) を運用しております

ので，念のためつけ加えておきます。

問(3) 最近，プラスチック系などの薄膜のド ー

ムで，内部に送風して自立させるいわゆる

エアードームがありますが，これは建築

物になるのでしょうか。

答 いわゆる エアードーム については建築基準

法第85条第 4 項κ 規定する仮設建築物として扱

うよう建設省の通達があります。( 昭37.4.2. 付住指

発24号エアービルディングの取敏いについて) そのなかで

下記事項によるよう示しています。

1. ( 用途) 当分の間居室を有しない建築物に

ついてのみ許可する乙と。

2. ( 防火) ドームに使用する薄膜材料は難燃

性材料以上の防火性能を有する材料を用いる

乙と。

3. ( 構造計算) 建築基準法施行令第87条の規

定による風圧計算を行なう乙と。

4. ( 建設地滅) 合計O. 75KWをこえるブロヲ

開発事業でなくとも ，最近各地にみられる超高 条の規定の適用に関しては，階数が l の建築物 ーを持つエアービノレディングは，住居専用地

層建築は建築基準法の特定街区制度によって立 として取り扱 ってよい乙とになっています。 区および住居地域内 fCは原則として建築しな

派に実績をあげている。 1 耐火建築物または建築基準法第2条第9号の い乙と。

アメリカでも再開発事業における清掃事業は 3 ロに該当する簡易耐火建築物とする乙と。 なお ，詳細については上記の通達をみるか，各

公共機関で，建物建設は民間というケ ースが多 2. 木造建築物が密集している市街地内で，他 特定行政庁 lζ 照会してください。

く，建物の内容も事務所，住宅，商庖街，工場 の建築物( 耐火建築物または簡易耐火建築物 ( 大阪市建築局建築部審査課 平塚哲郎

大学キャンパス拡張など種々あるが，それぞれ

が相当の成果をあげ，かっ清掃を担当する公共

機関も， 事業の社会的，経済的効果を十分認識

し，しか も，公共投資による財政効果と税収の

増額による投資額の償却すら十分計算されてい

るのが実情である。

日本でも，法案の検討に当り ，当然 ζ のよう

な手法の導入が考えられたが，都市計画事業と

して行なう乙の事業に次の難点があ る。

(イ) 地区清掃事業の困難性

(ロ) 企業として再開発事業の完成保証

を除く。) または隣地境界線か ら5 m以下の

距離に建築する場合には，外壁を不燃材料で

おおい，かつ，地盤面からの高さが15m以下

の外壁の部分を耐火構造とする乙と。

3  前号の場合で，延焼のおそれのある部分に

主主車両の出じ:入れ口を設ける場合には ，これに

甲種防火戸を設ける ζ と。

4  木造建築物が密集している市街地で，既存

の建築物または他の建築部分と 一体 K: 建築す

る場合には ，当該既存の建築物または他の部

分を第 2 号にいう他の建築物とみなして第 2

刊については民間企業のために ，既得権を失わ 号および第 3 号による乙と。

なければならないという点の疑問と，公共機関 5  住居地域内には建築しないこと。

の予算枠の貧弱さが，望ましい全体計画を実施 6  吊上機の騒音により ，周囲の安寧を害する

し得ないという ζ とであり ，( ロ) については ，そ おそれのないものとする乙と。

×  ×  ×  

建築基準法改正問題が，最近またクロ ーズア

y プされてきました。{ 9 I Jの「確認制」から「許

可制J K きりかえるという重要な内容をも含む

ものた‘ けに ，その是非についても充分論議をつ

くしたいものです。その他，再開発法問題，都

市計画法，士法改正なとあり ，乙れら法令改正

K 関するご意見なとお寄せ下されはありがたい

と思います。また ，法令の質疑についても ，乙

自由に C 投稿下さし、。各関係者で，できるだけ

と解答していきたいと思います。また ，法規 lζ

関してとういうことをこの法令コ ーナでとり

あげてほしいかのご意見もいただければ幸いで

す。

7  



衛生設備器具は

すまい設計での大切なポイントです

「明るく清潔な住い」をテーマに 50年、東洋陶器は、

洗面所 ・お台所 ・トイレ ・浴室など、毎日たくさんの水

を使い、 「明るく、清潔」 なことが最も強〈要求される

衛生設備器具について、数多くの優れた製品を生み 出 し

てまいりました 。

※ さわやかな朝に ・

洗面器 ・メディシンキャビネッ ト化粧鏡

※ 快適な「水洗式トイレ」に ・・・・ ・・

腰掛便器 ・和風便器 ・小便器 ・手洗器

※ 一日の疲れをいやすお風呂に …

トートライトパス ・ホー ローパス ・外焚用 ・内焚用

カス釜

など、暮しを豊かにする「住いの衛生設備 器具」

なら、すべて東洋陶器におまかせください。

衛生設備器具総合メーカ一

一ノogot ol<i

洗 面 所/ ト イ レ / 浴 室 用 の 衛 生 設 備 器 具 に つ い て

詳 し く は お 近 く の 営 業 所 ・取 扱 屈 で ご 相 談 下 さ い 。

東洋陶器|

8  

本 社 北 九 州 市 小 倉 区 篠 111奇111]" 4  5  8  
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札| 悦 ・ 仙 台 ・ 富 山

T E L 大代 ( 53)  5  1  5  1  
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投稿をおまち しており ます。 掲載の

分には規定の稿料を差上げます。

口 表紙意匠- 2月号ー について 口

標題に入る前 Iζ 折っておきますが，私は現在

の「建築と社会」の表紙の在り方 即ち ，表

紙としての機能的役割以外 1( . 表紙そのもの

が，ひとつの作品である ζ と一一ーに対して ，1' 1' 

定的な考えをもつものです。

乙の前提のもとに . 2月号の表紙怒匠につい

て感じたことを述べてみます。

先ず，四辺を直線で枠とりした構成は ，社会

機構における洗練された秩序感を呼び起しま

す。そ して，その黄色は ビノレなどの暖房設備も

行き届き ，組織形体としての後能が，一応，円

滑に行なわれている乙とを表現しています。さ

て， 乙の現代の社会のメカニズムの中で，実際

に労働している人間は ，一体どうなのか ? そ

れが，自もなく口もなく ，紛lい線でデフォノレメ

された顔が意味するものです。自も口もないの

lζ 人間の顔か ? 然り 。ま ぎれもなく人間の顔

であり ，国も口もない人間の顔一一人間そのも

のの表象です。仕事自 体に生きる乙との目標を

見出せず，ただ表面はスムーズK 整然としてい

るけれとも . それは，あくまでも生活のための

手段であって，消極的な受身の姿勢を怠l床しま

す。それは，また惑い怠味での，見ぎる ，言わ

ざる ，聞かざるの態度です。

現代の複雑な社会機構の中 1( おける人間の姿

を. ;J tミカや，矛盾や，疎外において，捉え ，形

象化していると思うの です。お よそ以上が， 乙

の作品か ら，受けた私の心象で、すが，作者の生

活志識や，その心理の在り方が，必然的 lζ 乙う

いう形象を造形させたものだとおもいます。時

代の作用を反映した作品として，その主題のイ

メージ化は高く評価されてし w、とお もいます。

( K . H . )  

口 施工と 設計の講座を 口

先月号の私の問合せにたいし ，ど連絡いただ

いて大変恐縮しております。

講座の内容につ きま しては ，直接，間接実務

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“1II IIJ III II IJI IJI II I1111IJIII ，lI t111l l ll l l l l J l tl l l l lll lll ll l ll l ll ll lr  

保 育 所 施 設 に つ い て 保 母 、 お 母 さ ん の 声

「ポス 卜の数ほど . 保育所がほしいグJ

乙れは ，故i河崎なっさん( 日本母親大会前会長) が， 幾度かの外国旅行をされて， 厚生設備の行

き届いた社会主義国を見て乙られて. 痛切に感じ られた言3主です。

数年前より全国のお母さん遠の大集会であ る母親大会で， 毎年 スロー ガン とし て掲げられてき ま

したが，現実に働くお母さん達 K 取って何の心配もなく子供を預ってくれる 施設がある という 乙と

はとんなにか心強く ，希っている乙 とで しょう 。

幼稚園の建物， 乳児を預ってくれる保育所の設備などで実際に毎日生活をして体験 されている 先

生方，お母さん遠の生の声を開いてみたい と. 2 月のある日 ， 大阪北のある保育所を訪つーれてみ ま

しfこ今

- 子とも の数は2∞人とか300人なんてマン モスでなく . 5.  f:fJ 人ぐらい入れる保育所があち乙ちに た

くさん立つといいですね。

・建物は鉄筋だけど，一階建てで，赤や青の屋恨，ぱらの花の アーチ門な んで楽 しそう。

- 最近は都会の子どもたちだけでなく ， 空地や遊び場を失った子ともたちのために ， 図庭には木が

乙んもり茂っていて，小 さな山なともあり ， 雑草がはえていて， 子どもたちが自由に使える畑な

どがあったら . 子どもたち喜ぶと思います。

・連動以ーがあって，大きな子ともたち と小 さな子ともたちが別々に使えるようになっているとい し、

ね。

・ブランコ ，すべり台，雲悌， ジャングノレジムなど遊具もいろいろ欲しい ， それK 子どもたちが思

い切り走ったり ， 飛んだ‘ り出来るような広々とした運動場があ ったら ， 子ともの体のためにもい

いねっ

・砂遊びが十分楽しめるような砂場があち乙ち 1( たくさんあったらいいと，思います。それにプーJ レ

もゼッタイ必要。

- 女の子たちのまま乙と遊びκ 使える小さな家があったら喜ぶと思うわ。 庭の木の下なんかに建て

ておくとね。

・建物については . 30人の子どもたちをす し詰めした保育室なんて コ品メン。乳児には ，寝室( ベッ

ドが置いである) .  赤ちゃんが起きて遊ぶ部屋，食堂が欲しいね。 3 ツの都屋か保母にとって使

いやすいように作られている乙とも大切。

・幼児のためには . 15人ぐらいの子ともたちが十分動きまわれる広い部屋， 低く大きな窓， 小さな

VL といす 1人 l 人の個人 ロッカ ーがあって， その中にはクレパスや粘土など自分の持ち物を入

れるようになっている 。

- 広い遊戯室があったらいいね。映写段，テレビ ，幻燈機， ステレオ ， ピアノ ， オノレガンなんか置

いてあって。

- 小さな図書室なんかとう ?

・各部屋 lζ 絵本コ ーナみたいな場所を設けた方がいいと思う 。

- 子どもたちの部屋はどの部屋もスイッチ一つで温度の調節が出来るように暖房設備がしてあった

らい いね。スト ーブのやけどなんて心配しなくてすむわ。

・ボタン 一つで消火できる装置はどう 。

- 子ともたちの部屋はどれも南向きで，大きな ，低い窓があって，換気装置もいるね 0

・ぉ風呂場があったらいいよ。夏は子どもたちのあせもも少くなるし ，子ともたちも喜ぶよ 0

・手洗い場，足洗い場なとたくさんあって，蛇ロをひねれば水と湯が出る設備が欲しいね。

・便所も ，もちろん水洗で， 建物のはしっ乙にあるなんてではなく ， 子どもたちの使いやすい場所

lζ 作った方がいい。

- 便所の扉も低く て， 保育者ーから子 どもの様子が見 られ るようにしであれば便利やね ， 便所に入る

のに上 ったり ，おりたりしないですむようにしであればなおいいわ。

・調理室も大きくて清潔で，fE気冷蔵庫など置いてある 。

・洗濯場，もちろん洗濯機があって，その隣りには ，乾燥室があると ，洗濯物，助かるよ0

. 午l盛室は絶対に必要だと思いますね。

- 医務室もあって，保健婦さんか， 看護婦さんが常勤していると安心ですね， 保育所には必ず開業

医院が併設されていると ，母親は ， 子ともが急病になっても ， 急いで退社して，子どもを引取り

に来なくても安心ですね。子どもの病気が一番困ります。

・小児科センターみたいなものがあって， 保育所や幼稚園で病気になっ た り， ケガをした子ども た

ちを預かつてくれるといいね。

- とにかく今言った ような保育所だ ったら ， 大変な経費がいるし ， 職員の数も多いでしょうヲどう

しても ，公立で，政府か地方自治体が面倒見てくれないとね。

・保育料なんて国が全部出すべきものですよ。

・設備が完全で整備されてあっても ， 保育所のと ζ かから ， 子 どもたちがガラクタなど拾って集め

て来たり ，勝切れや，石や板などで遊べる部分もあるような保育所であってほしいです。

に関係のあるものすべて，とり上げて頂きたい いろいろと夢のような希望や，意見もたくさんでま したが，最後にみなさんの一致 した声 として，

と思いますが，一応提案しました以上は ，具体 つぎのようなことがいわれま した。 I最近は欧米なみの高層建築や 斬新なデザイ ンの建物がた くさ

的に何々と申さねばご検討の仕様もないと恩わ ん設計されています。 立派な設備や素晴 らしい建築の幼稚園が乙れからとしど しと建てら れていく

れま すので，希望をのべます。 でしょうが，建築家の皆さん，貴方がたも ， もう一度童心にかえって考えてみて下さい。 どんなに

施工一一地下のある場合土留計画，計算，土質 冷暖房付の立派な設備の建物j で‘ も ，運動用具の揃った校庭でも ， そんなものとは無関係なんだ

について等

設計一一構造力学，耐力壁の問題等

よろしく ζ 検討下さい。

( 大阪市住吉区 光原 均)

というような顔を して校庭の片隅で総切れのお箸と泥ん乙 のお鍛頭で夢中にまま ととをし ている幼

い顔は何時の世でも変わらないものですJ "7 ンモス都会のス モ ッグ と騒音と車の洪水の中で‘ 育 って

い く現代の子ともに ， 自然に とけ乙めるような ，自然と友達になれるような環境を造っていく 乙と

が私達大人の使命でもあり ，義務ででもある という乙と をー ( H )  
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建 築 と 社 会

-
ス- ユ

-・・・田・

ニュース原稿をお送りください。

国 大 阪 建 設 業 協 会 設 立20周年記念

式典開催

大阪建設業協会では，大阪土木建築業組合創

立60周年記念を兼ねて，協会設立20周年記念式

典を ， 2月24日コクサイホテノレにおいて開催さ

れた。来賓，関係者 300余名が出席して盛大であ

った。式は的池式典委員長の挨修，松村会長の

挨拶があり，大阪市長，近微地方建設局長，全国

建設業協会長，在阪建築友好団体を代表して東

畑本会々 長の祝鯨のあと，功績者47名永年勤続

職 員 3 名の表彰が行なわれた。引続き祝賀パー

ティにうつり ，松村会長の挨拶のあと ，大阪府知

事の祝辞があって，盛会裡K 午後 51時散会した。

. 床 材 の 劣 化 解 消 へ

く レジセメン > 説明会聞かれる

新舗床材「レジセメン」発売 1 年を記念、 し

て，発売元. 岩谷産業側( 本社，大阪市東区本

!UT  3 ) と製造元，大日本塗料附( 本社，大阪市

此花区西野下之町 38) の共催により ， 2 月16

日， 日生中之島ヒソレで，説明会が開催された。

床材の劣化解消のために開発されたレジセ メ

ンは ，数々のすぐれた性能をもっ無溶剤j型二液

性エポキシ樹脂と精選した骨材を配合した 7 ス

チック状のライニング材で，セメント状のレジ

ンともいうべきものである η

. 中 浜 東 下 水 処 理 区 域 内 の 一 部

地域に対する下水処理の開始

今般，標題について ，i 大阪市告示( 第46号)

. 下水道法( 昭和33年法律第79号) 第 9 条第 l

項の規定 IC基づき ，次のとおり公共下水道の供

用を開始する J 乙とになった。

1. 供用を開始する年月日 ・昭和43年 2 月 15 日

2  下水を処理すべき区域

大阪市生野区猪飼野東 8，9丁目 各一部

猪 飼 野 東 10 丁 目 全 部

生野田島I l l T1. 2丁 目 各一部

巽 西 足 代 町 一 部

財団法人 日本建築総合

試験所紹介 ( その 1)  

ζ の試験所はその設立の主旨，

経緯等より次の如き性格を持って

いますの

1)  乙の試験所は ユー ザーの立場

に立つものである乙と

2)  ζ の試験所は公的な織関とし

て権威あるものである乙と今

3)  関西における各大学などの建

築関係学術権威者は ，乙の試験所

iζ 設けられる委員会のメンバーと

して試験，研究 lζ 参加しこの試験

所を通じて産学協同の実を挙ける

乙と。

4)  乙の試験所K 設備する試験機

械 ｾｮ は 弁大 Ｇ ｻＺ など の 地設 との 重 複

を避けるために次のものに重点、を

置いています弓

a  耐火炉 ・防炉など・ 関西に

皆無のため、

b ，大型構造物試験機類ー ー実大

実験ができるように。

( 以下数号にわたって紹介します)

本試験所

所 在 地 大 阪 府 吹 田 市 藤 白 台 5丁目 125番地の 8

電 話 千里局 (068) 72 -- 0  3  9  1  (代表)

大淀分室

所 在 地 大 阪 市 大 淀 区 長 柄 西 通 2丁目 35 番地

電 話 大 阪 ( 06 )  351 -- 7  2  1  7 番
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口 明治建築土木史年表・関西篇 ( その15) ( 明治11年 8 月 8 日- 15日) 口

明治

11年 8 月 8 日 本月 15日より名古屋で愛知県勧業博覧会が開かれるので，東京府勧業諜も出品勧告

を出す。出品物中「工芸上科益あるべき物品J ( 例と して銅器，絵入陶磁器，七宝

焼，漆器，製紙，E h 織物等を挙げている) fζ |浪り ，返送資のみ博覧会側 の負担

となっている 。

11 9 日 太政大臣三条実美。明治 3 年 8 月布告「生阿片取扱規則Ij J を発し ，新規を布告。

l 阿片取扱薬品I i の特許鑑札制。2 内務省→司薬場( 後の衛生試験所) →特許薬舗→病

院，医師，一般薬舗→一般使用者， という ，流通課程の整備と監督の強化。3 総菜栽

培薗経営者の特許監督制等の改正強化を含む。

10日 福岡県三池定信分局開局

1/  / /  / 1 

11 /1 11 

陸軍省内全国の国防総を調査勺各鋲台営所の移転などを検討し始める。

第34国立銀行本応。大阪府下高麗橋 5 丁目より 4 丁目に移転勺

11 11 日 東京々橋南伝馬町の風月堂で，凶洋菓子の発明品評会開かる 。下戸の審査員佐々 木

は 〈 あ み せう

得賀( 博阿弥) は ， i 西洋菓子の性 とし て酒気を含んでい る故，忽ち酔が廻り呂律

h b'  

も分ら」なくなったとある 。 ボン ボンの様な菓子を当 H寺既に作っていたら しい 。

佐々木得賀は京 ・大阪の博覧会K も出張し ，関西の新聞界にも名を知られていた と

し、つ 。

μ  ρ  12日 明治天皇北陸御巡幸の供奉内命の巡査今響視本署で 3 日間講習始まるの

''̂ 、( ' ' ' ' 7. ;、 巴々 ん ' 守

μ  11 11 東京新吉原京 11可2 丁目矢野島富次郎( 中米接主人〕は ，朝鮮釜山浦へ海外進出の許

可を得。手代万i銭。娼妓若緑。若菜他 3 人を連れて，東京丸で横浜出帆 ，朝鮮へ向

った。乙の中米楼は料理付娼妓屋の元机だとある今

13日 東京々橋三十間据( 現東銀座) 3丁目，華族黒間長徳( 旧築前議主) 。金の挟時計

l イ因。金の腕抜 2 個ョ衣類 2 品盗まる。金時計は明治28年頃の銀座天賞堂でも 150円

前後しており ，乙の頃は大変な貨蚤品だったと恩われる 。

H  越後新潟港は ，天皇北陸御巡幸と同時に会期20日の勧業小博覧会を設ける 乙と に

し，同港の有力者自瀬某は，花火大会を行うと発表す。

11  11  // 海軍省。 三新進艦( 扶桑。比叡。金問1]) の各艇長と英人造船匠を主賓 lζ ，芝浜離宮

で，披露宴。

11 15 日 名古屋門前町に博覧会開かる。 期間ω日。( 東京都北区神谷 2 ノ22ノ13 須 藤 欣 二〕

-*1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

長ポレ ＱＱＱ ＧＷｾ

軽

断

量 (比重 0. 5コンク リー 卜l i の重量)

熱 ( コンクリートの 1 0 倍の断熱性)

耐 火 (法 定 耐 火 材 料)

. シポ レックスは工場、住宅から超高層ビルまで

あらゆる建物の屋根 ・床 ・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用されますが次の建物には持に最適です

期短縮を要するすべての建物

2  空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅F

3  鉄骨大張聞の工場 ・体育館等

4  軽量化 を要する高層建築物 ・軟 弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物

12 

ガデ リウス商会 ・神戸

設計 ( 株) 大阪建築事務所

施工 消水建設株式会社

使 用 場 所 外 壁

唖豆吾妻D

:5--rnレ1I/' 7"'A販 売 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 2 ノ l ノ 16 ( 森 川 ピ ル )

電 話 東 京 ( 861 ) 代 表 7 2 4 1  

大 阪 支 底 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 l ノ 125( 東 洋 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 443 ) 代 表 7 7 4 1  

名 古 屋 支 唐 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 酉 通 3 ノ 2 ( 大 商 ビ ル )

電 話 名 古 屋 ( 5 8 1) 代 表 7 4  2  1  

• 

."  

4量、

• 
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ロリa と1既却 を ど し ど し お 送 リ く ど き い

I U，') :  a.  1;/r {fJ血 b. 也築 I( !i ul c  妊 Ifli h'1 d .  f，Yjj ;'， /JI. f止 c. r. !Y) 

.‘ 

曹

司

』

d

，
，

曹

司

J

E

-

-
・1

l

m
里

n

H
H

E
F
一

川

山

川

町
一
一

円

附
一

307 名 古 屋 合 同 斤 書 2 号 館 308 . 神 戸 北 浜 ビ ル I 309 . ジ ャ ー マ ン ス ク ー ル

ム，1 建 設 省 中 部 地 方 建 設 局

地 1: : K  K 竹 中 工 務 庖

a .  ?' I，'i];!: 巾""メ lti 外制問f 6 - 1  

b .  1. 422.0111'  

15，829. 0111'  

d .  ｓ ｉ ｾｃ Ｎｂ Ｒ Ｎ Ｘ ドＮ P  1  

c  .  II{{ 和40' 1'- 101) - II( {仰42' 1' . 10/)

，;1' 111' :  K  K 安 井 建 築 設 計 事 務 所

ぬ ! 大 成 建 設 K K

a  人:1以di 点lメ守防 2 fi  11，9.10 

865.  17m'  

5，346.43111'  

d.  S H C .  B  1. 517 .  P 2  

e  .  1I({.f1l 41  :1'- 11 /) -1町付1143年 1 /) 

，;]:1;1 硲 L : K K竹 中 工 務 庖

a .  JR，;，r.1I大川 1><:1111 田12 r1 139- 23 

1，210. 3m'  

3，063. 9m'  

d .  H C . B l ， 3 I'・， P  1  

l可{利42'1ミ 1 Jl - I I ( {制142'[' .11 Jl 

310 . 大 阪 ガ ス 枚 方 営 業 所

ぷ，1)' : K  K 安 井 建 築 設 計 事 務 所

副主 C: K  K  大 林 組

a  枚 !i di 附川内田 f 1  61品J也 175

1. 863. 49111'  

c  .  5.380.  03111' 

d .  H C .  3 17. 1' 2  

c  .  1I({f1l 42: r- 3  11-11円相 12: n 11)  

311 . 臨 j毎 セ ン タ ー ビ ル

lI 't!!l- : 様 総 合 計 画 事 務 所

地 1'. : K  K 竹 中 工 務 庖

a  .  lJ' ldi {i ‘ 1' .  内田 ｦ ，ｾ［ 51吐公) I ， IIIJ 也

b  .  3，409.  8m勾

12.  6:13.  8m'  

d .  H C . B I. 9 F  

c .  1I {{fll l l :r 21)  -1I {{f Il 12:r :11) 

L; 1' I;I- . 地 r : K K 竹 中 工 務 庖

a .  t!'c' ，l;(，i  rli 低 い 3 J i  I  4  - 3  1  

1. 033. 2m'  

2， 7l19.  501'  

d .  H C . 3 F ， P I  

e .  11円相 12:r 2  IJ - II{ {仰42: 1'-1 1J) 

312 . 福 岡 銀 行 研 修 所

313 . 団 地 協 同 組 合 神 戸 木 工 セ ン タ ー I 314 関 西 石 油 本 社 事 務 所
315 . 豊 田 工 機 小 山 社 宅

，，:;，， 1'  .  11th r  :  K  K 竹 中 工 務 庖

a .  ，(1) i千di ; . 村山田1 2 - 5 2 - 2

448.6m'  

，&，;1 ・limr. :  K  K 竹 中 工 務 庖

a  .  NI ! ;  ， ｉ ｩ 椛水ｼメ ｾｬ ｭ ｬｈ ｉ 小 Ｊ ＱＱＱＹＷＵ - 1  

b  .  10.367ω 7m'  

，;'tul 日 建 設 計 工 務 K K

Ib[ 1 飛 島 建 設 K K

a  J見 di ｾ長冶 ［Ｇｉｩ 田 ｉ

2.  -1， .11 rn
1  

:1. 31l1m'  d  

1. 737. 2m'  

H  C .  117 

d .  

1I . 339.7m'  

S & H C . I F ， ー日113 17

1I{{f1l 12q:  Ｑ ＱＩ Ｍｉｉｻ ｈｉ ｉｩ ｾＧＱ＠ ｉｾ ｉＩ＠

13 

C .  

d .  H C .  I' C コシ 7' リj ト削4手剖11υ

ｬｾ＠ .  /1附I円{f利仰11 12:押r 1  1川) -11附f円i 有初11沿3:司r 1  1) 

c  .  II{{ fll 'l l  :1" 9  1) -1I( {f1l 42 :1'- 10 1)  



2f支手責

3 段 積 可 能

大 形 ビ ル な ど の 400V級配電方式に-

ｈ ョ叫ｾＱＭ ］ＭＷｾ 守，ョ ｅ 菅対 ｷＩ

・ぉ問合せは -

電 源 分 岐 室 用 乾 式 変 圧 器 ( 実用新案・意匠- 商標) 申請中

. 400V 級配電の変圧器です 。

く ブランチャ > は、 4 0 0 V級 配電 を100V級 200V級 に 円 滑 に

降 圧。三 相 20 0 V級 と 単 相 100・1l 5 V の同時使用ができますので

ビル・工場・ 学 校 ・病 院 な ど の 400 V級 配 電 方 式 の 合 理 化 に

大きく 貢献 し ま す 。

・積重ね式が特長です 。

分 岐 室 を 有 効 に 使 用 す る た め 、難 し い 条 件 の 積重 ね 式 と 結 線

方 式 の 技 術 を 解 決 、 イ ン ピー ダンス 電 圧 と位相角を 合 せて、

異 種 容 量 ( 5 K  V  A と10K V  A ) 及 び ( 2 0 K V  A と3 0 K V  A ) の

並 行 運 転 が で き ま す 。

. 諸 経 費 も 割 引 さ れ ま す 。配電方式の合理化に

より材料費 ・工事費が減少。また 、小形で取扱いが

簡単なため設備費・保守費も大へん経済的です 。

三樹・乾式 ( H 種絶縁) ・ニ巻線変圧器容量 5 ・10 ・20 ・30 ・5 0 K V  A  

一次電圧 4 4 0 V  ( 60%)  4 1 5 V  ( 50%)  二 次電圧 2 1 0 V - I 0 5 V  

結線方式ムー Y ノーヒュ ー ズプレ ー カ、防震ゴム取付可能

札 帆 ( 24 ) 9271 東 京 (453) 3111 沼 山 ( 21 )  8561  名古屋 (951) 6211 広 島 ( 41 ) 5111 小 倉 ( 53 ) 5221 去E、- r i 3E苦 E至宝

仙 台 ( 25 )  8111 横 浜 ( 68 ) 0743 金 沢 ( 61 )  2125 大 阪 (362) 5151 高 松 ( 2 ) 1194 鹿児 };b (  3  ) 侃71 ' f I b r E眉 E 邑

宇都宮 ( 3  ) 3235 静| 河 ( 54 )  1241 新 潟 ( 45 )  6386 神 戸 ( 39 )  8011 福 岡 ( 28 )  3331 
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クラスメー卜

35 ( 旧東京高工(現東工大) ・大正 2 年一大正 15年卒〕

前列左より ( 敬品川島 )

岩 崎 甚 太 郎 ( 日事姐築協会事 ワ k J E9 均平)

河合貞一郎 ( K K  k ll- *11顕 11/1 k .E  7 耳平)

渡 部 圭吾 ( K K 波書sill 築ぷ;1-' 1' 務 所 社l主 木 正 2 q 平)

山本磯十郎 ( K K あ 白 川 ' kl.，;-: ｾ ｉ ｉ ｉ ，町 会 ｬ ミ よJE 4  ｾ ｉ 干 Ｉ

稲 葉 重 郎 {出 4設計て務 K K 社 lt ki E I3q-- 'f )  

• 後列左より
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山
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申
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口
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われ らの 母校は明治14年東京職工学校 として 自IJ ':工、そ

の後明治23司王点以工業マ:校、明治34年 によ恥 ;c ｲ ｾ 可匂工ＺＱＡ Ｇγ ー

校 と& AifJ、せら れ、 またJ1i".;j<11 4  '. 1てに 束点工業大ヴ! :に改組せ

られ て今日 に烹ってい る。政 Jiij にあった 校合 は大J [ 12
1
ド

の|弘l 点大L2火災 に椛 災 し、校合イモms を九イf に'} '，，: したので 、

ｩ 駒場 の 点 京帝 ｛ｉ ｖ 、Ｇ字 決 Ｇデ ｴｭ で 佼業を ｄ ｦｊ Ａｌ ｨ し、 Ａｩ ｾｾ 13 1ドには

大岡 山の( 反校合に砂転 した。

さて 、旧東京刊で宇工業建築科大正年 ｉｉ｜ｊ 小型 ｾ ｽ ｉ 三の ｬ 民 ， ｊｉ ｉ ｊＺｪｻｬ Ｚ

fi ミ.n は191円であるが、 うち協会々 只は10 1' ，で、大沢、ド‘ ド

子 ｾ ( ) d"池百!l: K K  11: 1芸大 正 14 1
f. (̂ ) は病 火 、 河 川必 路 :(1;

(  iITfll l T:  :1! K  K 社長大工El 5年平) は隊約 ，[ i イE (f : のた め参

}J fJ せ ず、こ の[Li Jj .( ｾ Ｎ を除 ＼ 8  1' ，が集イト した。 ' f1'd五42'. 1ーか

ら ＵＵ ｻ Ｑ ｾ を 経 た 人 々で 、白号 Ｒ 光 ｄｦ ｩ ながらかくしゃくとして

今 むな お白ｾ Ｇｫ ｾ で 前総 してい る人 が 多 〈 、 み立 冬変 会 Ｈ 政

li i J 処築科|υl窓会) 大阪支;11) の元」き である 。 久振り に!t っ

たのて--.( C '{:II 刊にの似 しい訴がはずみ 、 {- ;.主のH年刻 をとう

に泌 さ' てli 士会した。

河 合 卒 業 後 た だ ち に 大 林 組 に 入 刻 、設 計 、現 場 、営業と 各 地 を転 と々 したが、 戦 後 本 間

に 州 り 常 務 取 締 役 と して常業を 1"1 1.当 、 昭和33年に第一 線を退き現花顧問を して いる 。 また

冬 夏会大阪支持11長でもある 。 趣 味の 刀 剣 鑑 賞 と 長 l唄は素人ばなれのし た年r} j である 。 また

i註近 は俳 句 に熱心である 。 i)，lf 尿病なれども ー 病 息 災 で余生を楽しんでいる 。

渡 部 卒 業後大 林 組 勤 務30年 、 取 締 役現 業部長とな り後停年 退職、 波書11建 築 設 計 事務所を

経 常 し て 今 日 に 至 っている 。 またこ の前 の 歳 前 工 業 会 大阪 支部長であ っ た。早 くよ り建 築

技 術研 究の一 本 総 で 造 詣 を 深 め 、新 技 術 の 開 発と工事の民理、 1乾替 の徹 底 に 尽 力 し て い る 。

趣 味 は 漢 詩 と 詩 吟の他 、時 々回 をかいて楽しんでいる 。

山本 卒 業 後 3 年 間 の教 械 を経て、大正 7 年 あ め り か 屋 に 入社 、大正12年独立し て あめり

か屋京都 l苫を開設 し 今 円に: : f. る 。 戦争 中 は廃業問機であ っ たが 、li 攻後復活した 。現 有 は長

男米 夫 氏 に 家 業 を 絞 り、 'J 1  ill して 禅 と茶 道に 粁;i並 して余生を 楽 しんでいる 。

稲葉 卒業後東京市役所に勤めたが、昭 和 Ｑ Ｒ 年 ｪｬ ｩｬｴ 州 国 の ｾｲ 吏 と なる 。 終戦後 Ｇｊ 1似 げ て 大 阪

に 帰 り 布 施 市 役 所 勤 務 、 昭和 28年，注 目オ設 計 工 務 K K を設立 して今 H に苓. る。 関係 したも の

は 公 共 建物 の 設計が多〈 、最 近竣工した 東 大阪市会 館 の 設計民 連 ＡをＱＢ ＱＱ 当 し た 。 趣 味 は説 ｦ ｬ Ｍ ｾ

とゴルフで ゴルフはう まい。

篠原 卒 業以 来 大 阪 市立者111ゐ工業学校を振り 出 しに 、教 育 局 、 工芸学校と 39年 間大 阪 市 教

育 界 に花職、 fくに年 で退 職 して 近 畿 建 設 に 入社 し現 在 専務 取 締役 をしている 。 余 III C を俳句、

日本画、土捻 ') 、菊作 りな どの何 でも屋でも の に な ら な い が、や っ ている t:nを楽 しんでい

る とし、う 。

掘ロ 卒業後教? ? 界に入り、 JJi 花 大 阪 工 業 大 学 短期大 学 部 大 阪 工 業高等 専問学 校 の 教 授

で 、 また尼崎市佐築若手作会 々長をし て いる 。 その かたわら啓蒙 的建 築 乍 に l刻するイー 数i 11r の

ｾ ｉ Ｍ ｾ 物をあらわ し ている 。 迎 ｬ 床とし て は古 昔、 古文献の蒐集と文芸 Ｗ ｬ ＿ の ｬ 刻 読であるが、また

短 歌 も つ く る 。

鈴 木 卒 業 後20年 間工 業 学 校 の 教臓 にあ っ たが、 終 戦 と同 時 に返職 、r531t 建 設団 を創 立し

て 大 工の養 成 事業 に 従 目J>;: 、後建築設計・j"'; 務 所 を 設 立 し て今日に至る 。 建 築 の 伎 能 技 術 に 興

味 を も ち 、友 行 技 術の1) 日発につい て今も 研 究をつづけている 。 また古建築や古美術の 研 究

を趣味 とし て いる 。

岩 崎 卒 業 後 す ぐ 大 林組 に 入社 、1，，
1

，屋以 西 の 工 事現 場 を転 と々 勤 務 した後取締役とな り、

ｊｩ 、 山、 福岡 の 支 ｊ［ ｬ ｩ 長を廃任した 。 ｉｉ ｻｻ 和 ＲＵ 年本 府 に帰 Ｑ Ｉ 工 務 部長、工務 ｾ ｾｫ 哲 と し て地工 の 指
導 監 容 に あ た っ た。 1I ('j 相]41年 3 月461

1三間 勤 め た 大 林組 の 現職 を辞 して非常 勤 の顧 問 となる 。

現 紅 白 木 建 築 協会の参与を している 。 趣 味 は 言語rl lJ 、小 II
f: l、111，句 の 3 つ で 下 手 な が ら結 椛楽

しん でいる 。
( 告 11I奇記)
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安 価 の 代 償

我 々 の 生 活 の 経 済 面 に 寄 与 す る ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト の 役 割 は 大 き く 、 有 力 大 ス ー パ ー は

何 と い っ て も 価 格 の 点 で 魅 力 に 富 む 。 だ か ら 客 の 数 も 多 い 。 一 方 、 稼 動 面 積 を 大 き く と る

為 、 通 路 は 狭 〈 、 入 り 込 み 、 群 衆 が ひ し め く 。 時 に 、 連 悪 く 火 災 が 起 れ ば 、 出 口 や 階 段 の

数 は 少 〈 、 巾 は 狭 〈 、 位 置 は わ か り に く い 、 高 層 も の で も 窓 は 少 〈 救 助 活 動 は 期 待 薄 。 加

え て 主 要 階 に は レ ジ の 放 列 と 鉄 柵 で 、 人 の 動 き を 拘 束 す る 仕 掛 け が あ っ て 、 パ ニ ッ ク 必 至

と 思 え 、 悪 〈 行 け ば 蒸 焼 き 窯 と な る 。 だ が 悲 し い 哉 、 我 々 庶 民 は ま た 今 日 む 行 く 。 心 得 の

提 案 : 一 流 デ パ ー ト の 高 級 品 売 場 を 漫 然 と 歩 〈 時 な ど と は 全 く 心 構 え を 変 え て 、 出 口 、 階

段 と 自 分 の 位 置 を 常 に 意 識 し 、 更 に 極 め て 短 時 間 に 目 的 物 を 手 に 入 れ て 、 ス パ ヤ ク 外 に 出

る 事 が 肝 要 。 客 の 回 転 は 速 く な り 、 売 上 高 は 減 る ま い 。 こ れ で 八 方 ま る く 収 ま る と い う も

の だ。警 戒 し な が ら も 愛 す べ き 相 手 で あ る 。 安 価 の 代 償 は 意 識 し た 緊 張 と 運 動 神 経 の 練 磨

に 止 ど め る べ き で 、 生 命 そ の も の で あ っ て は な ら な い 。 ( U )

敷 地 の 選 定

極 め て 当 然 の こ と な が ら 、 建 築 家 が 設 計 に タ ッ チ す る の は 敷 地 の 選 定 に 始 ま る の で あ る

が 、 事 実 は な か な か そ う 行 か な い も の で あ る 。 と く に 官 公 庁 の 委 託 設 計 等 の 場 合 、 予 算 編

成 の 段 階 で は 建 築 家 を 委 託 選 定 で き な い の で 、 事 務 当 局 の 手 で 適 当 な 敷 地 が 選 ば れ 、 敷 地

の 大 き さ が あ ら か じ め 決 定 さ れ る の で あ る 。

建 築 家 は 与 え ら れ た 敷 地 が 、 そ の 建 築 に 全 く 不 適 当 で あ り 、 他 に 適 当 な 大 き さ の 敷地 が

あ っ た と し て も 、 多 く の 場 合 そ れ に 異 議 を は さ む こ と は で き な い 。 し か し そ れ で は 真 に よ

い 建 築 を 設 計 す る こ と は で き な い。

育 公 庁 の 建 築 と い え ど も 、 信 頼 さ れ た 建 築 家 が 敷 地 の 選 定 と い う 大 切 な プ ロ セ ス を 通 じ

て 設 計 に 奉 仕 す る の が 本 当 の 姿 で あ る 。 民 間 の 建 築 に お い て す ら も 、 建 築 家 が 図 面 屋 に な

り 下 っ て 、 敷 地 の 選 定 に つ い て 口 を は さ む こ と が 少 く な っ て き て い る の は う れ う べ き こ と

である。 ( T )

電 算 方 式

ア メ リ カ の 有 名 な 電 子 計 算 機 メ ー カ - C D C の 研 究 員 H. フ イ リ ッ プ ・ピ ー タ ー ソ ン 氏

は 、 電 子 計 算 機 を 使 っ て レ オ ナ ル ド ・ダ ・ピ ン チ の 名 画 、 モ ナ リ ザ か の 原 画 を 、 約16時 間

で 忠 実 に 模 写 す る こ と に 成 功 し た 、 と い う 報 道 を 読 み な が ら 、 私 は 次 の よ う な 夢 を 追 っ て

い た 。 私 の P A R T に よ る 工 程 表 を コ ン ビ ュ ー タ ー に よ っ て 記 憶 さ せ 、 数 十 ヵ 所 の 現 場 の 工

程 表 を 幾 重 に も 重 ね な が ら 、 ア ド レ ス に よ る 磁 気 ド ラ ム 記 憶 装 置 を 利 用 す る か 、 磁気ディ

ス ク 記 憶 装 置 を 行 い て は じ き 出 し て 、 自 分 の 求 め る 工 程 表 を 基 準 と し た 経 理 的 数 字 、 資 材 必

要 性 の 数 字 等 々 を グ ラ フ 化 し 、 デ ィ ス プ レ 一 方 式 で ビ ジ ュ ア ル に し て 写 し 出 し 、 一 瞬 に し

て 管 理 者 と し て の 指 令 に 用 い た な ら ば 実 に 明 確 な 指 示 を 輿 え 得 る こ と と な り 、 建 設 業 の

合 理 性 を 一 段 と 増 し 、 そ の 結 果 、 利 潤 へ の 継 が り も 可 能 と な る こ と 必 定 で あ ろ う 。 こ れ を

更 に 押 進 め て 、 計 画 的 に 設 計 部 へ 現 寸 等 、 現 場 へ の 協 力 を 適 切 な る 時 期 に 適 確 に 協 力 態 勢

を 整 え ら れ る こ と も で き 、 そ の 成 果 は 実 に 見 る べ き も の あ り ー ・ ・ 一 等 々 。 私 は 考 え さ せ ら れ

た。 し か し て 電 算 機 の 活 用 は 莫 大 な 費 用 を 必 要 と す る 現 在 そ の コ ン ビ ユ タ 一 的 原 理 を 利 用

し 、 み ず か ら プ ロ グ ラ ム を 作 成 す る 努 力 を 勉 強 し な が ら 、 電 算 機 を 用 い な く し て 、 そ の 原 理

の み用 い て も 相 当 な 効 用 の あ る こ と を を 発見した。すなわち H A R D WA R E なき S O F T WA R E

の み の Z 式 電 算 方 式 を 。 こ れ が 大 変 な 成 果 を 産 む ま で 黙 し て 語 る ま い 、 と 誓 い な が ら 欄 筆 。

( Y )  

技 術 工 員 充 足 の な や み

熟 練 工 の お ら ぬ 現 場 、 既 に そ の 事 例 が 数 多 く 出 て い る 。 そ の 結 果 は 下 請 が つ ぶ れ る だ け

で 済 む 問 題 で は な い 。 職 人 の 不 足 を 専 開 業 者 に 委 せ き っ て お い て も 息 が 切 れ て き た 。 総 合

業 者 も 最 近 か け 声 だ け は 盛 ん だ が 、 結 局 下 請 の お 尻 を叩 くに 終 り 、 設 計 監 理 の 先 生 方 の ご

関 心 、 も 極 め て う す い 。 日 本 の 建 設 を 立 派 に 仕 上 げ 後 世 に 残 す に は 、 こ の 職 人 の 養 成 に こ そ

重点がある。

総 合 業 者 も 今 少 し 具 体 的 に 、 経 済 的 に 職 人 を 育 て る 道 を 聞 い て 欲 し い 。 力 の 弱 い 専 開 業

者 、 下 請 業 者 に す べ て シ ワ 寄 せ さ れ て は 、 そ の 絶 対 量 の 確 保 は 困 難 で あ る 。 熟 練 工 ワ 地 位

向 上 、 育 成 に 三 者 一 体 と な っ て の 方 途 を即急に 立 て ぬ と 、 ま す ま す職 人 の な り 手 が な く な

る の を 憂 え る も の で あ る 。

技 術 工 員 の 養 成 は 膨 大 な 予 算 と 人 集 め の 非 常 な 努 力 を 要 す る の は ご 承 知 の 通 り 。 こ の 裏

づ け は ど こ に 求 め た ら 良 い の か 、 そ の 理解 を 広 〈 建 設 関 係 者 全 般 に お 願 い し て 、 先 ず 経 済

的 、 精 神 的 ご 協 力 を 祈 願 す る も の で あ る 。 ( N )  

17 
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- 設計者のニとば

この国民宿舎葛城公園ロ γ ジ 'i 、河

内平野と大和盆地を分ける金剛葛城

山系 の一 つ、葛城山 ( 標 高 959M ) の

山頂近〈に建 ってい る。この山頂一

帯は、ちょう ど奈良の三笠山のよう

に、ほとんど一本の木もな〈笹に覆

われた草原であり、遼〈 六甲 山系、

淡路島、大阪湾、和歌山が、そして

大和盆地の全景と、大台山系が見渡

せる 。 昨春より 、山頂近 くまで ロー

プウエーが開通し、京阪神より手軽

にl OOOM級の 山の雰囲気を楽しむに

は、絶好のリクレーション地となっ

ている 。 したがって設計の骨子は、

高原の雰囲気をいかに表現するかと

いうことと、最大限に眺望を生かす

こととであ った。 山地の勾配利用と

上 記 2 点の主旨よ りして、山頂から

の散策路より直後橋を渡って最上階

にアプロ一千し、勾配屋根の下にフ

ロント ・ロビ ー ・食堂等を配置し、

下 階二 層に宿泊室、そして最下階に

浴室および従業員室、各種サービス

施設を配した、四角平面で上拡がり

の機 造 l立、軟弱地盤に対して基礎部

械を減らすという構造的理由と共に、

柔和な山容に対して特徴的なシルエ

ッ トを構成するためである。事実、

外都内部共に山塞の趣きを持った緩

めて個性的な建物となり、 山の施設

としての雰・囲気はか主り表現できた

と忠われる 。

• 



関西石油本社事務所 設計監理 日建設計工務株式会社

大阪事務所

計画部長/ 薬袋公明、担当/ 丹

田悦雄、機造/ 背柳司、設備/

大林芳夫、河野元日目、インテリ

ヤ/ 合問正甫、中村隆一

施 工 飛 島 直 量 殺 株 式 会 社
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幼 児 施 設 特 集

11  1幼児施設の問題点

乳 幼 児 施 設 の 歴 史一保 育 所 の あ ゆ み/ 高 橋 て る ， 豊 田 和 子

幼 稚 園 の 歴 史/ 菅 野 誠

遊びと遊具/ 石井賢康

保 育 所 の 問 題 点 と 今 後/ 京 大 三村 研 究 室

幼 稚 園 の 今 後 の 方 向/ 吉 田 あ と

子ども病院/ 岡英彦

12 幼児施設の計画

住 宅 建 設 と 幼 児 施 設 の 計 画一 ブ ー ム の な か の 幼 稚 園 の あ り 方ー

/ 東 大 鈴 木 研 究 室

新 住 宅 地 区 の 幼 児 施 設 計 画一 千 里 と 泉 北 の 場 合 一/ 小 柴 徹 也

神 戸 市 の 幼 児 施 設 に つ い て/ 湊 照 夫

世界に比類ない日本経済の高度成長 と，

婦人の生産部門への積懐的な参加に伴な

い，婦人の活動分野も拡大され，期待さ

れる社会へと変貌 してきました。

「幼児施設」ーーかつては受動的であっ

たこの Oから学令前までの乳幼児の施設

問題も，子どもを不幸から守り ，明るく ，

正しく育成しよう運動が積極的に展開 さ

れ社会における大きな関心事 となってき

ました。

夢多き乳幼児が幸福な生活に育 くまれ成

長する社会こそ ，繁栄ある都市建設につ

ながります。

ここに" 都市における乳幼児施設" の特

集が採択され，編集企画に当った諸先生

には忙しい中を時間 をさいていただい

て，乳幼児のもつ明るさ ，活力，夢の発

成源をさぐることから始められました 。

この小社会の明るさが核となり ，同心円

の波紋のように施設， 地域， 都市へと発

展し，これら施設を利用する 婦人の生産

労働資源が日本経済に ，生産へとつなが

ります。

これに対応した 「空間」を編集の軸とし

て問題のありかたを探 ってもらうことと

したものです。

現在の 「乳幼児施設」の周辺には ，種々

制約 ，問題があります。 この邪魔物を一

つづっ解きほぐし ，次代を背負う乳幼児

施設の子ども達が広く考え，明るく ，大

きく活動ができて，婦人も生産労働力の

一翼として現在以上に積極的に生産に参

加できるような都市空間づくりへの示唆

となればと 願 った次第。

この 「建築と社会J も創立50周年の記念

事業も 終え，いよいよ次の 100 年へ大き

く，希撃を持って前進しています。

限りなく前進する都市を，みんなの力で

「不幸な子どものいない，明るく ，平和

で，活動力 にみちた都市」に建設できる

ならば ・・・・・ ・・.....。 ( 猪沢編集幹事記)

本年のテーマ「都市シリーズ」における第三弾として都市に

おける 「幼児施役」を送る 。次号は第四弾として，都市にお

ける 「教育施設J の特集である 。

本号特集担当幹事 ・小柴徹也 ( 特別) ，島田勝次 〈特別) ， 

多胡進，猪沢徳忠

Z9 



乳 幼 児 施 設 の 歴 史 一 保 育 所 の あ ゆ み -

『司 橋

田

て

和

る

子

豊

保育所と幼稚園の区別がわからない人はじつに多い。どちら

も対象が幼児である乙と だけは共通であるが， もともと発生の

様子も本来の目的もちがうのである。したがって施設のあり方

も設備も異なる わけである。 乙乙 では保育所に重点をおき ，そ

の施設の歴史をふりかえりたし、。厚生省児童局編「保育の理論

と実際」より摘記し( 戦前の分のみ) ，今後のあり方について

も考察したい。

A  明治以後のあゆみ

外国で保育所の最も古いのは1779年，仏領アルサ、スロ ー レン

で牧師オ ーベノレランにより貧困な乳幼児を保育した乙とから始

まる ，といわれている。 1844年にはノf リーで- 婦人労務者のため

の託児所が，ー工場主 " 7 ) レボ ーによって創始され， ドイツでは

1851年，米国では 1854年 lζ 保育所が開かれている。

わが国の保育所は ，欧米のそれと同じくそのはじめは幼児の

保育に欠けるのを見るに忍びない心によって開設をみるに至 っ

た もので，明治23年 (1890年) tと新潟市で家塾静修学校 lζ 保育

室のおかれたのがそれである。

工場保育所としては ，明治27年 (1894年) 1ζ 東京の大日本紡

績株式会社に設けられたものが最も古く ，最初から保育所を目

的に開設されたも のとしては ，明治33年 (1900年) 設立の東京

二葉保育園が最古である。ちなみに幼稚園は明治 8 年 lζ 京都

で，翌 9 年 lζ 東京で開設され，保育所より 15年早く設立，のち

大正15年に幼稚園令が公布された。ただし ，昭和 18年どろには

戦時保育所( 後述) とぬりかえた幼稚園も多かったようであ

る。ともあれ，保育所は明治末から大正へか けて徐々に都市に

おいて発達した。農村では季節保育所として明治33年 lζ 鳥取県

で開設されたの が最初 といわれ， 昭和になって急速に普及し

た。託児所と 多くは呼ばれたようである。

以上は ，上記の厚生省編によるものからの摘要である が，記

録として残されてはいないもので，託児所的 ・保育所的な小規

模のものはあちら乙ちらに有ったように思われる 。農繁期のお

寺が，広 い家が，臨時の保育所となり ，年よ りや手すきの人に

よって子守りをして もらい ，相互の協力を行なったととは想像

できる。た だしこれは施設とはいえない。

30 

司.

B 戦 後 の あ ゆ み

1. 既存建築物利用時代

戦時保育所

すべての乙とが戦争目的 lζ 添わな ければならなか った時代，

戦力増強の名のもとに戦時保育所というものが考えられた。そ

れは母親から子どもを はなし ，母親の労働力を戦争目的にかり

たてようというものであ る。 その子どもを教育する ための幼稚

園として女学校の設備を利用し ，女学生 lζ 実習の名で保育の手

伝 いをさせようという 一石二鳥をねらったものであった。幼稚

園の基準 t<:: 合わぬ設備のも のであるため ，それは保育所という

名称で全国各地の女学校に附設された。昭和18年後半である。

新しい建築資材などはひどく入手困難の時代であっ たから ，

全部女学校の設備の中で雑居して保育が行なわれた 。戦争の終

結と同時に乙の保育所はほとんど消えていった。た とえば明石

市立明南保育所はその戦時保育所から出発して現在 lζ 至った数

少ない例である 。

• 

戦後の保育所

戦争直後，物資欠乏の混乱の中 で，子どもらの保育を行なう

ため既存の建物を利用して乳幼児施設が作られた 。それは公立

では学校，公民舘，町村役場，寺院，神社などであった。それ

らは敷地が比較的広いので運動場もその一部や全部が当てられ

た。建物は改造の余裕もないままにほとんどそのままで利用さ

れた。わず、かに間仕切りをしたり ，衝立をたてたりする程度で

あった。転用である。

• 

私立では寺院，神社，教会，部落公民館，あるいは集会場な

どで，本来の目的のための利用 時間以外を保育の ために利用し

ようとするものであった。すなわち大人の建物をその不用時間

中子どもに利用する考えである。なかには個人の住宅を当て た

ものもあった。 ζ のよ うにして，昭和23年 7月 1 日，児童福祉

法による保育所としての認可を受けたものが兵庫県下にそれ以

前の認可 4 カ所を合わせて公私立38カ所であ った。 その後，乙

の古い建物利用の施設は増加していった。運動場も近くに公園

その他利用できるものがあれば，専用のもの はなくて も許され

ていた。戦後のはなはだしい住宅難時代，個人生活にも やむな

• 
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.. 

• 

• 

くしい られた雑居生活が乳幼児施設にも そのままの姿で行なわ

ｾＱｊ ［こ。

2. 旧建築に新建築が補足された時代

戦後処理に種々の施策が行なわれるに従い ，疎開されていた

人々は都市に帰ってきた。 生活のために婦人の労働は 家庭内だ

けにとどまる乙とは許されず，乳幼児施設の必要性はいよいよ

強まってきた。その設備拡張の必要から ，とり あえず，余地の

あるととろは古い建物 lζ 乳幼児向きの設備を少しずつつぎ足し

て，その必要を充足していった。新しいといってもそれは本格

的な建築ではな く，一時的な粗末なものである。ほとんど個人

の資力による貧しいも のが多かった。 しかし子どものた めに作

られたものであるという 点でそれは新鮮であった。

一方，今までは古い建物 lζ 手を加える余裕すらなくてその=

ま利用していたものが多かったが，M時内部改造によっていく

ぶん子ども向きに整えられ，新旧混合の設備の l宇で保育が行な

jつれfこ。

寺院の本堂を遊戯室 l乙使い，境内を保育室をつぎ足 したもの

( 写真参照) ，公民館の講堂の横 l乙保育室を建増したも の，教会

の礼拝堂はそのままで小さい室をつぎ足したものなど，それぞ

れ苦心して設備された。従って運動場も子ども専用としての区

切りも囲いもなく ，境内や ，参道や通路などが使用されていた。

収容児の増加にともな って，つぎ足しの保育室が広い境内の

あちこちに幾棟にもふえている寺院経営の保育所も現存してい

る。

3. 新 築 時 代

戦後の混乱期が過ぎ，新しい日本の建設に新しい希望が生 じ

てきた 。 日本人 の勤勉さが動き出してきたら ，いよいよ乳幼児

施設の必要度が高まり ，従来の古建築物利用の雑居生活ではそ

の目的を達 し得ない乙とがわかり ，乳幼児保育 lζ 適した新しい

設備が社会的にも強く要求されてき た。 児童福祉法による国策

もあり ，公立では公からの補助を得られる 利便 も生じてきたの

で，各自治体が新し い場所 lと新し い設備の施設を建築してい っ

た。 それは都市か ら地方 lζ 広がっ てい った。 乳幼児専用の新し

い建築 がつぎつ ぎと作 られ， 子 どもの世界が明る くな ってき

た。 I明石高等女学校保育所」 とい う戦時保育所は戦後の学制

改革 lζ 伴い ，明南高等学校附設保育所 となり ，変則的な形の ま

ま，11年余の雑居生活を続けていたが，昭和30年 7 月に学校か

ら離れた新 しい 場所に明石市立明南保育所 とし て 新築落成 し

た。それは建坪僅かに 317. 36 m
2

の木造瓦葺平家一棟で建築費

は3.3万円h . 3rr! のま乙とに組末なものであったが，当時一部の

市民 lζ 「子どものためにとんなぜいたくを / J といわれて保育

者は大いに憤慨したものであった。 10余万円h . 3r r ! の建物でも

普通になった現在を思え ば隔世の感があるが，乳児や幼児の生

活の場として，そのととだけに使用するための建築が当時とし

てはぜいたくに感じられたのである。し か し社会はだんだんと

明るくなり ，物資も豊かになってきたので，新しい世代に希望

を託するためにも子どもの施設を豊かにせねばならぬととが当

然になり ，地方町村』ζ 新築，新設の施設がふえていった。そ し

て建築の様式，内容，ともに近代化の傾向をたどっている。昭

和40年代になってからの新設は公私立ともに ，ほとんどが専用

の敷地に新しい建築で設備されている。ょうやくに古建築物利

用の時代から脱皮しようとする情勢が現われてき た。

4. 改 築 時 代

新しい場所に新築の施設ができるに従い ，古建築利用のもの

の不合理性，不便さが目立ってきたのは 当然である 。 しかし ，

古くて不便なものであっても ， 一応事業に役立っているもの

は，それなりの歴史もあり ，愛着も生じているので， とりとわ

すことには抵抗があり ，新設の場合の新築よりもかえって困難

な商がある。ととに私設の場合は資金面での困難が大きい。し

かし個人住宅でも公共建築物でも ，新しい時代に即応した新感

覚の建築が増加して行くときに ，ひとり乳幼児施設だけが戦前

の姿ではあり得ない。

昭和38年度の施策として老朽民聞社会福祉施設盤備事業に対

し補助の制度が生れ，またそ の他からの補助，資金貸入等で，

私立でも社会福祉法人組織 のものには ，増改築などの際には便

宜がはから れる乙とになった。

また自治体の協力もあり ，あち乙ち で古いものが改築される

ようになった。なかには 6600 m
2

の敷地を持った大きな規模の

ものもでき ている。

新たに創立される新建築施設の増加と改築によって施設の建

物は公私立ともに新しくなりつつある。そ う して他事業との併

用はだんだんと姿を消し ，子ども専用
lζ 作られた近代的感覚の

施設建築 lζ 変わりつつある。それは木造瓦茸か ら耐火 ブロック

建築へ，そして近時鉄筋 コンクリ ー ト建に変わってき てい る。

しかも都市では土地利用度を高めるため二階建のもの も生 じて

きている 。また鉄筋建寺院議堂の床下を利用 した もの もある 。

内部も乳児と 幼児 に分け，各々に適当したように獲えて，本格

的な設備のも とで保育が行なわれるよ うになってき た。
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C  現在の種々相と今後の動向

前述の通り戦時中からの施設 は社会情勢 とともに変化してき

たし， 現在もまだ変化しつつあり ，今 後 も変化を続 け て 行 くも

の と思われる 。そし て その道程の中で現在は新旧様々の形態の

ものが存在して いる。

1. 設立当時のまま ，古建築そのまま で転用されている もの。

および内部の一部を僅か に改造 し， しかも他の用途と 併用

されているもの。

例 公民 館 と 珠 算 学校 と保育所

寺 院 と保 育 所

神社と保育所

教会と保育所

2.  古建築ではあ るが，他用途 との併用 ではなく ，幼児施設専

用にしているもの。

例 学 校 の 旧 校 舎

町村役場跡

部落公民館跡

3. 転用の古建築物に増築で補足 したも の。

乙れは寺院や教会 lζ 多い。

4.  新築のもの

創立当時から新築されたもの。

創立当時の古建築を全面的 lと改築 したも の。

5. 創立当時新築であったものにその後さ らに増築した もの。

以上 のような例に見られるように ，明治時代の建物らし い廃

品lζ 近いようなもののなかに他施設とい まだに雑居 して いるも

のから ，二度目の新築をしているものま である。あきら めたか

のよ うK 古建築物の借用や転用の中で不便を当り前のよう に し

て いる施設もかなり存在 している。 しか しζ れらも内部改造や

増築 に心がけ ，それから全面的改築の方向へ進んでいる。 古い

ものは徐々に新 しいものに変わりつつあ るが， それは人口 増加

の傾向の強い土地に多く見られ，人口過疎地帯ではいろ いろの

問題 とともに施設設備もまだとり残さ れてい る。

一方新 しい町づくりとされている団地のなかに一 連の教育施

設とともに作られたもっ と も新 しい とい ってよい団地保 育所 が

で きている。それは新 しい時代に即応 して，すべてを新し く計

画された住宅の集団社会のなかに ，は じめから乳幼児施設 とし

て作られた乙 とに新しさの意味がある と思う 。

参 考

保育所の設備の基準

( たかは してる 明 石 市 立 明 南保育所長〕

( とよだまさ 乙. 兵庫県民生部婦人児童課長〕

( 児童福祉法「児童福祉施設最低基準J 保育所の項より)

< 設備>

第49条 保 育所K は，乳児又は幼児の保育及び保育所の事務執行 I( 必要

な設備を設けなければな らない。
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第50条 乳児又は幼児通じて 30人巴以上入所させる保育所の設備の蕊準

は，次の通りとする。

1. 乳児又は満 2 才に満たない幼児を入所させる保育所には乳児室

又はほふく室，医務室，調理室及び便所を設ける 乙と 。

2.  乳児室の面積は，乳児又は前号の幼児 l 人につき1. 65平方メー

トノレ以上である乙と 。

3. ほふく室の面積は，乳児又は第 l 号の幼児 1 人につき 3. 3 平方

メー トJ レ以上でt ある乙と。

4.  乳児室又はほふく室 I( は，室内滑台，椅子ぶらんこ ，歩行器及

び手f甲車を備える ζ と。

5. 満 2 才以上の幼児を入所させる保育所には， 保育室文は遊戯室

屋外遊戯場 (保育所の附近にある屋外遊戯場にかわ るべ き場所

を含む。以下同じ) 調理室及び便所を設け るとと 。

6. 保育室又は遊戯室の面積は，前号の幼児 1人につき 1. 98平方メ

ー トル以上， 屋外遊戯場の面積は前号の幼児 l 人につき 3. 3平

方メ ート J レ以上である乙と。

7. 保育室又は遊戯室には，楽器，黒板，机，椅子，積木及び絵本

を備える乙と。

8.  保育室又は遊戯室は，乙れを 1 階! と設けるとと。

注..... 耐火構造ならば 2 階以上に設けてもよいととにその後か

わりま した。詳細は下記改正参照。

9.  屋 外 遊戯場には ， 砂場 ， 滑台及ひＺＧＭ￲ｾらんとを設ける乙と。

10.  第 5 号の便所の数は，男子20人につき大便所小便所各 l 以上，

女子20人につき 1 以上とする乙と。

第51条 乳児又は幼児通じて30人未満を入所させる保育所には， 必要に

応 じ前条 f( 定める設備の一部を設けない ζ とができる。

( 以下，職員数等については省略)

保育室・遊戯室を 2階以上に設ける場合

(児童福祉施設最低基準の一部を改正する省令)

児童福祉施設最低基準( 昭和23年厚生省令第53号〉の一部を次のよう

に改正する。

第50条第 8 号を次のように改める。

8.  保育室又は遊戯室を 2階に設ける建物は，次のイ ，ロ及びへの要件

K ，保育室又は遊戯室を 3 階以上lζ 設ける建物は，次のイ及びハか

らチまでの要件に該当するものである乙と。

@ 建 築 基 準 法 ( 昭和25年法律第201号) 第 2 条 第 9 号の 2 K規定す

る耐火建築物であるとと。

@  屋内階段のほか，幼児の避難 I( 適 した主主管基準法第 2 条第 7 号lζ

規定する耐火構造の傾斜路若しくはこれに準ずる設備又は屋外階

段が設けられている乙と。

。地上又は避難階 ( 直接地上へ通ずる出入口のある階をいう 。) に

直通 し，かっ幼児の避難K 適 した建築基準法施行令( 昭和25年政

令第328号) 第123条第 l 項各号又は同項第 3 項各号に規定す る構

造の屋内階段及び同条第 2 項各号に規定する構造の屋外階段が設

けられているζ と。乙の場合において，とれらの階段は避難上有

効な位置に設けられ，かつ，保育室の各部分からそのーに至る歩

行距離及び遊戯室の各部分からそのーに至 る歩行距離がいずれも

30メート J レ以下となるように設けられているζ と。

@  保育所の調理室以外 と保育所の調理室及び当該建物の保育所以外

の部分が建築基準法第 2 条第 7 号に規定する耐火構造の床若 しく

は壁又は建築基準法施行令第 110 条に規定する甲種防火戸で区画

されている乙と。乙の場合において，換気，暖房又は冷房の設備

の風道が，当該床若 しくは墜を貫通す る部分文は乙れに近接する

部分に防火上有効にダンパーが設けられてい る乙と 。

⑤ 保育所の壁及び‘ 天井の室内I( 面する部分の仕上げを不燃材料で し

てい る乙と。

θ  保育室， 遊戯室の他幼児が出入 し，又は通行す る場所1( ，幼児の

転落事故を防止する設備が設けられている乙と。

① 非常省報器具又は非常欝報設備及び消防機関への火災を通報する

設備が設け られている 乙と。

② 保育所のカ ーテン ，敷物建具等で可燃性の ものについて防災処理

が施されてい る乙と。
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幼 稚 園 施 設 の 歴 史

戸『

日

Iま

野

じ

誠

め

施設の歴史を述べるのに ，時代を区分する ζ とはき わめて難

かしい。制度の改変があったり ，技術上の進歩があったりし て

も，施設については ，時閣の経過を経て次第にその影響が現わ

れる。しかも ， 乙の乙とは ，都会か ら地方へと浸透して ゆく傾

向にある。したがって， 同じ時代に建設されたものであって

も，地域によって，かなりの迷いがみられる。

しかしながら ，時代を大まかに区分してみる と， やは り，大

きな時の流れの聞に ，なにかの特徴がみ られ る。乙乙に述べ る

幼稚園施設の歴史も ， 乙のような芯味で，ただ便宜的に 区分 し

た時代どとに ，そのときに現われた施設の特色を記 してみたに

過ぎない。とれら時代区分の聞に ，確然とした変化があるはず

のものでもなく ，実際には ，ある巾をもって，徐々に ，述続的

lζ 変化してきたものである。

1. 明 治 前 期

明治 5 年 lζ 学制が発布され，わが国はじめての幼稚園として

東京女子師範学校付属幼稚園( 現お茶の水女子大学付属幼税因

の前身 . 第 1 図) が建築( 明治 9 年〉されてから ，明治30年乙ろ

までを，明治前期と考える。乙のとろの幼稚園は ，比較的数も

少なく ，幼稚園施設の誕生期であり ，試作期であった。最初の

付属幼稚園は ，当時と してはまった く新ら しい施設であったか

ら， との 凝洋風の幼殺園がモデノレとなって， しばらくの間，主

な幼稚園は乙の様式を真似た中廊下式室配置と して， さらにベ

ラン ダを設けたものが多い。また ， ζ の時期には，他の施設を

修理 ・改造して幼稚園としたものも少なくない 。これ らの多く

は，従来の住宅や，小学校の一部など，和風建築を利用したも

のが多く ，南側に廊下をえんがわ風にま わ し，ふすまや障子で

間仕切 った もので天井が低く薄暗かったが，通風はよかった。

しばらく 乙れら の幼稚園を使用 してみて，それぞれの利点 ・

欠点が明らか となってきた。 凝洋風のベ ランダ付のも のは，ア

メ リカ植民地風ともいうべきハイカラなもので外観がよく， 管

理上は良好であったが，窓は小さく，通風採光が不十分で，特

iζ 中廊下の北側の保育室 ( 当時は開誘室と 称した。) は使用上

ま乙とに具合が悪いととがわかり，和風様式の場合には ，簡単

なえんがわ式の廊下が管理上具合が悪く ， 夏期の通風はよい

が，冬ははなはだ寒いという乙とがわかってきた。

乙れらの欠点を改良すると ，次第に両様式が接近 レてくる。

いずれも廊下を校舎本屋内 lζ 取込んで片廊下とな り，76 も大 き

く，天井も高くなってくる。乙うして，明治20年代 となると ，

洋式系統のものからは北廊下校舎が，和風系統のものからは南

廊下校舎が生まれてきて，学校建築 の南北廊下論争が花々しく

展開さ れる乙ととな る。 ζ の論争において建築衛生論が盛 とな

り，幼稚園施設に関しでも衛生学的な検討が加えられた時代で

もあっ Tこ。

: 主主主鳳 初 百

ｬ Ｏ ｾ＠ ｾ Ｏ ［ｾ ｉ＠
東京女 子 慨学校qr 腕 濁 ( 明g) -+- {l， 

「I I  I  

ｲｾ 計許 節句二 ｾｲｾ I  乍1?J り坊以ガ

第 1 図 明治前期の幼稚園飽設の平面

2. 明 治 後 期

明治32年 6 月28 日「幼稚園保育およ び設備規定」が公布 され

て，新たな発展期 IL入る。片廊下校舎の場合 lζ ，南側廊下がよ

いか，北側廊下がよいか，の学校建築南北廊下論争に対して，

三島通良氏が「校舎衛生上の利害調査報告」を官報K 発表( 明

治34年 4 月 8 日〉し ，衛生学的，計画学的に南面教室北側廊下

がよいとすると ，学校建築の類型化がいっそう進む。鹿鳴館時

代に対する国民感情的な反発から ，一時，外観上の和風が好ま

れるようになるが，建築衛生学的に採光 ・通風がやかま しくい

はれるようになり ，外国の教育事情 などが紹介 されると とが多

くなる と， 実質的な洋風化が進んでくる。大阪市愛珠幼稚園

( 明治34年建築: 第2，3図) は，その乙ろの代表的な例である。

明治の後半から遊戯室 lとかなりのスペ ースが与えられるよう

になり ，園舎の中心になってくる。形も 矩形であるものより ，

多角形，特に八角形のものが好まれるようになる。計画学上の
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第 2 図大阪市愛珠幼機関略平面図( 明治34年)

E第

第 3 図愛珠幼稚園の外景( 明治34年建築〕

機能論の萌芽が乙の乙ろに現われ， フィンガー ・プランの試作

が始まる。遊戯室中心の考え方を ， もっとも機能的に重視した

平面として，八角形遊戯室の 四方 lζ 放射状! と保育室などを配置

した ，いわゆる梅鉢型園舎配置の国会( 岡山市旭東幼稚園明治

41年建築現存，清輝幼稚園明治42年建築非現存) が建築されたの

は注目される。幼児を常 lζ 保母の自のとどくととろにおいて，

けがやあやまちがないようにしようとする保育観のあらわれで

あり ，当時，新らしい図舎のー型式として縫称されたものであ

る( 第 4，5 図) 。

第 4 図岡山市旭東幼稚園 第 5 図 岡山市旭東幼稚園の外景

略平面図( 明治41年侮鉢型 ( 明治41年建築)

園舎の例)

3. 大 正 期

大正時代に入ると ，初等教育から高等教育 lζ 至るまで，学校

建築の発展期と なる。第 l 次世界戦争末期の不景気時代にも ，

かえって学校建築は盛であった。明治時代の外国模倣 とは迷っ

て，日 本的 lζ 消化した技術の進歩 した 時代で もある。

幼児教育においては ，子供の自発活動，生活経験 を重んずる

新教育運動が推進された時代であり ，幼稚園施設 とし ては ，計

画的 lζ も構造的にも大いに進歩し た時代である。
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第 6 図倉敷幼稚園略平面図( 大正 4 年〕
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第 7 図 深極小学校付設幼稚園( 大正13年)

引続いて遊戯室中心の配置計画がなされるが，静 ・勤 ・騒分

離の機能的な計画となり ，動線を短かくするくふうが進んでく

る。梅鉢型園舎配置では，遊戯室の動 ・騒によって，保育室の

静かな ふんいきが乱され使いにくいととがわかり ，保育室を玄

関の両袖 lζ 配置し ，遊戯室をその奥に設 けた形( 井原幼稚園大

正 3 年，倉敷幼稚園大正 4 年. 第 6 図〉や ，L 字型園舎配置の

空間部 [ζ 遊戯室を配置した形( 深抵小学校付設幼稚図大正13年

; 第 7 図) Iζ 発展している。

構造法の発達にしたがって，西洋式小屋組が多くなり ，遊戯

室の内部 lζ 柱がでてくる ζ とはなくなる。材料としては米松材

が盛に輸入されて ，構造材や床材料 lζ 使用された。鉄筋コンク .  

リー卜 造の学校建築は ， 乙の i時代 lζ 試作されるが，幼雄図施設

にはまだ使用されていない。

:r 
，ふh 旬、v

• 
第 8 図名古屋第三幼稚園の園舎と園庭( 大正4 年建築)



4. 昭 和 戦 前 期

大正15年 4 月「幼稚園令」が公布されてから ，昭和20年の終

戦までを昭和戦前期と考える。大正末期から ，昭和初期にかけ

ては ，相次いで大災害が日本を襲って，教育施設に大きな被害

を もたらした。 特に ，大正12年 9 月 1 日の関東大震災と ，昭和

9 年 9 月関西地方を型った室戸台風は，その規模が大きく ，被

e.  害も莫大な額 lζ 上ったため，その復旧には多額な費用と ，長い

年月を要したが，教育施設の構造上の進歩におよぼした影響は

大きい。また ，大正12年の辺災では煉瓦造の建物の多くが倒壊

し，木造建物は火災で焼失したものが多かったから ，耐震 ・耐

火ともにすぐれた性能をもっ構造として，鉄筋 コン クリ ート 造

が試みられるようになった。昭和 7 年12月大塚にしゅん工した

東京女子高等師範学校付属幼稚園( 現お茶の水女子大学付属幼

稚園 第 9 ，10図〉は ，大正12年の震災で焼失した園舎の移転

復旧で，鉄筋コンクリ ート 造園舎の代表的な例である。また ，

室戸台風の場合には ，幾多の教師と生徒の生命を犠牲としたと

とにより ，学校建築の防災 lζ 対する関心が高まって， [ " 学校建

築の営繕並に保全 lζ 関する訓令J ( 昭和 9 年12月18 日) が発せ

• 

• 

• 

られ，新築の場合のみならず，既存建物の補強にも大いに注意

が払われるようになった。

第 9 図東京女子高等師範

学校付属幼稚園の

平面( 鉄筋コンク

リート 造，昭和 7

年)

第10図東京女子高等師範学校付属幼稚園の園舎と庭

( 昭和 7 年しゅん工当時の絵薬害)

建築計画学も ， ζ のとろになると著しく進歩して きて，国際

建築を標語とする新建築運動も盛で，フ ィンガー ・プランが一

般的となり ，幼稚園の場合には ，管理の中心で- ある職員室など

をはさんで遊戯室と保育室をとる配置が一般的となった( 例，

岡山市三勲幼稚園 : 第11図〉。

乙のようにして， いよいよ本格的な発展をみようとすると

第11図 岡 山 市三勲幼稚園平面図( 昭和14年〉

き，突如， 日撃事変が勃発し ，第 2 次世界戦争にまで発展 して

しまう。経済界は急速に戦争目的一本のみにしぼられてゆき ，

次第に学校建築は抑圧されて，幼稚園施設の建設はほとんど停

止するのやむなきに至った。

5. 昭 和 戦 後 期

戦後，6- 3- 3- 4 制の新らしい教育制度が発足し ， 幼稚園は ，

その学校教育法( 昭和23年 3 月31 日〉第 l 条によって，正式に

学校体系のなかに組みいられた。関係者の努力によっ て， いち

はやく幼稚園施設の研究が再開され， それらの人々 の織の連絡

機関 として， 昭和27年に「全国モデル幼稚園協議会」が発足

し，昭和30年に「全国幼稚園施設協議会」と改組して， ζ の協

議会を中心 fC，国 ・公 ・私立を通じての施設研究が進められて

いる。

戦後はじめて，外国の新ら しい建築様式をとりいれた ，名古

屋市立第三幼稚園( 昭和27年第 2 期工事 : 第12図) は ，新らし

い幼稚園施設の提案として注目された。その後， [ " 幼稚園設置

第12図名古屋市立第三幼稚園全景図

基準」の制定( 昭和31年12月13 日) をみたり ，鉄骨造幼稚園の

試作な ど，数多くの研究の結果を経て，幼稚園振興の時代とな

り，今 日の隆盛を みるに至っている。 乙の時代は，歴史の時代

ではなくて，すでに現代の問題として ，多くの実例と ，研 究の

諜題を提示 している。

( かんのまこと . 文部省教育施段書官技術怠事官〉
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遊 び と 遊 具

大衆消費時代の放にの って，子供の道具もその種類と量にお

いて著しく増加した。しかし，市場競争が激化するにつれて，

子供との関わりを二次的なものとし単なる販売の手段と化した

と思われる商品も多くなってきた。そして乙の傾 向は ，特に幼

児を対称と した玩具に明瞭に現われてきた。ベ ビー食器や ベビ

ーパスなどの商品は ，求める人の仮IJ からもその機能が比較的把

握しやすいため ，購買者の選択力 lとよりいい加減な商品は市場

での競争力を失うというととが期待できるが，遊びをテーマと

した道具 とな ると ，小さなまとまりをみせてはいても ，子供の

想像力を力強くひき出す乙とができる内容を持っていない商品

がかなりある。乙の ζ とについては ，日 本の玩具産業の体質と

か大人の子供観の問題や今 日の社会的諸特性など多くの問題が

考えられ， ζ ζ では深く立入る余裕がないが，いわゆる" 丈夫

コ ン ビ ・ ワ ゴ ン
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石 井 賢 康

さ" とい う面を取り上げてみても ，たと えば保育園で使用する

三才迄の 玩具で長期使用に耐えられるものは非常に少な く，

二，三日で使え な くなるものもあるといった状態である。 保育

園，幼稚園など施設における使用条件は，遊びの集団性と一般

家庭 より広 い空間を持っと とから ，つ まり玩具の運動畳が大き

いか ら物理的機能の歓陥が直ちに現われるのであるが，本来遊

ひd の道具 はそれで= 遊ぶ子供の アクシ ョンを見れば明らかなよう

に，かなり 丈夫なものでな くてはならないものである。また，

都市環境の悪化は子供の遊び場の喪失という子供にとって致命

的な紋陥を 引 き出し ，運動能力低下の問題として，また学力低

下社会的行動力の欠如につながる問題としてた びたび問題視 さ

れて いる 。乙 のよ うに基本的な子供の問題が未処理のまま多く

残されて いるが， 乙れ らの現象は ，子供観不在の子供に対する

安易さや，大人だけで考えた遊び， さらに大人の

エゴ イズムによって，子供の成長のエネ J レギーが

弱体化し ているといわねばならない。乙 乙では ，

誕生から六才頃までの乳児，幼児の遊びとその道

具について，いわば基本事項ともい える事柄と私

たちの事務所の実践例を述べてみたいと思 う。

遊びとその道具を考えるに当っ て特に次のと と

に注目 した い。

① 子供は体験するととによって成長する 。幼児

期においては その生活の大部分を占める遊びの 中

にさまざまな ζ とを学習してゆく 。われわれはそ

の体験と成長の実体をさらに明確に掘り下げなけ

ればならない。そ して，知的，情緒的，体育的，

社会的諸側面での成長( 当然夫々有機的に関連し

合 った ものであるが) の移行は一次直線的にでは

なく ，ある段階から急 Iζ 次の段階へ移る傾向を持

つ。さらに子供は各発達の過程での学習の時期を

失う と， それを後になって獲得する乙とがなかな

か難か しい。体育的側面にその一例をとれば，神

経の働きで運動をま とめる力 ，つまり協応能力は

幼児期 lζ 身にっけないと後からでは非常に それが

困難な乙ととされている。乙れらのとと は，成長

の過程に おけるある段階に次期段階への準備 とな

• 

• 

• 

• 
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っている ζ と， したがって それぞ

れの過程での十分な体験の重要性

を意味している。しかし ，生活に

おける実際面では，子供は一定の

発達/ 1 頂序を持つとはいえ，あくま

で平均値的なものであり ，個人差

もあり ，成長の過程を明確に把え

る乙とはなかなか難しいが，子供

の遊びはその発達段階に対応して

いる。つまり成長している機能が

多く使われるというととが一つの

足がかりとなる。

② 幼児は ， 自分自身でその学習

を志向しての計画が立てられな

し、。

@  個人差がある。同年代の子供

にも能力差があるので，それに 巾

広く対応できる柔軟性のある内容

が必要である。

東住吉幼稚園 ( 川崎市〉 。スラ イダー

@  誕生したときのきわめて未分化の状態から六才頃迄の成長

の過程をみるとき ，人間の成長の質が環境 lζ 支配されやすい特

性を持つ乙とがわかる。

乙れらの事柄を考えるとき ，幼児期の成長過程における適切

な道具が，ある成長を促進し得る有力なー要素となる乙と が予

見できる。そして，遊びの道具も他の環境要素と同様に子供 lこ

強く働きかける内容が必要であり ，彼らの心の働きの発生と成

長の問題がまず問われなければならない。特に現在，子供のダ

イナミックな側面を把え ，想像力を豊かにはばたかせる，創造

的な遊びを促進させる道具が企画されなければならない。

< 作品 1> コンビ・ワコン

二才から五，六才迄の幼児を対称としたもので，さまざま r

遊びをひき出すいわばアクションボックスである。室内では玩

具箱，押し車，引き車，屋外では砂遊びに参加したり押し率，

引き車などとなるが，子供のアクションに応えられる諸寸法，

形と 車の処理および堅牢性が，デザインのポイン トである。 写

真でも想像できるように ， 子供の動きはめまぐるしく変化す

る。普通の四輪と迷い，中央の大車輪二個と前後の少し高さを

変えた円筒状の 小車輪二個で‘支持したので，機敏な方向転換な

とにも対応できる。保育園，幼稚園では二，三人で組んでの押

し車，引き車として適している。本体は p p樹脂，車輪は A B

S 樹脂である。

幼稚園屋外遊具施設

私たちは 4 年ほど前か ら幼稚園屋外遊具のテ ー7 を採り上げ

てきたが，いづれの幼稚図の場合にもその幼税困での遊具に関

わる諸状況つまり幼稚園の立地条件，遊具の置かれる場所の性

格，子供のその幼税困での生活内容などの特徴を抱えながら肉

体的運動を中心とした園児の遊びの空間を積極的に構築すると

とを目標とした。その中の実施案二点と現在施工中で本年 4 月

[ζ 開国する計画案について述べるととにする。

< 作品 2> スライ ダー

川崎市の東住吉幼稚園に 1965年互に設置した鉄筋 コンク リー

卜の傾斜面である。乙の幼稚園の園児も ，附近の遊び場などが

減少し運動不足が原因と思われる体力面での低下がみられた。

たとえば四才児に 8 mの兎跳びをさせると翌日大腿部に薬を貼

ってくる子供もあった。子供は斜面に対して特別の興味を示
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馬 込 な か よ し 幼 稚 園 r赤 い 家 」

す。そ乙で私たちは，子供が自由 lζ 遊びを展開でき運動能力促

進 lζ 積極的 lζ 参加する遊具 とし て，手どたえのある斜面を企画

した。園児に与える斜面の角度，距離，完全性の限界，子供の

ア クテ ィヴな運動を誘発す る形，登り ， また市る H寺聞とそのフ

ォームの問題 lζ デザイン の焦点がしぼられた。全長 7 m最高面

の高さ 2 m 900 のス ライ ダーで，当幼: f fli 困の宮本友江先生の保

育日記の要約は次の通り 。 11 カ月目。五才児はほとんど全員

が登りきれる 。し か し初めは塀に頼って登る。四才児の中! とは

登りきれない子供も いる。三才児は登れない。次 !ζ 登るときは

塀から降りるとき は中央と いう よ うに交通規則 を作って遊ぶよ

うになり ， また，ア トム型で滑 り降りる型や立ち市' りの型も山

る。 2 カ月目 。 女子も積極的に参加するようになる。 3 カ月

目。集団でー塊 りと なって滑 る乙とを始める 。 4 カ月目。組を

撲に 出ている パイフ。lζ 結び‘ つけ遊びを造り出すよう lζ なる。約
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6 カ月で全部の子供が登りきれるようになり ，その後この斜面

で飽きる乙となく遊びをっくり wす窓欲が感じられる。」

< 作品 3> 赤い家

来京郎太田区の馬込なかよし幼稚園では限定された 空間でい

かに密度のある遊びの空間を造るかがテ ーマとなった。そし

て，120mm角桧材を主構造体として，集団での遊びの連続性，

発展性を斜面の折り亙る空間の中 lζ 求めた。斜面 lζ 突然あいて

いる火，霊れ下るロープや鉄棒，黄色のテント lζ 向う悌子などあ

らゆる所からさまざまな方法で子供たちが入り乙む赤一色の立

体の迷路的空間である。との空間は ｾｴｾＮ ｾζ なんらかの力を加えて

いないと体を保持できない部分がほとんどで，また一度入りと

むと途中での放棄不能，ーカ所 lζ 停滞する乙とを JEむ空間であ

る。 1965年秋 lζ 設置したが， 自由時間 lζ 乙乙を鬼 ζ っ乙の場に

も使っている。なお ζ れまでの遊具での怪我は皆無であった。
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く作品 4> 慶松幼稚園屋外遊具計画

先に述べた遊具は ，既設の幼稚園 IL加えられるものであった

が，東京都町田市鶴川にある鹿松幼稚園の場合は新設である。

私たちの参加している現代子供センタ ーで新しい幼児教育の環

境空間の提案として，教育家，児童文学者も参加し知識を交流

させ， 建築は原広司氏の設計で本年 4 月 lζ 開園する。私たち

は，園児の机と椅子および屋外遊具スペ ースを担当した。遊戯

空間は，グランド990rrf ，四，五才児周遊具スペ ース396rrf ，三才児

周遊び場 175rrf である。 遊具群構成の意図は ，幼児のダイナミ

ックな遊びの空間を作る乙とにある。幼稚園での屋外遊具は ，

子供の遊びが固定化されないでイメ ージの展開が豊かである乙

と，集団での遊び lζ 対応できる乙と ，また体育的側面の成長{ 乙

積極的 lζ 参加できる乙とが必要である。成長の過程 [ζ 対応して

遊びが常に力一杯ひき出せるものでなければならない。写其の

模型は ，四，五才児の遊具スペ ースであるが，各遊具の名称は

左から ，波のり ，大スライダー ，木登りの林，立体体育迷路，

大回転リング，段迷い平行彬である。

① 波のり

動く飛び石といったものである。子供が飛びはねる F R P の

面はコイ J レスプリングにより上下動する。子供の動きに対応す

るF R P面の大きさ ，形，数，それぞれの面の距離，スプリン

グの強さなどがデザインの要点である。園児でテス卜すると 面

相互の距離は意外と短くなければならない乙とがわかる。主と

して平衡感覚跳躍力の発達促進が期待できるが，保育時にさま

ざまなゲームが企画できるようレイアウ トした。

② 大スライダ一

前述の東住吉幼稚園のデーターを基礎としてデザインした

が，IIJ 4  m500，段高面の高さ 2 m900で，鉄筋 コンクリート ;!j_tl;水

石入白セメン ト研山し仕上 げである。東住吉の斜面より rlJ を50

% 増したので，さらにダイナミックな遊びが期待できる。乙のス

度総幼稚園. 四，五才児遊具スペース

ライダーの下から波のりの後に砂場を設け水のみ場を置いた。

③ 木登りの林

乙れまでのただ霊直 lζ 立つ登挙棒では ，すべての園児が遊ぶ

ζ とができない。体力的な面で無理があるのである。 42. 7mm

φ の鉄パ イプには手足をか けやすい ようにわずかな凸部を規則

的につけてある。さらに上下の動きに加えて横への移行ができ

る形を求めた。乙れを F R P で製作すれば独特のしないが出

る。

@  立体体育迷路

前述の馬込なかよし幼稚園の "赤い家 " のねらいと同様であ

るが，60mm角の鉄パイプが主構造体で，二段 l乙構成した傾斜

面は F R P である。そして地上からのまた ，二段 {ζ 構成した穴

のあいた F R P面への移動はそれぞれ欽梯子を使う。

⑤ 大回転リング

中 ｬζ ， ナイロン被 ｊｾｾ のネッ トを 張った乙の回転リングの直径

は 3 mで一般のジャングルグロ ーブより 1 m大きく ，形も単純

化しである。ジャング J レグロ ープで、遊ぶ子供を観察した結果，

多くの子供が参加でき ，回転しやすく ， さらに明快な運動の性

格を与えた方が良いと考えたからである。

@  段違い平行棒

高さ 1m 800 奥行 3 mの2 枚のコンクリ ー卜 の面にそれぞれ

24個の穴があり ，27.2φ の鉄パイプ14をいろいろな位置にさし

込み，さまざまな遊びの装置を作る乙とができる。乙れも木登

りの林と同様にパイプを F R P とすれば，さらに弾力を遊びの

l事l乙くり込む乙ともできる。

乙れらの遊具群は水平なあるいは緩い傾斜をもった砂函 lζ 設

置する乙ととし ，また，花壇を三個所組み入れた。三才児遊具

コーナーには ，砂場，花壇，既成の ブランコ ，スベリ台，低鉄

棒がそれぞれ l 台づっ設置される。

( いしいよしやす : N r D Oイ ンダストリアルデザイン司王務所)
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保 育 所 の 問 題
占

と 今 後

京 大 三 村 研 究 室

1. 保 育 所 難 時 代

「ゆきたいが保育所がない 。J rポス トの数ほど保育所を。」

とい う声が各地で叫ばれている。近年保育所を必要とする世得

数は急 ピッチで増加しているが， とれに対 して供給がともなわ

ず，施設数が絶対的に不足して保育所難をひき起 している。 ζ

のような保育 ニード の急増は何故おきてきたのか。それには，

まずなによりも ，婦人労働の増加があげられる。なかでも共働

き財人の占める比率が高くなってきた乙とである。 表1 . 2)  

主婦の労働参加は ， 乙れまでの家庭の育児を社会化する必要を

生じさせた。また ，交通地獄，都市の過密化による遊び場不足，

狭い住宅などで，子供の生活環境が低下し ，子供を放任状態に

したまま働きに出る乙とができなくなったととや，従来であれ

表 1 女子就業者数の推移

I  _  _  _  _  ! 就 業 者 数 回 地 盤 1 i l l 1! l 室単 一

1 9 5 6  1 ，730万人 933万人 。一一 539万人

1 9 6 1  I  1， 830  1， 110  738 

1 9 6 2 1 l ，839  

1 9 6 3  1， 841  

1 9 6 4  I  1， 859  

1  9 6  5  1， 883 

1， 142 

1， 180  

1. 212  

1， 259  

785 

811 

835 

873 

( 総理府統計局ー労働力調査)

表2 配偶関係およびJ2 ・非! 段別女子就業者構成化 ( 1965年平均)

1  Ｚ 則上 ｉ Ｈ ｾ 制上 Ｉ Ｑ 就 業 者 %

人 口 %1¥人口万人 |全 産 業 |山 林 業 非 民 林

ＪＧｾ＠ ｾ＠ u 旦Q_ _，_____Q，_.z堕lJ 100. 0 _ 1旦L J 主L

1  *  ｾ Ｚ＠ 2 ι L_ (以2 . ? l 包L Iー」 ム 」 l i-

一宣旦」旦_ 1 _ 5生. L，_ j 主立! 2 ｟ ｾ ｉ ｟｟｟｟Ｚ｝Ｑ 二 ｌ ， _ _  4 ι L  

そ の 他 14. 9 ( 559) .  12. 6  I  13. 3_  _ l l A 

世帯人数推移

普通世帯数( 全国)

17，383，321 人

19. 678，263  

23，085，393  

( 総理府統計局ー労働力関必)

一世帯人数

4. 97人

4. 54 

4.44 

人口統計年鑑 より

ば乙う した場合，おばあさんにまかせる乙とができていた育児

が核家族化の進行により困難になっている乙とも保育 ニー ドを

増大させる原因の l つとなっている 。表 3 ) 乙のように高まり

つつある要求をみたす施設が何故設置されないの だろうか。そ

れを考えてい くためにも ，少 し保育所の歴史を みてみよう。

貴族，武士階級はともかくと して，出家や商家にし ても主財

の労働は昔からやられて きた 。が， 乙れらの場合は ，労働時間
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と育児の場所に結合がみられ，主婦は働きながら子供の世話を

する乙とができた。しかし ，それが育児との関連で問題となる

のは ，現在のように職場と住宅が分離し乙れが不可能になった

からである。幼児施設は ， 乙のように婦人労働の進出から生じ

た託児機能という社会的必要と ，幼児教育効果の発見による教

育機能の 2 つがからみあって施設として出現 したものである。

しかし ，わが国の幼児施設の発展プ ロセスをみてみると ，施

設のもつ 2 つの機能はイデオロギーの介入K よって，教育機能

の強調と ，社会的必要と lζ 分断された。その結果，当然施設利

用屈も前者は富裕層 ，後者は貧民層と限られてしまっ た。具体

的! とは主婦が社会的な労働 lと参加しない比較的余裕のある屈を

対象とする幼稚園 ，他方は主婦労働を不可欠とする低所得屈の

救貧対策の一環と しての託児所としてうけ継がれ，それが今日

まで尾をひき管轄も前者は文部省， 後者は厚生省となってい

る。しかし ，戦後，託児所は名も保育所と改められ，内容も救

貧事業からぬけだし教育効果も重要視されてきて幼稚園との歩

みよりを深めている。しかし ，国や自治体は こう した幼児教育

施設を積極的に一体化せず，保育所の設置を怠り ，かつ「育児

は家庭の責任」と住民に負担を押しつける政策をさらに進めて

いる。現代の保育所難は ，そういう意味で社会問題である。

乙乙では ，そうした保育所難の実態，個々の世帯による自力

解決の状態，さらに保育所づくり運動 へと現在の動きを展望す

る乙とで，今後の保育所の設計や配置，そのための供給計画上

の問題点を明らかにしたい。

2. 伸びる保育ニード

「保育所に入るのは大学 lζ 入

るより難かしい。」といわれて

いる。今日の保育所難 lζ 対して

は，現在の申し込み者数だけの施設畳を供給すればよいわけで

はない。保育 ニード は今後さらに加速度的にふえてゆく と予怨

される。その理由 とし て，(1)今後も 引続き主婦労働が増加す

る。 (2)施設が充実し ，幼児教育の関心の深 まりで保育所へ の偏

見が減少する 。- 3才未満児のスキンシッフ。理論にかわる集団

教育効果が発見されれば急速に偏見も減少すると思え る。一(3)

核家族化の進行がさらに続く 。(4)保母数が増加 されて，労働時

• 

.. 

• 

• 
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聞と通勤時間と保障する保育にされると考えると ，大きく需要

がのびてゆくと考えられよう。なお ，政策が施設を設け公的援

助を大巾にふやす方向にむかえば，経済的入所困難層の保育所

要求が急速かつ多畳に顕在化してくるだろう。乙のような需要

ののびとともに従来の託児機能から幼児教育機能が強まってく

るにつれ，施設の性格は ，特別社会福祉施設から生活必需共同

施設へと変化してゆくだろう。そうなりはじめる過程では需要

の伸びと機能の変化が交互に作用して速度を次第にはやめてい

くのではないか， というのが本論における 一つの見通しであ

る。果してそうなるだろうか。 ζ れを実証するのは大へん困難

であるとしても ， 乙乙では当研究で行なったいくつかの調査を

もとに ，そう した現在の保育ニードが， どういう解決に依存し

ているか，そ乙での問題点はなにかを明らかにしたい。

万人

2. 0 

1.5 

1.0  

0. 5 

。
2  3  

3. 保育解決の型と問題点

4  5 才

今日における保育解決の型には ，およそ下図のように 8 つの

型が存在する。

保 育 解 決 型

保 育 百 戸 子 育 空 間 | 保 育 主 体 | 解 決 の 丞

個 人 保 育

集 団 保 育

婦 | 主 婦 型 ー l

主 婦 長 外 宣 | おばあさ ん型- 2

個 人 契 約 |近 所 型 - 3

共 同 保 育 所 |共 同 保 育 型 - 6

私 立 閉 所 |保 育 所 型 7

公 立 保 育 所 |保 育 所 型 - 8

各型の実状について少し詳しくみてみよう。

1型 「家事育児 lζ 専念」できる居 イ) と ，パート， 内職，

家内労働などをよぎなくして いる居一ロ) とがある。 イ〉層は

子供が幼稚園年令 lζ 達するまで施設要求はあらわれない 。 ロ〉

層は低賃金労働力の供給源をなす層であるため，保育所要求が

あ っ て も 経 済 的 負 担 lζ 耐えないとと ，主婦と子とが同一場所

にいられるため ，労働のかたわら保育ができる乙と ，現行の保

育時間では長時間労働屈の要求が満たされないとと ，社会的進

出をしない乙とで芯識が底くおさえられているととなどから要

求が顕在化しない方が多い。問題点としては，主!lrrlが疲れる ，

代理保育者がいない ，集団教育の効果がう け られない ，特 lζ 放

任状態が多くなりがちなどが指摘される。

2型 余剰労働力が家庭内にある( おばあさんが多し、。) 乙と

と，経済的に負担がかからないという解決の安易さから乙の型

となる。保育者の死亡，老令化，病気 などに左右され解決型と

しては不安定である。また教育上いわゆる「おばあさんつ子」

などの問題がある。

3型 地域の余剰j 労働力との個人的契約による解決。核家族化

が進ん でいる団地や新興住宅地の住民 lζ 多い型。地域 lζ 施設が

ない ，あっても入れない ，通園距離や保育時聞があわないなど

からきめられる。解決までの人捜しの労力とその後の経済的負

担は大きく ，契約した相手との人間関係，病気，外出などで解

決型としては不安定。また教育機能がど乙まで満たされるか疑

問がある。

4型 自治体との個人契約によって 4 - 5人の乳児を対象にあ

ずかる制度。地域の安上りの労働力を保母のかわりに利用し ，

かつ「保育は家庭で」という思想から乳児施設の不足 lζ 対する

不満をそらす姑息な解決策である。利用屈は施設利用届に同

じ，保育料には公共保育所と同じ補助があるが，施設内容，幼

児教育の面に問題が残る。里親の犠牲で保育時間の融通がつけ

られる利便さと ，里親の個人的都合による不安定性をもっ。

5型 地域における保育所難( 施設不足，産後すぐ入れない，

保育時間の関係〉で労組などの要求にもとづき建設される。企

業側では，労働力確保と安定のため設けている。入所はその職

場の対象になる労働者・であれば簡単にできる。経営は企業側負

担，組合援助をおとなっているのもあるが，多くの場合保護者

[ζ 負担がかかる。乙の型は，ニー ドがまとまる大企業はともか
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く中小企業で、は不可能でーある。また職場立地である 乙と からラ

ッシュアワ ーどきの通園の困難性はいうまでもない。とのため

特に自動車を買って送りむかえるなど苦心している者もみら

れる。施設水準は職場によってマチマチである。

6型 いわゆる無認可保育所。特に乳児施設不足から生じた。

つくるまでに賀やされるエネルギーと ，運営 lζ 費やす心理的 ，

経済的エネルギーはきわめて大で・ある。施設は住宅の転用が多

く施設，設備内容に問題がある。

7， 8型 私立および公立によって経営される認可保育所。国

や自治体からの援助があり保護者負担は他と比較して少ない ，

が負担に感じる屈も存在する。施設不足，入所基準 lζ 合致しな

い，通園 J レー ト・入所時期 ・保育時間などが要求にあわないで

入所できていない屈が多くある。施設そのものは他の解決型よ

り条件がよい。

乙のように現在の保育 ニー ドは それなりに個別解決されて い

るが，そのために親や家族が賀している エネルギー ，子供に対

するマイナスの影響は大きなものである。前にあげた諸条件の

変化を合わせて考えれば，保育所要求の顕在化はかなり速いピ

ッチで進む乙とが予想されると思う。

4. 職場保育所か地域保育所か

現在ある保育所 lζ は職場立地型と地域立地型とがある。立地

の問題について， 乙乙では現在職場保育所がどうい う経過で設

置され，利用されているかを主にみてゆくなかで若干考察して

みる。職場保育所の利用者は ，地域 lζ 保育所がない ・入所選考

からはずれた ・要求に見合う保育所がないなどの阻害を経験し

た後で「簡単に入れる」という理由から利用している。職場保

育所ができるのは保育所要求の結集が地域よりも ，はかりやす

いとと ，経済的に企業や組合が援助してくれる ζ となどがある

ためであって「職場の中 K おく方がよい」という保育所立地の

問題の問題ではないようである。地域にある保育所の中には職

場に近いという理由で選択されているのもあるが， 乙れは主 lζ

保育時間の関係上生じたととで，保育時間が労働 と通勤時閣を

保障できるようになると選択が居住地にむ くと考えられる。

職場か地域か という問題は，職場と住居をどう配置し区画す

るかという都市計画と切りはなして考える乙とはできない。 ソ
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速では ，マイクロリジョン( 極小地区制〉といって子供と親を

隔離してしまわないように ，職場の近くに住宅を設け住宅地域

をなるべく区切って託児所，幼稚園 ，学校，病院，その他をあ

つめて設けるという計画をたてている。 (新らしい家庭の創造

国中寿美子著岩波新書〉 しかし ，今日 ， 日本の大都市の状態

はそうした通勤条件をもちうる主婦は限られている。地域保育

所乙そが本質的解決であるとすれば，当面は保育時間の延長一

保母の増員ーといった対策が必要となる。

5. 保育所づくりとコムニテ ィー

職場と居住地の分離，単純往復運動，長時間通勤によって，

今日の居住地域における住民相互のコムニケ ーシ ョンはきわめ

て稀薄になっている。しかし ，地域生活上で生じ て くるいろ い

ろな問題，たとえば， ゴミ処理だとか，通学路の安全確保だと

かの共通の利害については，地域住民は ， コムニティ ーの中で

その解決の努力をしている。そういうなかで，現在全国的 lζ 地

域要求として積極的にとりくまれているのが保育所づ くり運動

である。保育所づくりの要求は「働かなくては生活で きない」と

いう切実な要求から出発しているため ，要求の組織化が積極的

かつ自主的にお となわれやすく団結も固い。組織された力は ，

子供という誰にもアッピ - ) レする 対象である 乙と ，働らく権利

を奪い生活を管かす政策 lζ 抗してお ζ なわれる乙となどから ，

広く関心をもち ，かっ ，同じように苦しんでいる地域住民を も

組みとんで自治体との交渉をおとなっている。

乙のようにみてくると ， 乙れまでの地域生活施設が小学校に

しても ，公民館にしても既存の制度として与えられたものであ

ったのに対し ，保育所は ，とうした住民要求がっくりだす初め て

の地域施設であるという点で，現在の保育所づく運動は ，新ら

しいコムニティ ーをつくりだしていく運動として注目 される 。

保育所は ，子供を対象としているため誰にも強い関心をもた

せうる施設である ζ と，施設にはいった子供を通 して の親相互

の コムニ ケーションがもたれやすい乙と ，子供をとおして各家

庭の変革をおとなえる可能性がある乙と ，婦人労働の増加とと

もにますます普及し ，家庭生活の中 lζ 組み ζ まれていく もので

ある乙と等々を考えると ，今後地域生活施設の中核と して大き

く発展してゆくと予怨される。

6. あ と が き

ζ 乙では ，特殊労働形態からくる夜間保育所などに ついて，

また都市を念頭においているためそれぞれの地域性からくる特

殊保育所につ いてまでは叙述できてい ない。

婦人労働の進出は，当然学童保育に ついての問題をひきお 乙

しているが， 乙れについては別の機会にゆずりたい。

( 執筆} : l 任者 三原生子 京大文部技官〉
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幼 稚 園 の 今 後 の 方 向

田 あ
ー

、ー

I  幼稚園の現在の問題

昨年，米大統領が，その "偉大なる社会 " の構想、の中で 4 才

から義務化するとハッパをか けた ， 日本も負けじと ， 5 才義務

化を，いや社会党は 4 才からの案を打ち出した。ところが早期

学令で世界の トップを切っている英は ， さらに 16才の義務化も

約していたが， ミニ ・ポンド下で延期案を新春出した。とのよ

うに幼稚園の義務化は国際的関心事である学区制改革の中で浮

沈している。

次の幼稚園の問題は ，保育所との関係にある。英の中教審に

よると ， 保育所を文部省所管に移す，とある ( ブラウデン報

告) 。乙れまた ，大変なショック勧告である。日本でも保幼一

元化は ，目標であり ，悩みである。

さて，幼稚園の現状を見ょう。戦後その普及は実にめざまし

い。 '66年調査では ，就学前教育普及率が約7096，すなわち ，幼

稚園卒で ＴＴＮ Ｓ 必 ， 保育所卒 ＲＳ Ｎ Ｘ ｾ ちである。

さら 1[， '62年 lζ は幼: f f t 図振興 7 年計画が， ' 66年には ，保育

所設備 5 カ年計画が発表され，両施設は拡充の方向にある 。さ

らに ' 64年両者は幼児教育面で水準を一貫させている。次 lζ 乙

うした両施設の拡充と協調の方向の今後を述べよう。

E  幼稚園義務化の背景と今後

1. 学区制改革・教育経済の中での幼年教育

現在，国際的なすうせいにある学区制改革は ，人材開発論を

基礎としているが， 乙れと幼年教育との直接的な関係は今ま で

のと乙ろ明白でな い。 ζ れは教育計画が一般に教育投資的観点

lζ 強く支えられ，後期 中等教育や高等教育 lζ 重点がおかれるた

めである。

すなわち ，投資的観点から見ると ，生涯賃金( 定年までいく

ら稼げるか〉という乙 とが学歴によって異なり ， 乙れを進学の

資料 とすると ，確かに中学卒より ，高校卒ゃ，大学卒が生涯賃

金が高い。 (中学卒100に対 し，高校卒120，大学卒140，'66年〉。

しか し，学令前教育歴による賃金の差は ，現社会にはない。

また幼稚園を出た者が定年までは稼ぎが多くなるという調査や

研究もどとにもない。

次 lζ 主婦労働lζ 対する推計所得という計算がある。幼児が幼

稚園に通ったために放棄した所得という概念は成立しないが，

一方幼児の替りに母親が育児にあてる労働を他の労働に向けた

意味で所得が推計される。乙れは ，むしろ保育所の場合に顕著

であり ，幼稚因の場合は ，本来推計困難な家事労働を賃金に換

算する乙とであって，その確かな資料を得ない。

乙のように幼年教育が経済の対象になりにくいのは ，その満

足が，(1)設に属するものであり( 本人，母親) (2) どの種の満足

か( 生産的利益，消費的利益) (3) 何時まで続くのか( 現在，将

来，永久的) といった乙とが明らかにされていないと乙ろにあ

る。

一方，現在の学制改革の基礎的資料としては ，乙れが調査的実

験的研究に限られがちであるが，今後は比較教育学，教育史的

研究も含み，また学制の方法論自体が問われる必要があろ う。

ζ うして，現在では ，幼年教育の関心は ，国民的 レベ J レにおい

てであり ，政策としてはまだとり上げられていないのである 。

2. 心身発達より見た幼年教育の始期と学令の始期

世界的にも ， 幼年教育の始期は ， ほぼ 3 才で共通している

が，その根拠は明確でない。 ユメニウスは ， 0 才から 6 才まで

を母親学級と考え ，プラ トン ， フレ ーベル，オーエンなどは ，

3 才を始期 と考えている。

一方，幼年期の終期，すなわち学令始期については ，19世紀

以前の思想家は 6 才または 7 才としている。しかし ，20世紀に

活躍 した 心理学者を見ると ， ヴィツゴッキーは ， 7 才からと

し，乙 れ以後は教師のプログラムに従って学習可能( 反応学

習〉である としている。山下俊郎， シュテ J レン ・ウィリ アムは

6 才説を，ゲセ J レ，フロイト，ビ ュー ラーは， 5 才説をとり ，

5 才児は学校 lζ 行っても簡単な共同生活 lζ 適応できるよう準備

されているとす る。

仲新，波多野勤子，手塚武彦などの学制 i構想は 5 才説が見ら

れ，学令引き下げを主張している。森昭 ，国分一太郎，社会党

試案は ， 4 才説がとられている。乙れらは主として，教育思想

や心理学から出されているが，今後はもっと多様な観点から研

究されなければならない。
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3. 義務化とは何か，現在の問題

義務化の内容は ，Ｈ Ｑ Ｉ ＱＰＰ ｾ ぢ収容可能な施設設置と水準の確保 ，

(2) ＱＰＰ ｾ ぢ通学の義務 ， (3) 就学費の無償制の 3 点が揃う乙とであ

る。

しかし ，現在考えられているのは ，やがて 100 % 近く通園要

求が出るであろう 5 才児の学令前教育に対 して，それに応じた

施設数を( 公私) 確保してやろうという乙とである。すなわ

ち，幼児教育機関の設置を市町村に義務づける乙とで， 乙のた

めの財政的処置を次第に考慮するよ うになってきたに止まる。

しかし ， 乙の希望者全員入学という形も ，現在のように，私立

がその過半を占めている状態では ，私立への保育手当 ，教育手

当支給を含めた多様なものが必要である。ま た学校選択の自由

という観点から ，その補助金支給による画一性を強調する乙と

なく ，私立のよい面を伸ばすよう配慮すべきであろう。

また ，幼児教育は人的環境が重要な役割を持つ ζ とから ，教

員養成，研究機関の拡充とその担当者の生活権保障が小学校と

同程度に確保される必要がある。

E 保 ・ 幼 の 一 元 化 方 法 と 問 題

1. 一元化の意味

両施設は ，発生 ・目的 ・発展を異 lζ し， 管轄，対象児童を異

にする とはいえ，両施設が地域社会に広く分布 し，施設教育が

一般家庭に深く惨透してき た今日 ，両施設の境界が判じ難いよ

うな施設が現今多々見られるようになってきた。とうなってく

ると ，両施設の基準の微妙な迭し り かならずしも的を得たもの

でなく ，む しろ両施設相互を整理再統一することによって，両

施設の本来のあり方 (careとeducati on) を損なわず， さらに

発展し得る形が考えられる。

また ，両施設の一元化の中 lζ ，小学生のcare (学童保育) も

含まれるべきであろう。

2.  両施設を共存させ児童の care 状況で分類する

ζ れは現行制度の骨子を生かす行き方で，保育所と幼稚園の

2 種類の施設が存在し，児童の保護者の状況で通園児分けをす

る。すなわち ，保育所 lζ 行く児童は ，学令前の乳幼児の内 ，保

護者が昼間保育できない子で， 3 才未満は乳児院相当の保育水

準を保ち ， 3 才以上は，幼稚園と統ーし た教育内容と ， 日常生

活では一般家庭 lζ 相当する細やかな保護を受ける 。

一方幼稚園に行く児童は ， 学令前で 3 才以上であり，園で

は，個々の家庭で経験できない社会，集団教育などを受ける。

ζ の方法は ，両者の性格分けが極めて明確なので，各々の本

領が充分発揮』されるように施設構成ができ ， 運営も明確にな

る。 しかし 利用 者にとっては，その保護者の状態が常に不定で

なく ，第二子出産の前後，母親の病気，父親の病気 と長期看護
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などの理由で，突然変化し，乙 れに伴って幼児は ，たちまち施

設を代えなければならない。

乙れは幼児生活にとっても不安定な上，園側の一貫教育もむ

つかしい。また地域利用の観点からも両施設が常に自宅近距離

に分布し，転園しやすくなければなら ない。す なわち両施設が

地域社会に密に分布し ，し かも常に欠員があるというゆとりが

必要である。乙の条件が満たされないとき ，両施設の明確な性

格分けも形式的な姿となる。一般に人口低密度地には不向きな

形である。

3.  両施設をー施設に給合し，児童を時間分けにする

乙れは ，保育所 ・幼稚園と呼ぶ 2 種の建物を作らず，学令前

幼稚園という 1 種類の建物に統一し， 地域の保護者から依頼さ

れた乳幼児全部を受け入れる。その内 3 才未満は家庭 lζ 代って

保育し ， 3才以上は ，社会 ・集団教育を含めた学習と ，家庭的

な生活の 2 種の保育を行なうが，子供の中で，家庭的保育は家

庭で行なえ ，施設では集団参加の意味だけを期待する者は ， 1  

日4 時間保育で帰宅し，その他学習と家庭的生活両方を期待す

るものは ，さらに 4 時間在圏し家庭に代る保育を受ける。

乙の方法によると ，保護者の不時の事故時には ，子供は園で

の生活時閣を長短するだけで容易に care IC . 対応できる。また

施設名称、その他の歴史的違いによる格差も解消され，就学前教

育も一貫できる。地域の園分布も 1 施設で対応できるので，人

口稀薄な地域にも向く 。ただ，施設内部の構成は ， 乙の内容に

適したグル ープ化時間分けの可能な形が今後工夫されなければ

ならない。

乙の制度は ，高知県で実際的 lζ 行なっているのと同傾向であ

る。

4. 施設は 2種 とし，毎日児童を移動 させる

保育所を家庭に代る施設，幼稚園を教場と性格分けし ，教場

はできるだけ小学校と連絡した幼年学校の形でまとめ ，就学前

教育を希望するものは皆乙乙に通う。放課後家庭に保護者のい

ない子のみ保育所 lζ 帰り ，夕方まで乙乙で，家庭的生活をして

いく。もし早朝から保育希望の場合は ，保育所に行き ，乙 ζ か

ら幼年学校 lと登校する。 3 才未満の乳幼児は乙の 2 種施設系列

から離して，地域に乳幼児保育施設として充実させる。

乙の方法は ，学令前教育の水準を揃え，小学校への連続性が

一貫して行なえる。保育所に多少のゆとりがあれば，要措置も

円滑に運ぶ。保育所児が幼年学校に行く聞は施設が空き ，ぜい

たく感を与えるが，幼児にとっては ，場所を変える乙とによっ

て，む しろ 家庭と学校との意識が明確になり ，また保母と教諭

の役割りもはっきりするので，各施設の充実が期待される。人

口粗な地域への分布を考えるとき ，小学校への併設や学童保育

などの点で多角的解決が可能となろう 。

( よしだあと 文部省施設蕊準専門委員工博〉
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子 ど も 病 院 一兵庫県子ども専門病院について-

岡 英 彦

( 1 ) 子 ど も 病 院 の 必 要 性

近代医学の進歩発展 lζ 伴い ，現在の一般総合病院は，各科が

専門分化し ，それぞれ専門的知識を駆使して， 日常の診療にあ

たっている。例えば内科では高血圧，循環器，内分泌，アレ J レ

ギー， 血液，心臓 ，腎臓， リューマチ ，糖尿病，老人病，肺疾

患等々と細分され，また外科分野でも心臓外科，腹部外科，胸

部外科，脳外科，小児外科などとますます専門化されようとし

ている。かような細分化は膨大なる医学分野を ，それぞれの細

分された専門家が，その特殊技術，知識をもちいて，患者の診

察にあたり ，今までの一人の医師が広く浅い知識，技術で診療

を行なっていたのとは対照的 lζ ，各分野 lζ 専門家を擁し ，その

深い知識を集合成 して， 医療にあたろうとしているわけであ

る。乙の乙とは小児科( 小児内科) 領域においても例外ではな

いが，その発展をふりかえると ，小児科は医学の発展のどく初

期 lζ ，内科より分離独立した。乙れは ，子どもは大人とは構造

的にも機能的にも異なる点が多く ， また子どもの病気は大人の

それとは迷う特有な疾病があるととより出発したものであり ，

子どもの専門の医師 lζ 診療にあたらせようと した理由に他なら

ない。かように子どもは大人の 小型ではないのだと内科から分

離した小児科も ，近代医学の進展はめざましく ，内科，外科同

様，専門細分化され，未熟児，新生児，栄養，脳神経，心臓，

血液，アレノレギ ー，追伝，等々の各分野 lζ 専門家が輩出してき

fこ。

一方，外科，整形外科，耳品科，眼科，神経科などでも各科

ごとに子どもの病気は大人のそれとは異なり ，やはり子ども特

有の疾患があり ，特別の治療法が必要だと認識されつつある。

外科では数年前より小児外科の特異性がさけばれ，小児外科学

会が開催され，むづかしい子どもの手術の成功例が増加して い

るし ，整形外科でも ，肢体障害児の機能回復の必要性が強調さ

れ，全国各地 lζ 整肢施設が作られ，兵庫県では昭和33年に「の

じぎく図」が開設され，肢体不自由児の治療，訓練 IL 大いにそ

の成果を発揮している。

各医学分野とも ，小児疾忠 l乙対する医療内容はたかまりつつ

あるが，果して現在の一般病院が各科とも等 しく進歩した小児

医療水準をもって診療にあたっているだろうか。総合病院の待

企室，廊下には大人にまじり ，子どもが小さくなって坐っ てい

る。診療になっても小児科以外の科で= は ，その医師はほとんど

大人の患者相手であり ，子どもの診療は若手である人が多く ，

小児疾患の専門医は少ない。例えば赤坊が緊急、腹部手術を受け

ねばならないと診断され，ある病院に入院したとする。その病

院の外科には胃癌や胃潰湯の手術の名医がいても ，小児外科に

は経験がうすい。たまたま小児外科の専門医がいて手術しよ う

としても麻酔医に小児専門医がいない。手術が成功しでも手術

後の子どもの管理看護がまた困難である。乙のように 小児医療

面から一般病院を眺めると ，実K 医療技術 lζ 凹凸のあるもので

ある。乙の乙とは診療の主たる対象が大人に向けられ，大人中

心 lζ 医療体系が発展してきた日本の特殊事情が大きく災してい

る。大人は現在の進歩した医療水準にふさわしい診療を受けて

いるが，子どもはどうもその恩恵に浴していないと恩われる。

乙のように考えると ， 日本に子どもだけを専門にした総合病院

がなぜ作られなかったのか不思議である。欧米では古くから ，

子ども専門病院が建設され，子どもの病気はすべて乙の病院で

取扱われ， 大人相手の一般総合病院とは明確に区別されてき

た。従って子どもに関する医学，医療内容は ( 日本は最近急速

に発達しているとはいえ) 日本とは相当の距りができてしまっ

ている。 日本の医療， 医学水準は ， 諸外国のそれと比較する

に，なんら遜色がないといわれ，事実，近年日本で開催される

国際医学会の急激な増加も ， その一つのあらわれと考えられ

る。しかしとの ζ とは小児医療体系にはあてはまらない。子ど

も病院がないか ら，子どもたちは一般の総合病院で治療を受け

てお り，その病気がいかに特異な小児疾患であっても ，診療側

にその知識が不足 しているから満足な治療を受けていない。取

扱う小児疾患の数が少ないから ，当然それに対する医学的興味

も医師側にいだかせない。 医学的興味がないから ，その治療 も

不満足なものに終ってしまうという 悪循環ができ てしまってい

るのである。一例として小児外科を例にとると ， 10年前まで

は，子ども特 lζ 新生児期における手術はぜんぜんなされていな

か った。外科の有志が，欧米の小児医療施設を見学し ，小児外

科に 関 しては ， 日本と隔絶の差がある乙とにおどろき ， 日本の

現状を反省し ，全国の外科医有志 lζ 呼びかけ ，小児外科学会が

設立されたのが 7 年前であった。その当時 に新生児期における
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手術成功例は ，全国で10余例に過ぎなかったものが，最近では

全国各地で数多くの症例が手術を受け，またその技術，知識の

発達に伴い手術死亡率も急速に低下するに至った。しかしなが

ら先天性食道閉塞症 ( 放置するとミルクも飲めず生まれて 4 -

5 日で死亡し てしま う) という病気を例に とると， 昭和40年度

の日本全国の手術成功例と ，欧米の一小児病院の成功例とほぼ

同数である ζ とを考えても ，現在の日本の小児医療内容の立ち

遅れをうかがい知る乙とができょ う。

日本でも ，子ども専門病院の必要性は古くからいわれてき た

ととであるが，経済性( 子どもだけ相手では手がかかり過ぎ，

採算が とれない) ，あるいは診療側の内情，子 どもは大人の 小

型であるとした考え方( 一一乙の乙とは内科医が，開業する と

き，ほとんどの人が，内科，小児科と 併記する という ととから

考えても容易にわかる 一一) が診療側にお いてすら存在する事

情より ，永らく実現しなかったのであるが，昭和40年，東京に

「国立小児病院」が，大阪には学童の健康管理を主と した 「小

児保険セン ター」が設立され， 日本における 小児専門医療体系

が一歩，歩み出したのである。また一般の与論も子ども専門の

病院がほ しいという方向にむ けら れ，小児医療の特異性も認識

されようと している 。子ども専門の病院は ，東京，大阪にそ れ

ぞれ一つだけでよろ しいというものでない 。欧米では子ども 病

院は人 口 1 万人につき 7 - 8 床の劉で必要である とい われて い

る。乙の背景には ，子ども病院 として の歴史が，すでに百年近

いという事情があるにしろ ， 日本にお いても全国各県に一つづ

っ位の子ども病院が作られる必要がある 。

子どもが心身ともに健やかに育ってほ しいという願いは世の

親にとって最大の願いであり ，将来の社会の繁栄と進歩は子ど

もの健全な成長にかかっている。しか しわれわれの日常生活に

おいて疾病や災害は予期せず，生ずるものであり ，幼ない生命

をうばい去る乙とすらある。家族を不幸に陥 しいれる子どもの

疾病の治療，予防 lζ ，またすべての子どもを健全に育てる方策

のーっとして小児専門の総合医療施設を設置する乙とは，今日

の重要な社会的要請でもある 。

(  1I J 兵 庫 県 の 子 ど も 病 院 の 構 想

(1) 不幸な子どもの生まれない運動との関連

坐る ζ とも，歩くとともできず， 自分で食事する乙とすらで
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きない不幸な子どもがいる 。 2 月に発表された厚生省の統計

( 昭和41年 8 月調査) による と，全国の精薄者は48万 4 千人，全

人口 200 人に 1 人は精薄者であり ， 乙の うち重症精簿者は 11万

9 千人である 。とれら不幸な子どもを抱えた家族の気持を考え

ると暗然たるものがあり ， どうか生れくる子どもが不幸なとと

にならないよ うにと世の親達は願うのである。

乙の親の素朴な願いを少しでも行政面にとり入れて，その不

幸を未然に防止し得ないかと ，兵庫県では全国に先がけ 「不幸

な子どもの生まれない運動」を打出 した。厚生省の統計で18才

未満の精薄者22万人の原因分析を行っているが，遺伝性15. 696

妊娠中の異常 12. 596， 出産 ｬ 時の異常 Ｂ ＱＶＮＴ ｾ ぢ ， 出産直後の異常

25. 3% ，未熟児 ( 生下時体重2500g 以下) によるもの24. 2% ，

となり ，精薄の予防 lζ は母子保健対策の重要性が強調 されてい

る。 I不幸な子ども … … の施策」をうち出して以来，子を持つ

母親たちの強い共感と積極的な参加を得て，成果が着実にあが

り，血液型不適合による重症の黄病児に交換輸血を行い未然 lζ

脳性麻療になるのを防止し た例が昨年 1 年間で 100 例に達 し，

また早期発見，早期治療により脳性琳療になる ととを予防 しう

るフェニ ーJ レケト ン尿症児が20人 も発見され，全国から注視の

まとになっている。 ζ の意欲のた かまりに乙たえ，引き続き 乙

れら運動を強力に推進するには ，総合的な 小児医学，医療の裏

付 けが切望される。厚生省の精薄者調査である程度，発生原因

が解明された乙とは ，今後の精薄の発生予防の道を聞く端緒と

なろう 。し かし今まで乙の予防や治療のため研究にまったく国

は無関心であった。ほとんど何もなされていないのである 。兵

庫県がわずかにとりあげているに過ぎないのである 。 乙の不幸

な子ども対策 lζ 先鞭をつけた兵庫県が，その施策の一翼をにな

い，またその最終的処理機関 とし ての医療施設として子ども専

門病院を作る乙とは "胎児から墓場まで " という県の体系的施

策遂行の ための裏付けでもある 。

(2)  子ども病院の性格

近代小児医学の進歩，あり方に則し，小児疾患の診断と治療

に関する高度の専門化，細分化した機能を総合的に発揮できる

専門施設 とする。 小児内科 lζ 例を とると ，感冒はいうにおよば

ず，肺炎や消化不良症などは学問の進歩により一応その診断治

療は確立さ れ，一般医療施設で充分に診療が行なわれてい る。

かよ うな疾病はそれら既存の医療機関にまかせ，乙れら病院が
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診断，治療に困っている特異なる代謝性疾患，内分泌疾患，小

児ガン患者，遺伝疾患などを収容し ，専門的医療知識 と高度の

医療設備を駆使して， 乙れら 疾病の診療にあたる 。外科分野で

は，いままで困難とされていた新生児，乳幼児の手術に主眼を

おき ，心臓外科で- も ，ほとんど手のつけられていない 1 才未満

の心臓手術を手がける。生まれっき心臓の壁に穴のあいている

病気の重症なもの( 例えば心空中隔欠損症) は満 1 才までに半分

以上が肺炎などを併発して死亡してしまっている。死亡しなく

ても ，その身体発育は悪い。乙のように現在ほとんど放置され

ているような小児疾患に積極的に取組むのを目的としている。

一方身体的疾病以外，小児の精神衛生面に関する診療と相談

部門を大きく独立させる。最近小児自閉症，登校拒否児童な

ど，情緒障害児の問題が大きくクロ ーズアップされ，その治療

対策 lζ 悩まされている。乙れら情緒障害児などは幼児初期にす

でに問題点が芽ばえているといわれ，幼児期の精神衛生対策が

重要とされ， 3才児検診などで早期に発見された異常児を重点

的に指導し ，家族の相談相手となる。

子どもの 5 9Z位に言語の不自由な者がいるといわれ，また ，

耳の問えにくい子どもや， 自の見えにくい子どもなど，機能障

害児が多くいる。乙れら障害児はほとんど放置され，ある者は

その機能障害故に脳性麻療や精薄と混同されている。 ζ れら障

害児のうち ， 幼児期に特殊治療 ， 訪ｼほｾを受 け れば改善される者

も多く ，実際大阪の小児保健センタ ーでは ， 乙の分野に多大の

功績を示している。 乙れら 言語障害，弱視，難聴など機能障害

児の治療問題は今までの小児医学になかった新 しい分野であ

り，それだけに子ども専門病院が熱意をもって取上げる必要が

ある。

不幸な子どもの生まれない運動の一環として ，子ども病院を

建設すると先に述べたが， 乙の運動を もう 一歩質の高いもの と

するため， 異常児出生の予防と治療を徹底完遂させる迫伝研

究，優生指導相談部門を設置する。毎年兵庫県下では400- 500

人の異常児が生まれている 。 1不幸 な子ども … … の迩動」が展

開され，若干その減少が予恕されるにしでもなお ζ れだけ多く

の異常児が生まれつつあるととは ， 乙の運動をもっと強くお し

進め ，異常児出生の予防 という 大きな研究課題を子ども病院の

一大目標にしなければならない。

もちろん異常児出生予防という研究課題以外，特異なる小児

疾患が多く集る と考えられる子ども病院では ， ζ れら 小児疾患

の臨床的研究もあわせ行ない，その疾病の原因究明 と，治療方

法の確立をうちたてていかねばならない。

以上子ども病院には三大性格をもっ，すなわちそのー は，小

児疾患を身体的にも ，精神的にも深く観察し ，子どもを総合的

に診断治療する。その二は異常児出生予防の研究や，小児疾患

の臨床的研究など，小児医学の総合的な研究施設となる。その

三は「不幸な子ども… .. J など小児保健衛生に関する行政面で

の協力を行なう乙と ，である。

( ][ ) 病院の規模および建設計画

子ども病院の適当な必要病床数として欧米では人口千人に対

して 0.2- 0. 75 床と算定されている。日本では必要病床数を知

る前提となる 小児疾患の基礎統計がない。乙れは大人を主体と

した診療組織体系であるため ，小児疾患のみの抽出調査が困難

なためである。欧米の資料を兵庫県の現状にあてはめる と1000

- 3000床を必要とするが，既存の医療機関の病床数，および社

会的需要より ，また病院管理運営面より ，病床数を 300床とす

る。

対象とする患者年令は ，新生児より ，15才未満 とするが，小

児疾病の大半を占める未熟児，新生児，および乳幼児を重点的

に診療対象とする。

現在構想中の子ども病院は敷地約33，000m' 病院延面積12，000

nf ( l 床 当り 40nf ) であり ，病院の環境および建物が病める子

どもにとって，病院臭いものでなく ，夢多いもの とし，子ども

が四季を通じて気持よく ，家庭的雰囲気のなかで療養生活が楽

しく送れるように総合的な計画をたてている 。例えば，施設内

の環境整備 ( 形状，寸法，音環境， 心理環境， 色彩， 服装な

ど〉はすべて子どもに適したように配慮する 。病院全体の空気

調節装置を行ない ，病室は子どもの状態を常に看視できるよう

見通しのきく病室とする。年令 lζ 応じた心身の発育に必要なプ

レイノレーム，食堂，学習室などを附置した病糠とする 。造園計

画については，緑をおおくとり入れ，遊戯施設，小動物園，池

などを適所 lζ 配置し ，子どもに嫌われやすい病院を ，逆 lζ 愛着心

がおきるよう公園化をはかる。病院全体の機能促進のため ，病

棟では重症患者を集中管理できる患者モ ニター，検査部門では

自動化学分析装置をおき ，事務部門では エアーシュ ーターやマ

イクロ フィルム の導入など，各部門で近代的設備を整備する 。

( おかひでひ1 : . : 兵庫県衛生部長〉
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住宅地建設と幼児施設の計画 一ブームのなかの幼稚園のあり方-

東京大学工学部建築学科・鈴木研究室

1. 幼稚園といえば子供にとっては楽しい場所だが， ζ れを経

営する方にとっては決して楽なものではない。園長はそれとそ

幼児教育に身を捧げて，子供たちと生活を共 lζ し， 経済的な苦

しみをのり乙えてつくしている。子供が好きで好きでたまらな

い一一 乙ういうのが ζ れまでの幼稚園の イメー ジであった。

ととろが最近はとのイメ ージがすっかり変った。幼稚園がも

うかるようになったのである。もちろん都心部で、は人口減少か

ら，小学校で: すら閉鎖される例が多い。それにひきかえ郊外ス

プロ ーノレ地区では急激に人口が増加しつつある。とくに計画的

に建設された団地では ，安定した人口が保証される し， しかも

一時に若い家族が入居する ζ とから ，幼児数はそれ乙そ満ちあ

ふれんばかりである。住宅建設主体の計画 した 園では足りず，

その周辺の地主やら何やらが，小学校の教頭の 古手などを引張

り出して続々と幼稚園を開設しよう という寸法になる。

経営にのるようになった ，という点からだけみれば，よろ乙

ぶべき乙とかもしれない。しかしとれを幼稚園教育の危機であ

、

e  

ると評する 人 もある。幼児教育の経験もなく ，また集った保育 。
料の使い途もわからないような教育者に任せておくことが果し

て可能なのか。あぶれる乙とを怖れてあちとちの園に申し込み

を したり ，遠い道を通園ノミスで; 運ばれたりするととが好ましい

ととかどうか。そもそも義務教育でない幼稚園を，住宅建設者

側ではどの程度まで計画すべきか，その規模や配置をどう決め

るべきか，その経営はやはり民聞に任せておいてよいのか等々。

大規模な郊外開発，住宅地建設の生んだ新しい問題が乙乙に

ある。以下の ケーススタディ一一住宅公園高根台団地内および

その周辺における幼児施設の発生 と成長の記録ーーは ， 乙の問

題の解答 lζ 一つの示唆を与えるであろう 。

2. 新 しい住宅地が建設され，入居が始まってからしばらくの

間，何 よりも目立つのは ，赤ん坊を乳母車にのせて歩く若い母

親の姿であろう。入居後の数年間続くベ ビーブームは，幼児人

口を急激に上昇させ， 5 - 6 年後lζ ピークに達する。その後漸

減して，十数年後には ，ピー ク 時 の %- 弘の値となって安定す

る。 ζ の，幼児人口の変動の大きい ζ とが，新設住宅地におけ

る，幼児施設の計画上の厄介な問題の一つであり t 高根台団地

も乙の例外ではない。すなわち ，まさに現在1968年- 69年に ピ

ークを迎えており，推定計算によれば， 1975年- 80年頃には最

終的な 安定人 口に達する ということ になる。
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.砂

施設側にとっては ， ζ の一時的な需要増をいかに乗り切り，

しかも ，減少時』ζ も経営的 ・教育的 lζ 望ましいレベルをどのよ

うにして維持するかが大問題となる。( 図 2，図 3参照〉

一方，幼児の就闘率をみると ，現状においてでさえも 5 才児

で9596， 4 才児で90必の高率であり ，将来はほとんど 100 必に

近い値に達するであろう。従って施設の規模は，最終的 lζ は十

数年後の幼児数安定期での運営を目標として設定されるべきで

あるとはいっても ，安定期人口そのものに対応させたのでは，

ピーク時にあふれた幼児は ，学令前教育をあきらめざるを得な

い状態に追い ζ まれる。しかも ，幼児施設は，一般的に零細な

民間経営のものが多いため ，経営的考胞が先 lζ 立 って，住宅地

建設の初期には ，常 lζ 幼児人口の伸びに遅れて建設されるのが

普通である。高根台団地の場合，最初に開設された計画幼稚園

が，幼児人口の上昇期に ，乙れを吸収しようとして無理な増築

を重ね，適正規模をはるかに上回るマンモス幼稚園となってい

った。とのためかえって他の施設の発生が抑えられ，著 しい施

設不足の状態がしばらく続いた。 1964年の調査によると，対象

地区では . 5 才児の就園率88必， 4 才児の就園率8596で， うち

2096は団地からはるかに遠い施設へ通園していた。遠距離通園

がひき起す保育時間のずれや，施設の転用 ・併用などによる保

育環境の悪化など，施設不足』ζ よって生じる問題は非常に大き

• い。

• 

幼児人口のピ ーク時をすぎての減少期に ，施設がどう対処し

ていくかは ，高根台団地においては今後の問題である。施設の

方はすでにピ ーク時の幼児人口に対応して作られて しまってお

り，今や人口減少期の経宮的考慮 IL直面している。

まず考えられるのは ，人口の減少に応じ ，施設の定員を縮小

する乙とである。乙れは施設償却費は負担となるが，施設水準

の向上になり ，教育的にも望ましい方向である。しかし ，現在

のととろかなりの施設では，幼児数を無理にも維持するため，

スク ーノレパスによって，団地外，徒歩圏外から幼児を誘致しよ

うとし ている。人口の変動がつかめない施設側とし ては規模の

縮小は不安であるのが当然だろうが，周辺民地の開発が進んで

も，一般的にはとの人口には多くを期待できない場合が多い。

それは，民地の人口密度の低 さと同時に ，幼児施設の特色である

徒歩圏の狭さがあるからである。スク ーJ レパスがこの障害をど

団2静 助

団地内保
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の位乗り 乙えるととができるかどうかはむずかしいであろう。

幼児教育に熱心な家庭にとって，施設の評価と通園の困難さの

比重がどの辺でバランスするかは ，幼児人口が安定し，施設水

準が向上する乙とによってますます冷静に判断されるようにな

るであろうし ，施設側にとっても定員を確保する乙とばかりに

努力する必要を なくすからである。

3 才児の就園要求は現在のと乙ろ施設側の体制が不備で，明

らかでないが，高根台団地内の自治会組織による 3 才児を対象

とした「幼児教室」の盛況をみても ，潜在的な通園要求はか な

り強いと恩われる。図の規模維持のために 3 才児の就園率の増

加を計るととは，現在の教育制度の情勢からみても ，可能性の

大きいととである。

住宅地建設当時から将来にわたる年令別の幼児人口 変動の予

測は ， すでにかなり技術化され， 概算が可能になってきて い

る。施設側の無計画な膨張や，その後 lζ 起る幼児争奪状況を防

ぐためにも ，人口変動 lζ 対する不安を除く乙とは重要である 。

住宅地の開発主体は，その予測を行なって施設の経富者側ない

しはその応募者側にとれを提示し ，将来にわたっての規模計画

を指導する責任があろう。施設の規模は結局， ピーク時には定

員をやや上回る幼児を収容しうるように計画し，減少期には定

員の縮小ないしは 3 才児の就困率増加を計る乙とが合理的であ

る。また，その住宅地およびその周辺までも含めた地域とし て

の施設の収容力を常に考える必要があり ，住宅の建設に応じ て

つぎつぎに施設が開設されるように配慮する 乙とも ，開発主体

のなすべき 乙と である。施設の建設時期を適当にずらしていく

ととによって，かなりの程度まで，施設自体の経営の安定と ，

利用者側の利便を実現する乙とができるからである。

3. 幼稚園は商庖とは迷って ，r安くさえあればよい J r近くさ

えあればよい」というものではない。その選択は重要な意味を

もっている。その上，幼児にとっては最初の社会的生活への手

がかりであり ，それが自分の家とどのような関係にあるかは ，

その後の生活圏の拡大に大きな影響を与えるから ，その設置計

画は十分な考慮に基いてなされなければならない。

一般に幼児施設の利用 圏は，その施設を 中心としておよ そ半

径400m位にひろ がり ，保育所と幼稚園という関係を除いては，
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利用圏の 重なり あいはあまり起らないもの として考えられて い

た。とと ろが，計画住宅地の場合，一般住宅地よりはるかに人

口密度が高く ，施設が互いに近い位置におかれるとい う状況に

なると ，利用 圏は互いに重なりあい ，利用圏という単位で地域

を覆ってい 乙うと する設置計画の基本的な考え方は ，そのまま

適用する乙とができなくなってきている。

高根台団地 とその周辺には住宅地開発主体で計画した計画幼

稚園である B ，D ， E ，民間住宅地内に自然発生した A ， C ， 

公立保育所N ，民間自然発生の私立保育所M の 7 つがあり ， 乙

の他 lζ 3 才児を対象とした団地の自治会組織による幼児教室

L ， L' がある。特に目立つのは ，幼児数が500を超えるマンモ

ス幼稚園が二つあるとと CB，D) と，団地内の計画幼稚園と ，

周辺の自然発生圏の施設面における格差の大きさである。とれ

らの施設はそれぞれ計画住宅地に して固有の位置をしめ，発生

した経緯もまちまちである。

図 4，とみられるように ，発生した i時期は大体二つにわかれて

いて，第一のグループは 1962年 7 月まで，つまり入居の約 4 割

が完了したときまでに発生しており，と れ以外の 5 施設は ，入

居が完全に終った 1964年11月以降に 開設されて いる。計画幼松

園 として 先発 した B 園はとの 2 年余のうちに ， 教育的使命感

と，経営的不安のミックスする中にマンモス化していったわけ

である。とのような幼児施設を利用する幼児の地域的分布が，

経年的にどのように変化して きたかをグラ フ化したのが図 5で

ある。方法としては ，団地内の地域を 図 1 1ζ 示すように分け ，

その地域内の幼児がどの施設に通園 してい るかについて地域毎

に割合を計算した。それぞれの大きさにややぱらつきがある

が， 乙乙で は，配置計画上の: 官、 l床と ，各施設の勢力について位

置という 点から見るのが主目的である。 1964年より前は確かな

資料がない 。

グラフと配置図から ，各施設に通園する幼児の分布が， どの

位の大きさにひろがり ， どのように変化したかをみると， 1964 

年に 3 つの施設で団地全域およびその周辺の幼児をうけいれて

いた状態から ，人口の膨張によって施設が発生し ，それがすで

にある施設の勢力圏をく ずしながら成長し ，周囲 lζ 新たな勢力

図5 通 園 児 分 布 図

1964年度 1965年度

a  
-・ーー

b  

c  

d  

e  

f  

日

h  

. . . ーー・
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圏を形成 していく過程がよみ とれる。

1964年度の通園圏の拡がりは非常に大きく ， どの施設もほと

んど団地全域から幼児を集めている。とれは明らかに住宅の建

設置に対する施設の不足， 施設建設の たちお くれの結果であ

る。しかも乙のときの 3 施設が，いずれも団地のはずれに位置

するため ，大部分の幼児はかなりの距離を通園せねばならず，

各施設とも通園パスを使用していた。

1965年度，1966年度と ，施設の建設が進むにつれて，各施設

が競合し ，幼児を懇いあいながらだんだんと勢力圏を形成 して

いく。一つの施設に通う幼児は大体，距離が遠くなるに つれて

減少する という自然の傾向を示している。乙 れは1967年度にな

ると ，いっそうはっきりした安定状態として示されている。団

地外施設への団地内からの通園も 乙の 時期には急激に減少して

し、る。

とのよ うに，施設の選択の際， i 距離」というファクタ ーは

非常に強く作用している。施設までの距離が近い程乙の影響は

強く ，施設の周囲 200m位のととろにできる絶対的な勢力圏の

内では8096以上の幼児がその施設を利用している。しか し，施

設の選択には ，距離以外 lζ も施設の内容，保育料その他の経済

的条件，幼稚園と保育所の別，交通畳の多い道路との関係，通

園パスの運行のしかたなどのファクタ ーも作用している 乙とは

明らかであり ，施設からの位置が離れるに従ってとれら の作用

が強くきいてくる。グラフによると ， 各施設からかなり速い

j ， k ， 1地域，およびどの施設にも大体同じ位の距離にある

f 地域などにいろいろな施設の勢力が入りとんでいるのがわか

る。一般に幼児教育は義務制ではなく ，幼稚園は民間経営を主

体とするものであるから ，各国ではそれぞれの特色を出 し，居

住者側はそれらのうちから適当なものを選択する可能性をも つ

べきである。施設の配置計画は ， ζ の選択の可能性の豊富さを

目ざしてなされるべきではないだろうか。

(ζ の文は，鈴木研究室で行なった，住宅公団委託研究「高根台団地

における幼児教育施設の利用状況調査J IC基き ，鈴木成文一助教授ー，

松川淳子一大学院博士過程がまとめたものである)

1966年 度 1967年度
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新住宅地区の幼児施設計画 一千里と泉北の場合一

止ヒ

坊に二 徹

1. は じ め に

也

人聞は ，生れると親 lζ 頼りな がら 遊びを通じて物事を学び，

次第に自己中心の個人性から自 己以外の社会性を身につ け，親

依存の家庭性から交友を通 じての近隣性を具えていく。そし

て， 心身の発達と発育つまり成長にしたがって ，量的にも時間

的 lとも学ぶ乙とが増え ，頼る ととと遊 ぶζ とは減る。近代社会

では，とれ らの成長本性の会得を自然放任するという態度では

足りず， I頼る」乙とに対して「労る J ， I遊ぶ」乙とに対し

て「教える」という積極的な働きかけ ，つまり能動を必要とし

ている。成人では ， 乙れら! と「働く」という本性が加わり ，態

度も能動から自発に変る( 第 1図) 。学令前の人間すなわち乳幼

児では ，7 7 ゴ トという動作例から判断できる通り ，頼る ，遊

ぶ学ぶ，のけじめが，生活の中でl時間的にも空間的にも未分化

であるから ，彼等 l乙対する能動が，例えば，遊びは遊戯の時間

』ζ ，勉強は教室内でという具合 lζ ，分化した形で与られで も，

第1図 幼 児 の 成 長

態度 放 f三 q事 ヨ男
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笛

彼等は容易 に適応して来ない。したがって，幼児に対する能動

は，細分化される乙となく ，成長の段階 lζ 応じて重合された形

で行なわなければならない。乙乙では ， 施設が命題であるか

ら，時間的問題は除き ，空間的問題を扱 う乙と にする 。

幼児の成長本性を面接するための場すなわち成長空間は ，住

宅団地の場合，住宅を含めて団地そのものである と言える 。た

だ，成長に積極的に寄与する施設に限ると ，幼児施設としては

第 2 図 3 欄に掲げる種類が考えられる 。 ζ れらの施設は外部空

聞を主体とした戸外施設，内部空間つまり建物を中心と した各

施設， および内部外部両空間の融合した軒縁施設に分類でき

る。乙れらの施設の役割は ，おもに ，戸外施設では遊ばせる 乙

と，普通教育施設では教えるとと ，保健施設では労る乙 とにあ

る。軒縁施設と社会教育施設は ，遊ばせる機能と教え る機能が

重合する部所であり ，福祉施設は ，教える機能と労る機能が重

合する部所である( 第 2図) 。なお ，軒縁施設は ，従来の住宅

地では個人によって確保される 空間であるのに反し ，賃貸集合

住宅の比重が大きい住宅団地の場合は ，他の諸施設と同様に ，

公益的 iζ 保留すべき施設であると解釈 して， 単独に自立 した施

設でなくても ，他の独立施設と同等に考えた。

2. 千里丘陵住宅地区の場合

(1 ) 計 画

千里の場合，考慮、し得る ζ れら各種の幼児施設は ，取捨選択

された後，近隣戸群，近隣分区，近隣住区，および併合住区を

設置単位として配置されている ( 第 2 図 4 欄) 。乙乙で注目 し

たい第 l の点は ，軒縁施設，社会教育施設および保健施設が計

画から除外されている点であり ，第 2 の点は ，施設の設置単位

が住宅戸群，つまり従歩利用圏や利用者数など物理量を尺度 と

して定められている点である。

計画から除外された施設は，法的に設置根拠の脆弱な施設で

あるか ，他の地域社会でも整備が遅れ，一般の認識が未熟な施

設であると考えられる。例えば幼児図書館は ，義務教育施設で

なく ，その重要性は保育所ほど意識され難い 。幼稚園の読書指

導 lζ 呼応して，家庭の読:c，. ' } 指導を幼児図書館で分担する という

有機性は ，まだ理想である。また ，事F，縁，パーゴラなどの軒

縁施設は ，住宅や公園 l乙付属した施設である ため，特別に顧慮

されなかったと，思われる。しかし ，中層集合住宅の地面に接 し
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第 2図 幼 児 施 設 の 種 類 と 計 画

2. 計 画 区 分
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ないベランダが幼児の教育や保育 lζ 役立ち難い空間である乙と

は，そ乙 lと住む親達が等しく体験して いる。 < < ゴ卜やマリツ

キやチャンパラゴッコは，遊びの形をとりながら ，交友を通じて

規律の原理を学ばせ，歌を通じて5絵本卜な芸術性を培ってきた。

住戸の構造を計画するにあたって， 乙のような成長空間の 中心

が軒先や縁側である ζ とに留意された形跡はない。軒縁施設の

除外された代償として， コ字形やロ字形の棟配置によって生み

出された広い戸外空間は ，大人にとっては快い拡がりである 。

しかし ，涼しい樹蔭や温い陽溜りを欲する幼児にとって，それ

は灼熱の砂漠か，寒風のすさぶ極地かもしれない。

次 11: ，歩行圏などの物理置を尺度として点々と施設を配置し

て行 く手 法は妥当性も多い。しかし ，幼児の年令と歩行圏は比

例する という類の と らえ方は ，幼児公園の設備計画内容を画一

的にするなど，幼児 の精神的発達を等閑視する結果を生んだ。

成 長 lζ 伴う情緒の展開や知能の発達を尺度とすれば， ブランコ

やスベ リ台だけでなく ，等身大の軽量積木を野ざらしに 置いた

だけの積木公園や大小異形の壁を林立させたらくがき公闘が計

画されたであろう。

(2) 実 施

実施の段階に入って，計画と著しく異った点は ，分校方式が

挫 折 し た 点 で あ る ( 第 2図 5 欄) 。分校方式とは学令前の幼児

と小学校 1. 2 年生を教育対象とした分校 ( 幼低校) を分区中

心施設として配置し ，小学校 3 - 6 年生を教育対象 とし た本校

を住区中心施設として分校と隔てて配 置する 方式の乙とである
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近隣介区 近隣住区 併合住区 近隣戸群 近隣介区 近隣住区 併合住区

千里: ¥0∞戸 千里 10ωp 独立住宅 ¥00戸 千里 一一ー一一 千 里 約羽00戸

泉北. ー一一 泉 北 約3∞0戸 轟合住宅 ¥0揮 泉北・約初日日戸

(児童公園) (近隣公園) ( 地区公園)

プレイロット

1 ヵ所

(図書館)

分校( 幼低校)

{本技(3- 6年)) ( 中学校)

幼稚園( 公立t

l 校 I: li 私立) 1園

保育所( 保健 惇育所[ 企主S た¥1

センター内)
弘主)1所/トー3住E

(診療所) (病 院 )

プレイロット

幼稚園(私立)

幼稚園 2園

l 国

保育所 (近重量セ

ンター内) 1ヵ所

( 第 3図) 。分校方式挫折の原因は ，幼児教育が義務教育でない

ζ とにあった。分校方式を採用すれば，ニュー タウンの幼児教

育は費用の安い公立で義務化されるのに反し ，在来の市には当

時公立幼稚園は 1 圏 しかなく ，全幼児の公立就園は不可能で，

教育の機会均等の原則を守れない実情にあった。分校方式の挫

折は ，実施過程中に行政財政面から ，計画意図の修正変更を余

儀なくされた典型例といわれている。なお現行の教育制度上，

幼稚園教育要領と学習指導要領の関連性が不明確であるににも

かかわらず，両者を同ーの指導空間で教育するための ，新しい

カリ キュラム設定の研究を行なわなかった ζ とも ，挫折の遠因

と して忘れてはなるまい。

分校方式の挫折 iとより ，初期 lζ 分校として建築された建物は

公立幼稚園として転用され，小学校を本校用地にあらためて建

築するか，たまたま分校と本校の敷地が近接 して配置された住

区では ，それを合せて小学校とし ，他の分校用地に私立幼稚園

を誘致するなどの修正が実施された ( 第 3 図初期) 。したがっ

て，幼稚園は他住区からの幼児をも自由に受け入れる施設とな

って，小学校児童の通学園より広い通園圏が発生 し，パス によ

る通園が行なわれて，幼児の適正徒歩圏で裏づけされていた住

区の意義は薄れ果てるとともに ，分区の概念が崩壊した。

乙の経過を汲んで，設計の中期では ， 1 住区に幼稚園 l 園を

配置し ， ζ れに私立園を誘致した( 第 3図中期) 。開発が進む

につれて保育所開設の声が上り ，併合住区単位で配置された保

健センタ ー用地内に私立の敷地が分譲された。その場所がたま

• 

.  ト

• 

• 



たま最初に開発された住区であったため ，保育所もまた住区単

位に整備すべき施設だとする錯覚が起り ， 適地のない住区で

は，近隣センタ ー予定地の 1 部を私立保育所 lζ 分譲する 例 も起

った。乙 ζl ζ ，学令前施設用地が 1 住区 1 カ所では不足である

という事態が現れて，設計の後期では ，保育所か幼児園のため

の用地を 1 住区に 2 カ所配置 して住区整備時の情勢 lζ 安易に対

応できるよう ，土地利用計画が再訂正された。

• 3.  泉北丘陵住宅地区の場合

立園を誘致する。近隣センタ ーは通勤動線上にあるから ，一部

を保育所用地 lζ 充当するという計画である。実施は ，当面私立

幼稚園の誘致だけにとどめられる予定である。幼保混在公私並

立の現実にいつでも適応し易い点が乙の計画の妙味である。 例

えば，小学校 iζ 隣接した幼稚園用地を公立保育所 とし， 保育所

用地を1 I I ' 1 i 売施設の増築用 lζ 処分する乙ともできる。 したがっ

て， 乙の計画には ，幼保混在公私並立の無統ーを整理しよう と

する意図はない。

4. む す び

幼保混在公私並立とい う行政的無統一の波聞に 漂 った千里の

学令前施設の配置計画の経験を生かして ，泉北では ，現在第 3

図 lζ 示すような土地利用計画がたてられている。即ち ，小学校

に隣接 した幼稚園用地は ，公立幼稚園あるいは将来の学制改変

を見込んで小学校拡張用地として保留 し， 他の幼稚園用地 [ζ 私

第 3図 学 令 前 施 設 配 置 の 変 遷

ロ 住区

口組

• 

。 学令 前 施設 分: 分 校 (幼低校)

本 : 本 校 (3- 6年)

小・小学校 ( 1- 6年)

住宅団地を子供の成長空間として完全にしようとするなら

ば，計画時の脱落を補充し ，実施過程での違和を更正する必要

があるう。しかし ，他の地域社会と同様に未完成で良いとする

ならば ，r遊ばせる J r教える J r労る」という能動は断続 して

与えられるだけで充分である。

ただ，r遊ぶJ r学ぶJ r頼る」と

前: 学令前施設 公 . 公 立

幼: 幼 稚 園 私 : 私 立

保 : 保 育 所 残 : 保留地

いう幼児の行動は ，成人と違っ

て未分化である。成長空間の不

備によって，次代を担う国民の

知能の欠陥や情緒の障害を招か

ないように努める乙 とが，幼児

に対する真の能動といえよ う。
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神 戸 市 の 幼 児 施 設 に つ い て

湊 照 夫

1. 神戸市の幼児教育の現況一 一 5歳児全員就園

神戸市の 0- 5才人口は，昭和30年，106r:f29人，昭和40年，117066人

(伸率10.45めであった。 この間の神戸市全人口の伸率は25. 3%で，今

までの神戸市人口 の伸びの内ではあまり大きい比重をしめていなかっ た

といえる。しか し最近多数の研究者が発表されているとおりに，現在の

都市成長の中心世代である都市流入青年庖が人口再生産の中心になる頃

には ，関東，近畿を巾心とする大都市lζ 日本の主要な人口再生産の場が

移るであろう 。今後大都市では，増加する幼児問題が都市行政問題の一

つの課題になるだろう。

しかし，私達は将来の問題lζ 眼を向けるだけではなく現在の次の事実

に注意する必要がある。 図 1 は神戸市の幼稚園就園率の推移を示す。

5 歳児を中心とする就図率は若るしい伺1率を示している。と の原因は

家庭での幼児教育観の変化，幼児の教育が家庭からはなれて学校教育の

一部として急速に普及しはじめているととにある。神戸市の教育委員会

は乙の傾向を肯定すべき 方向として，幼児教育の実質的な義務教育化と

して昭和38年から i 5 歳児全員就図J の運動をはじめている。現在昭和

42年度で幼稚園，保育所への就図率が95.3.96になっている。

上昇の一途をたど、る幼児教育の普及も ，別の観点から 4. 7 .96の未就図

児をみると一つの問題点がある。 図- 2は神戸市の区別就図率を示す。

神戸市の中央 4 区，11合区，生田区，兵庫本区，長田区の就国率は他

区，西北神IC比較して一段落ちる。乙れは何故か。昭和42年度小学校 1

年生を対象とした未就図原因調査による と，実数 759 人のうち「経済的

に不可能」 が 505 人 (66.5.96) ，次に「公立が近くにないJ ， i保護者

の教育的考慮のため」が共l ζ54 人 (7. 1.96) である。神戸市の中央地帯

! c 位置する 4 区の幼児達は他にく らべて最も危険な場所で，それも自動

車の排気ガス ICつつまれて遊んでいる。未就図児は特 IC朝から夕方まで

移縫の
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• 
その中で生活している。 ζ の幼児たちが経済的理由で現在就園できない

とすれば， 社会的立場から別の方法で "遊び場" を確保 してゆかねばな

らない。

2.  こどもと交通問題一 一通 園 区 域

神戸市で行った「神戸市街地生活環岐調査」のーっとして，誘致距離

と通学障害の 2 指標で幼児通園の安全性を調べてみた。

表- 1 のように通園距離250 表一 1

m，5α)() 台以上の交通E を有す

る道路，鉄軌道の 2 指標で各地

域( 市街地を 2r:f2 1こ区分) を評

価す ると A が63，B が24，C が

29， D ， E 合わせて86てある。

また「神戸市街地における住

通 250m以内

題I 250m- 5∞m 

離 I 500m以上

. ル

民の環境意識調査」によると ，図- 3のQ21 ，Q22でみるように「幼稚

園の近さ」は比較的「普通」の芯識がつよい。 しかし「通図への安全さ」

になると「惑い」の傾向が強い。最初の誘致距離と交通障害の結果では，

神戸市の幼稚園，保育所は条件のよい図と惑い闘にほぼ二分されている

乙とがわかる 。しかしとれが父母の怒識にとっては「幼稚図の近さ」 は

「普通」としても， i 通園への安全さ 」になると「悪く」なる。

乙れの意味する乙とは，現在の幼児たちにとって交通安全の問題がい

かに重要であるかという乙とである。

こういう状況に対して神戸市教育委員会は「交通院害は，遠距離通園

を排除して幼児の安全を確保するととを主題として，幼児教育施設の適

正配置をどのよう にするか。」という問題意識で私立園，保育所の協力

により ， i 通園区域」設定を行なった。乙の通図区域決定の基礎資料は

毎年小学校新入児童を対象とし，山身圏を調査し，物理的適正圏と社会

• 
図- 2 区 別 就 国 率 { 昭和 42' +4 月15 日刃在}
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• 
い」と送り出してもらっても「お帰り』と迎えてくれる人のいないカ ギ

っ子。神戸市教委の調べでは同市内の小学生の約 13%1ζ 当る 126∞余人。

中学生の約 17961C当る 88∞余人が乙のカギっ子で・さらにふえる傾向とい

う。 」また神戸新聞は昭和41年 1月 8 日「人閣の都市へ一一 神戸からの

報告」の中で， i 非行少年予備l f I IC " カギっ子" がいる。盗みを働い た

少年の3796はカギっ子だ。兵庫県婦人児童課の調べでは ，県下の母親の

5896が "働く母親" である。 r家 ICいても仕方がないから働く』と いう

人もあり 『より文化的な生活がしたいために働く』人が 4 割近くもあ る

ＮＮ Ｎ Ｎしかし別の Ｔｾｊ の母親 が『その収入によらなければ生活できない 』

と答えた事実も考えたい。・・... 子供たちにとってもはやトンボとりの野

も，フナすくいの小川 もない。タ コを揚げようにも ，広場はいったいど

的 Ir . 慣習化された通園区域を重ねあわせ，編み出したものである。乙の

法的に規制力のない通園区域実施の残された最大の難関は，保護者の負

担する経費の格差である。現在保護者負担は毎月平均市立は 1193円，私

立2306円となっている。家庭の所得からいって私立での負担lr . 応えられ

る人はいいが，それができない低所得の子供は未就園児になる可能性が

ある。乙の片方で打ち出し ている 5歳児全員就国の目標から見て，大き

乙K ある。 J

" カギっ子" は幼児教育の中での新しい問題である。幼児施設と家

庭，地域社会との結ひ. つきの問題を新らしく提起している。神戸新聞が

告げるとおりに県下の5 8 %がいわゆる "働く母親" であるならば，子供ー

たちの半分はおそらく家庭の外で遊ぶよりしょうがないであろう。よ く

遊べる広場をど乙に求めたらよいか，また母親のいない時閣を充足 した

遊びの時間とするにはどうしたらよいか。 図- 3の Q24，Q25 i 神戸市

街地における住民の環境121識調査によると ，[ " 手近かな子供の遊び場J ， 

「子供の遊び場の安全さ」は共 Ir. i普通」以下から「惑い」になっている。

子供たちが安全に遊び，充実した時間を持てる場がど乙かにないか。

学校がある。 i 社会教育法」第 6 章でいういわゆる学校の開放は社会

教育全般のために，また児童全般のために ，施設利用を認めている。 放

課後の学校がカギっ子だけのためにあるのではない乙とは勿論である。

なマイナスである。

乙れに対して神戸市教育委員会は，昭和43年度から負担に耐えられな

い家庭の児童Ir . 対して年間 9000 円/ 人，また私立幼稚園 IC対して経営の

安定をはかり ，父兄負担へのはねかえりをふせぐ窓l床で90園に対し総額

500万円の補助を行なう乙とになった。

通図区域が適正に運用された場，合種々の窓味で効果は大きいであろ

う。しかしとれだけで現在の幼児交通禍はー拐されるか。そうとばかり

とはいえま い。昭和41年 4 月地元紙神戸新聞は「気をつけてね "子供を

交通事故から守ろう " J 特集で次のように指摘している。 i 子供の成長

を心理学的にみると ，まず最初 ICr わたし と他人」の見分けがつき ，次い

で意識の中にはいってくるのが「友だちと遊び場」である。したがって，

遊んでいるときには〈友だち〉と〈遊び場〉しか頭の中にない。自動車

が自にはいっていても気持が動かない。ただ自動車が見えているだけに

しか過ぎない。 ・… まして幼児は玄関を出ても〈道路〉があるのではな

く〈遊び場〉がある だけなのだからなおさらの乙と。 J

子供たちは家へ帰る。そして次に求めるのは〈友だち〉と〈遊び場〉

である。遊び場を求める子供たちにとって道路はすでに遊び場でなく ，

また児童公園の数は少なすぎる。いぜんとして交通禍は去らな い。

.炉

しかしカギっ子にとっては ，母親のいない時間，友だちと一緒 lζ 遊ぶ乙

と，特に学校の友だちと一緒 Ir . 遊ぶ乙とは重要である。

単に児童館，カギっ子の特別教室 lζ 収容されるよりも ，友だちとー絡

に遊べるととろ にカギっ子にとっての学校開放の怒味がある。しか し学

カ ギ っ 子 と 広場 一 一学 校 公 園3  .  • 
["r いってらっしゃ1 月23日の朝日新聞は次のように報道している。

地 区 別 項 目 別 平 均 値 分 布 範囲( 神戸市街地における住民の環境意識調査〕
図- 3

4  

5  

3  

2  
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校開放はもっと多数の子供K とって怠味がある。安全な広々と した遊び 図- 4

場でたくさんの仲間とー絡に遊べるととである。

神戸市では昭和40年度から学校の校庭を開放するために数校の小学校

校庭の周囲に金網を設けた。乙の金網には校舎側と外側にそれぞれ数個

の出入口を設けてあ る。学童の授業中には校舎仮11の入口をあけ，放課後

には との金網の校舎側を閉ざ し外側の入口を聞け る。放課後は校庭を公

園として地域社会に，放課後の子供たち IC開放するのである。乙の方法

を神戸で は " 学校公園" と呼んでいる。学校公園の全体計画としては，

小学校を75校，幼稚園の運動場を幼児公園化したもの 104 校の開設を予

定している。今まで閉ざされた "遊び場" であった学校が今後子供たち

の安全な遊び場とし て確保されてゆくであろう。

4.  こどもと地域社会一 一幼 児 施 設の系統的配置

昭和38年都道府県知事と指定都市市長あてに，文部省初等中等局長，

厚生省児童局長連名による 「幼稚園と保育所の関係について」と題する

通達が発せられた。その内容は ，保育所の 4 . 5 才児は幼児教育的考慮

をもって保育を行なう ζ と，すなわち保育所にも教育機能が必要である

とい っている。また幼稚園の 3 才児は保育的要索を とり入れた教育を行

なう ζ ととしている。

児童福祉法に基づいた保育所，学校教育法IC基づいた幼稚園が，幼児

という一緒の立場から幼児の保育，教育IC関する考え方を表明したと と

は画期的であった。

しかしとれが実際問題として厚生省児童局，文部省初等中等局の中で

どれだけ励行されているか，次の事実を見ればわかる。新しい幼稚園，

保育所の設置に関して国から補助がある。幼稚園の建設，設備費K 関し

ては文部省の補助かろも。と乙ろが保育所に対する厚生省の補助は l ∞ 万

円しかない。最近完成 した神戸市の旗塚保育所は 凶∞万円の建設，設備

費を要したというのに。ただし保育所は辺営賀 の %。を国が負担する乙

とになっているので，との点だけを一概に強調する ζ とはできない。 し

かし現在の教育行政は財政的裏付けの面で国からの制約が大きすぎる。

しかも幼稚園と保育所のように緊密な関係であるべき制度の中 iζ ，国の

アン バランスの反映が強くでてくる。幼稚園の先生と保育所の保母さ ん

の給与などの格差，執務時間の迷い等 で々ある。

教育行政とは最も地域Iζ 結び、ついたものである。そして現在幼児教育

の抱えている問題は，地域の新しい情勢に適応した幼児教育施設の不十

分， 欠如によると乙ろが大きい。幼児教育の普及一一施設の拡充，増

設，特 IC新興住宅地での爆発的膨張，モータリゼーションの波による遊

び場の喪失一一絶対的面積の低下， 危険なしかも非教育的遊び場の増

加，そしてカギっ子の問題と ，幼児教育は新しい情勢に適応した幼児施

設を要求 している。

先述したように新規幼稚園，保育所の設置，通園区域の設定，学校の

開放と新たな手が打ち出されつつある。 しかし幼児教育施設にとって一

番重要なととは何か。通園区域が設定されても ，子供たちが家lζ 帰 って

遊び場が危険であれば問題は残る。また車の波の中 lζ 孤立した児童公園

のように学校公園が浮いた 島であるな らば，子供たちにとっては棚の上

のぼたもちであ る。

幼児にとっては幼児施設がまず充分安全に幼児の世界であるとと。そ

してそれは家庭内での時閣を除けばできるだけその施設の中で遊ぶこ と

のできるものである乙と。すなわち幼稚園，保育所，児童館などができ

るだけー絡にあり 地域内に系統的に配置されている ζ とが必要である。

56 
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特lζ カギっ子に とってはそうである。乙の問題意識の中から生れたも

のに神戸市垂水区多聞台小学校がある。 図- 4はその平面図である。乙

れは図のどとく南北に面して多聞台小学校，東西に面して幼稚園，保育

所 ( ]， 2 階) . 3 階lζ 児童館を設置 している。幼稚園を昼頃 lとおわ っ

た園児の中で，特lζ カギっ 子は保育所で母親が帰ってくるまで保護され

ている。また幼稚園を終った子供で，友だちを求め遊び場を求める園児

は児童館iζ 集ま る。

乙の例は神戸の幼児施設の中で特殊なケ ースでーはない。神戸が焦土と

化した中で始められた戦災復興計画の中で「児童公園は校区単位に校舎

との距離を考慮 し設置す。 J と記した「神戸市教育 ・文化復興計画要

綱J がある。 今で も小学校と公園が隣接している例が神戸市内で20カ所

ほど見られる。乙れは学童が放課後遊んで帰れる ，ないし遊びにとれる

場所を校区単位という近隣の中に確保してゆく 考え方で系統的に配置 し

たものであった。

乙れは先の学校公園の発想とも結びついてゆく。昭和43年度の学校公

園開設予定校の中K 住吉小学校がある。 図- 5はとの住吉小学校周辺の

図- 5

幼児，少年施設配置の平面図である。東に住吉ノj、学校，西lζ 住吉公園，

その中間に住吉公民館と保育所，保育所の上に住吉青少年センターがあ

る。

幼児教育施設，近隣施設の系統的配置の問題は，例えば小学生にすれ

ば校区との関連などもあり ，一概に言 ってし まえない面があるが，長所

一一系統的配置によるペデス トリ アン ・ロー ド的要素，特に幼児にと っ

てその地区は安全であると と，またカ ギっ子にとっての遊び場確保ーー

は認めてもよ いと恩われる。

神戸市内での乙ういう例は上述のものだけでなく ，真野小学校( 学校

公園) . 保育所，児童 館 ( 乙の地区は密集地帯で子供たちにとっ て大き

な遊び場である。) また本庄幼稚園，小学校，中学校，青木公園，運動

場( 東西に連続している。乙の地区の道路は大型自動車の侵入を禁止し

ている。) などがあるが，先の児童公園と学校の隣接計画，学校公園開

設予定校までを含めれば多数になる。

現在の神戸市における乙のような幼児教育施設と近隣施設の系統的配

置の手法は，今後進展してゆく ζ ども重視の都市観，地域社会形成の中

で徐々に成長 してゆくだろうと恩われる。

( みなとてるお. 神戸市企画局調査部〉
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• 
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材 料 部 門6 7  頁の締T技

日本建築協会建材委員会 (担当: 元木貞次)て'つ策対露防

建築物内面の結露による被害は，近年住宅の R C化と ，生産工場の空

調強化lζ 伴い，次第に増大 し，その居住性上，保健上， または作業上ま

すます問題視され，その防止対策についても ，それぞれ研究検討されて

いるが，その誘因は，断熱計算上の透湿度検算が不十分であったか，施

工法lζ 難点があったか，または従来の各種結露対策が比較的良好であっ

たとしても ， その場所の結露現象を起す原因が， 各種交錯 しているた

め，必ずしも所期の効果が上がらぬか，または不十分な結果であるなど

して，結露防止対策は設計家，施工者共に特1ζ 留意すべき問題である。

建材委員会においても ，各委員よりその被害例を引用され，よりよき

対策を見出すため数固に亘り討議されたが，要するに ，簡明な絶対手段

はない にしても ，とにかく結露の発生原因理論と，その対策方法を十分

基礎づけた上 IC，十分な予算による理想の設計と綿密な施工によりこれ

を予防するとともに ，もし不十分な場合にも ，適切な補備対策を講じ ，

それを施工する 乙とにより完笠を期す ー…・とい うのが集約された意見で

あった。

特K R C住宅群の どとく ，R Cの乾燥後は結露が消滅しやすいのと反

対に，恒温恒湿の生産工場で，外気寒 く，かっ内部温調空気圧がプラ ス

気味の とき，当初防露IC成功しな がら ，数年たたずに ，施工不備，ある

いは材料 の老 化 ， 含湿により ， 再度結ｾ現象を発生させる乙となどは ，

われわれ技術担当者にとり ，特IC留意したい 乙と である。

乙の断熱防［ｦｾ ， 透湿などに関連ある参考 文献としては ，

(1) 建 築 学 大 系- 8 巻一伝 熱 学 ( 前田敏男)

(2)  11 11 - 22巻一室内気候計画総論 (渡 辺 要 )

(3) 11 11 - 11 ー防寒防暑計画 (  11 )  

(4)  11 11 - 11 - 換気通風計画 ( 佐藤鑑)

(5)  11 11 - 11 ー 防 湿 計 爾 ( 斎藤平蔵)

(6) 建築技術 シリーズー 防 寒 構 造 ( 渡 辺 要 )

(7) 建築設計資料集成 I ー熱 ( 6) ( 建築学会)

(8) 建築士会 シリ ーズー結露防止の話 ( 宮野秋彦)

の図書類があり ，上述の各参考資料を熟読し活用されれば，十分と思わ

れるが，現在もなお，よりよ き防露対策を望まれる傾向にあるので，委

員会討議窓見を中心( C，参考資料を発表する。

昼型に分かれる と考えられるが，それとと もに ，防露断熱屈の内外の温湿

度の状態にも影響を受け ，結露発生K も大小の差が生じるようである 。

すなわち ， 第 1 図 のご とく 周期変動するもの と， しない ものと があ

り，具体的に は，第 2図のどとく 両側とも周期変動す るものは ，湿気を

放散でき るので，第 3図の方が，結露の危険性が大である。
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第 3図

ζ の結ｾに よる被 害 例は ， 浴場の天井 ， ｒ ｃ 住宅群の 北 西ￆｬ ， 鉄板屋根

構造の屋根裏，染色紡織工場の壁天井，屋根裏など ・い数え切れないが，

特に紡織工場が空調による恒i温恒湿を強く要求されるようにな り結露発

生率が大である。なお染色加工工場で生蒸気を放出する室では，それを

機械上で直接捕捉 し，外部へ機械換気したと して も，同時に附近空気の

湿度が上昇す るため，結露はほとんど発生しており ，対策に悩んでいる。

5 7  

結露とは ，ある温度の湿り空気が冷却されると ，やがて水蒸気飽和点

( 露点温度) に達し ， それ以下になれば全水蒸気量を保持できなくな

り，その過剰水分が水i滴となり表面または内面 lζ 凝結する現象をいう 。

しか も水蒸気が補給せられる限りさらに増大 し， 遂には材料の断熱性を

劣化させ，よりはなはだしき結露を誘発し ，その水分は ますます蓄積さ

れるという悪循環を生じる。

乙の湿り空気の露点温度を知るには，その海抜標高に比例した大気圧

( 通常 760m mH g )  1ζ 換算された「湿り空気線図」によればよいが，高

湿度の空気は冷却 しう る温度差が僅少故，その防露対策には注意が必要。

乙の結露現象lζ は， 夏型，冬型とあり ，その冬型に もさらに，夜型と

結 露 の発 生 と そ の被 害

• 

• 



冷却部結露の例としては，寒地紡織工場で，天井下函K 残る釘頭lζ 結

露し水滴落下で困ったものがある。

乙の結践の被害 lζ 対しては ，天井より水滴落下するか，押入内部の汚

染のどとく発見できるものは ，速かに対策を講じられるが，結露しなが

ら見え隠れで不明のと乙ろは ，後lζ 大被害を受けている乙 とがある。

写真はその一例であり ，長年月後1(. は木造 トラスは，非常に危険なも

のとなっていた。

合成樹脂系発泡材が開発されるまでの断熱材は，炭化 コルク が重要な

ものであったが，近年防蕗改良工事の際IC取出してみる と，そ の内部IC

多量の水分を含み，断熱的機能を失っているものが多い。

最近の被害の一例として，完全自動空調装置の紡績工場において，第

4図のどとく ，十分な断熱庖( f ( 土0.42) を設けたのにもかかわらず，

約千坪の屋根裏の随所より結露水が落下し，作業ICも大きく支障した例

がある。乙れは天井面での空気絶縁が，大面積では施工上無理があり ，

かっ透湿度検t ' : [ とその対策が不十分であったと恩われるが，乙れを後1(.

完全に結露防止する乙とも難工事であり ，苦心検討 した結果，東大斉藤

助教授の助言を得て，後述結露防止の法本対策11項により防露1(. 成功し

た例がある。

第 4図 断 熱 防 露の失敗例

紡織工場鋸屋根母屋野地板の結露による破損例

3. 防露計算について

A. 防露用熱貫流率の算定

結露防止対策のためには，先つ. 室内の床，壁，天井の各部lζ 必要な断

熱特性( 熱貫流率〉を次式』とより算定せねばならない。

O，- Od. 

熱貫流率 J ( (Kc a1/ m
2

h

O

c)  < α 守 戸 百τ

との計算では . 0。はその地万の最低をとるが， 状況許す限り ，外気

は極最低に，内気は予恕される最高をとるのが安全である。特に最近の

研究では ，同一室内でも ，高低差により温湿度にかなり変化があるら し

いので，乙の補正を考える必要がある。

乙の計算において，屋根l i . Oは単独のものは別と して，天井をもっ場合

には，理論のみでなく施工性を加味して判定する乙とが望ましい。
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すなわち第 5図の断熱方式は . Dを一般に推奨されるが. R C造，ま

たは紡織工場のどとく大工場の場合は ， 過去の実例より考えＨ防ｾの安

全性，施工性，コスト上) B の方が実際的であり ，しかもそのK 値は，

流動しやすい天井および屋根裏空気回を含めず，屋根面断熱屈のみで形

成させ，天井は単 1(. 温調空気体積を減らし ，かつ屋板面への混湿度の影

響を緩和するものと考える方が，安全である。

その具体例として，第 6図は，紡織工場の近代化への変遷を示してお

り，初期のA型工場f C. 天井および断熱屈を設け . B.  C型とし ，D型

はR C トップライト型の工場を無窓工場 lζ 改造したものであり ，当初天

井断熱方式を施工したが，結露防止上よくな く，後IC屋根外国断熱府方式

をとった。 E は最近北陸合繊紡織工場の建設によく利用されているが，

石川¥，福井県下の数多くの実例でも ，天井断熱はほとんどなく ，屋根面

断熱の上，屋根裏空気を異動させない密閉式としているようである。

j dE三 γ V V IごでL

:ミミ〆J 宅 情7

Ｚ 金戸ｾ
第 5図 天 井 断熱と

屋根断熱の比較図

第 6図 紡織工場近代化への推移

B. 熱貫流率計算による断熱層の設計

前項により算定されたそれぞれの部位の K 値に適合する断熱胞の設計

には，先づ，その部位の設計断面を仮定し，定常熱伝揺を基礎とした下

式lζ より換算し ，状況に応じ若干の補正をする方法が，わかりやすい。

乙の計算の際，第一 lζ 重要なととは，構造，施工法，工期，コストを勘

案した最適の結露防止断熱屈を仮定する乙とである。その適合条件は，

(1) 主体構造を予定し，それに附加しやすい断熱屈である乙と。

(2)  断熱屈は両側 l ζ 2 分するよりも一例とし高温側に設けるのがよい。

(3)  断熱厨自体は，固体材料のみの単屑よりも ，空気屈を含めた多脳の

方が有利である。

(4)  断熱屈を含めた仕上工法が，湿式，乾式何れでもよいときは，表面

は気密性を高めるため湿式塗工法で保温性の優れたものがよい

(5)  断熱屈の主体は，取付材で分断せぬよう ，かっその接合目地より空

気流入のない気密工法とする乙と。

(6) 断熱屈は，透湿抵抗の高いものほど，高湿側 lζ 設け，次第に低いも

のになるようにするのがよい。

(7) 外郎モ J レタ J レ下地や屋根スレート下の防水屈は，アスフアルト J レー

フィングよ りも ，透湿抵抗のはるかに低い防水性のあるアスフアル

トフェ J レトの厚目の方が望ましい。

(8)  防湿屈を特設する場合は，高湿側lζ ，そして室内空気の露点混皮位

置よりも内部 1( ，設ける乙と。

(9) 表面結露を防ぐためには，断熱厨のみでなく ，高温高湿側に表面仕

上材を結露 しにくい材料で構成する。

UO) 発泡軽量 コンクリー卜 壁のどとし主体構造と ，断熱厨と一体と な

る場合には，その接合部の密閉と，さらに表面含湿による熱貫流率

の低下予防を十分に考慮する。

日1) コンクリ ー トブロック 監はクラックが入りやすいので，その外函も

合水予防措置をとる。

， 

• 

• 

• 

• 



• 

‘  .  

• 

• 

第 1 表 表面の熱伝達率〔町. "' o=K cal/m功。cJ と熱伝達抵 抗 ( Yi . γ。〕

圭lzl- 1lf !??lゴ自宅lFT

備 考

建 築 学 大 系

22 

品 25 

0. 04 

30  35 

0. 038  I  0. 028 

52 10 

0. 125 I  0.1 

6. 5 

0.154 

床下面の α は床下通気が良いときは. 6. 5 

よ り 大

百戸 ＱＮＮＮＮ ［ ＮＮＱ ー Ａ二Ａ二 Ｚ ｾＲ Ｎ ＹＺＳ ＮＮＱ 二Ａ二Ａ二 ＱＮＮＮＮＮＮＮＮＮＱ 土 二二二
天 井上 高の α は天井裏の通風の良いときは

10より大

必

結露防止の話

無風室内表面 ε= 0. 9のとき
7(4)  I  8(3)  I  6(2)  

z zh jrl州中! 寸二ι lZulu (

構造体の表面の位位

熱 伝 達 率 α，. α 。

( K cal/ m
2
hdeg)  

熱 伝 達 抵 抗 j i .  ro 備 考

外 壁

建 築 般 計

資 料 集 成

ろ く 屋 根

E  

熱

内 缶『

列ト 側

上 側

下 iIl 'l  

:上 向J -引川ι.... 一......---一-

⑨ は無風時であり，風のあるときは ，図表で割増す る。

←風 速 3m/sec

←風速 3 m/sec

上 側

床

下 担t

76P 

上 担q

天 井

下 直『

(12) 最近の工法として，壁体，屋根の断熱仕様は，それぞれ同ーとし ，

その各区分毎のK 値の差は ，断熱主体の発‘ 泡スチロ ーJ レ板の厚さで

調整する方式がよく採用されている。

第 2 K は，断熱計算』ζ 用いるそれぞれの α，λ ，入α の数値を，その使

用する場所および材料 lζ 応じ ，かつ風速，厚さ ，密度， 温度，湿度の影

響により生ずる変化を見込んで補正しなければならない。従来一般的に

は，絶乾時 lζ 近いよいλ や，風速を加味しない α を用いあまり補正しな

いため ，計算と実際とは大きく相違し ，結露防止が成功しないか，または

その後 lζ 再結露 している ζ とが多いように恩われる。乙の変化および補

正については文献に詳述されているが，特! と若干の参考例を掲示する。

A. 表面の熱伝達率

表面の総合熱伝達率的，α 。は ，その位置， 風速の影響を大きく受け

るので，第 l 表を参照して，その条件K 適した数値を採用するとと。

B. 空気層の相等熱伝導率

第 2表一1 _ A .  ｾＨＺ封 Ｑ 空気 ｊ 面 ( 完全言問. 半- a : ・!l)

ー 気 宮 時 斗 ( 気- a構 造的に つく った もの)

I  L s  有げ 会空 気高

..-1 . El ? : 宍対1: - 1 (  設の 空 気層で，何百1三に { ! ( . f U ¥

|  の 宝 気曹 I ｜割 礼 会 通 じて ｩ 且 望 ｜ｉｊ［ｾ 干 われ る む の ｊ

I  I  r X . 1，' 悼 空 気膚

I  L ，.r; 造的ーI y  合 足由緒系フィル ム合 川I 入 した空気I画

中 空 空 明暗寸 L z  アル ミ活 合同入し た空 気曹

L 2 強 制 i血気晴ー ( 空気帯内 へ 鼎 暗織 の ために ，地意に且L令過したむの)

第 2表 2

垂 直壁 IC対し 25%減

垂直壁 lζ 対し 25%増

壁，床，天井，屋根などの断熱保温居 ICは，その断熱材のみで構成す

るよりも ，中空空気庖を入れるととが，極めて効果があり ，その構成に

は第 2 表 l のようなものが考えられる。なお，その空気屈も第 2 表 -

2 のど と し 空気回厚さのみでなく ，施工方法により そのK 値が大きく

かわるので，設計の際は ζ の点lとよく注意してほしい。

C. 断熱層の透湿度検算

前述の断熱計算により設計された断熱居 lζ 対し ，透湿による内部結露

の有無を検算し ，結露の危険性があれば，断熱屈を透湿抵抗の大なるも

のに変更するか，または防湿を特設して，内部結露を防止する ζ とは，

今後の防露対策上特に重要な乙とであり ，ぜひ実行する必要がある。

元来乙の壁体内の湿気の移動は ，温度，湿度，材料の吸湿性などによ

り極めて複雑な現象を呈するが，星主体内を拡散移動( 湿流) する透湿量

は，温度が一定で，飽和含湿率でなく ，湿度8096程度以下なれば， 2面

間の湿圧に比例 し，水蒸気は高湿圧面より低湿圧函に向って流れるもの

と考えられ，近似的 lζ 次式で計算する。

湿気透過率 f { ( g/ m
2

hr叫

d. d向 d明

一」ー+--==-ー+ ーー・・ + ー-
tt.

1  
U 2  U n  

d  

L: - '"_  

M 

d  壁体各屈の厚さ ( m)

伝 導 単 位 抵 抗 単 位 u 壁体各局の透湿率

( g/ mh mmHg )  

0 中空層の伝熱特性 ( 一層 ICっき) 防寒構造より

区 分 名 称 庖の厚さ

現場

無 処 理 中 空 居 1  c. 

2  c. 以 上

鍛施

アルミ 箔使用 の中空局 l c固

"  
2  cm以 上

エ

"  
同しわ付法 平 均 2 cm 

工 完
無 処 理 中 空 庖 1  c. 

場生産 金気

2  c. 以 上

ア ル ミ 箔 使 用 1  c. 

iよE 申凶

中 空 庖 2  c. 

る品

5  cm 

熱コングタタンス C 伝 熱 抵 抗 R

。' C 20' C  。' C 20' C 

9. 92 11. 43  O.ω7  0. 077 

11. 50 13. 01  0. 101  0. 087 

4.16  4. 47 0.240 0. 224 

3.50 3. 74 0. 286 0. 267  

4.20 4.40 0.238 0. 227 

5.95 6. 90 0. 168 0.145 

5.15 6. 00 0. 194 0.167 

8.60 0. 28  

2. 40 0. 42  

1. 80 0. 57 

備 考

0 何れも水平中空層 とし 2 c. 

以上の場合水平 上 向 熱 流 で

抵 抗 l 割減下向熱流 1 '，lI1増

とする 。

ラッカ吹付 ICより断熱効果

10%- 25%減 少

ただし両表面の透湿抵抗は考えな

い乙ととする。

上式より多層壁内の湿圧勾配を求め

るK は
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Px =P，一主 ( P，- P
2

) . . . . " ( m mHgJ  

4‘、"

Px 壁体内の x 点における湿圧

P
h 乃 . 壁体両面の湿圧 P，> 九

R" 壁体の全透湿抵抗. Ru= l/ K  

R x  :  P，函より x 点迄の抵抗の和

乙の計算のために必要な各材料の透湿度

(V apor Per meanc巴= Per m.= P)

または，透湿抵抗 (Vapor res istance= rep. = R u) は，各文献に発

表されているが. r結露防止の話」の附表がよくま とめられているので

見られたい。

なお熱伝導率とちがい，透湿率 u と透湿度 Per mとは，必ずし も一致

しないため，透湿計算にはなるべく文献の発表データを利用するか，そ

れを補正 して利用する ζ とが望ま しい。

上記計算により各部湿圧がきまれば，その断熱屈が内部結露するかど

うかの検算は . A - 湿圧勾配による法と . Bー温度勾配による法の 2 法

があり ，何れでもよいがA の方が，湿圧に直結 していてよ いと，思われる。

乙の検算の結果第 B図の中 . A のζ とく勾配線が交錯しているとと ろ

bJJ J-

O  

C ) 結慰金さけるため には

21.里1: はなれ る桟良い.

Y  

ム

{目) 結露域は ないが撞して

いるので危険である.

第 7図

/ ;] 0  

註) 正 L ( は、常温における重量含湿率 ? で

表わすべきであるが、実用上は桓対湿度 ¢

( %) で表した方が便利であるが、常温を離

れると誤差が大き〈なるので注意 を要する 6

110 

使 用 例 の ニ 〈 ず は 、 関 係 湿 度 目% の時、

乾燥状態の 2 ・3 倍

(1宅配且) の値を示す。

100  

/  

1/ 

/  

/  

?o α  

70 

'0  

A  B .  C  D  

SO 

40  

) 0  

10 

一一一一歩 関係湿度( % )

第10図 相対湿度 伊と熱伝導率 λ の割増の値α ( 96)

x  

(A ) 結銭埠がゐ句

内館経立が石きる. l i i : c t i |:i M i l l 1 11 j 4 iU 5司

第 8図 透 湿 度 検算図

は，結露域となるので，必ず断熱庖

自体をより透湿抵抗の高いものに変

更するか，または別途に防湿屈をな

るべく高湿圧側によせて設置するこ

ととし，再検算の上，勾配線がB の

ごとく ， 交叉しないようにする乙

と。 しかし近接しているのはまづ

く，さらに設計を補強して. c のよ

うに両勾配線が可能な限り ，どの部

分でもかなり離れているように配慮

するとと。

さらに透湿については ，断 熱防ｾ

庖lζ 隙聞を生じる場合には，その長

さに比例して，透混抵抗が劣化する

ので，細心の注意をして密閉すると

と。

D. 各材料の伝熱および透湿特性

ζ の特性に関する資料は，第 9図

のごとく ，各文献に発表されている

が，その発表方式，条件，品種，数値 lζ

各々相違があるため，乙れらの諸表

をよく検討 し使用する状態 IL適した

数値を拾い，かつその場所の悪条件
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第 9図

・岳祖;1築材料の透 ;1特性的ー守j

J草 み P  (P erm)  (Q/m'  h  mmHg )  

材 料 名

間 口
∞∞ l  ∞01 日日! 0.1 1.0  2.0  3.0  ' .0  5.0 6.0 

l ア ル ミ 箔 0. 1  

Z  ポリスチレン防 ;. ! y ト 1. 0  

3  1
7ス

7J tJ E5
イング

(詰)

4  ポリエチレ ンシ ト 日目5

?  
コンタリ ト 1:  2

・
4 1100 . ヲ発

n

，

BE
コンクリ ト

6  硬貨ポリウレタンホ ム 25 111111 

1  17 ォ ムポ リス チレン 25 
1111  

8 コ ル ク 板 50.8 11 

9  摘適用プロ >7 200 

10 煉 瓦 援 100 

11 石 綿 大 平 板 6.0  

12 硬質木織錐板 6.3  
。
1111

13 パ ァ イ ク ル ポ ド 15 III( 

14 木 材 10 .¥ 1111 1111 1111  11111 1¥ | 米松・、木

6

口

0  

問、，.木

10

口 杉

a  

15 アスフア Jレトフェルト (詩 )

16 アル ミー ュムベイン ト21E1

11 石膏 ポ ド 6  

18 石綿フレキ γ プル複
9.6.'  .3 11 

19 ユりヤフォ ム 25 

20 岩 綿 25- 50  11 1111 1/ 11 1  (  11 

21 漆 喰 塗 10  11111 111 

22 軟質木織錐ili

5.8 
1111 1111 11111 1  

9.6  

23 氷特エマルジョン塗料 送 配 逆|に増加さ守る

割

増 • 
%  

.. 

• 

• 



を推定して補正し計算数値 とするのがよい。

今仮り κ コンクリ ー トの熱伝導率を調べてみ

ると ，第 3 表のように ，数値が大きくばらつい

ているので，使用する場所の値を決めるとき

は， ζ れ らの条件をよく調べてきめるとと。

第 4表 日本および 諸 外 国 の 熱 貫 流 率 ( K cal / m
2
h切 の 一 例 Ｈ紡 ｾｩｩｉｬ造よりＩ

4. 熱 貫 流 率 の 参 考 例

熱伝導率は材料の物理的諸畳により変化す

る。すなわち密度 (kg/ rri ' ) 温度 (OC ) ，湿

度 (96) または含水率および空隙の分布状態

国 名 (地場〉

ア メ リ カ

1  

イ ギ リ ス

2  

ド イ .ノ

オ ラ ン : ; '

デン マー ク

・ により影響を受けるが，結露防止のためには

ー-

• 

‘' 

特K 同じ材料でも ，使用する場所の湿度の影

響をよく考える乙と ，第10図はその変化によ

る割増しを示すが，755ぢ以上となると割増し

畳がとくに大となるととに注意したい。

透湿係数につ いては，熱伝導率と奨なりす

べてが均等lζ 透湿率とできないため文献の実

験データの中より，使用したい ものに相似し

た数値をとるか，その差を補正する乙とが必

要であり ，かつノレーフイング類はその継自 1

m 毎の透湿係数があり ，それを加算せねばな

らない。乙の乙とは施工上より考えれば，防

露上透湿を極力予防するためには，材料自体

7  ラ ン ス

ス イ ス

ス エ ー デ ン

ノノレウエー

甲( - l l " C )

北海道
乙(ー W C )

日 地 域 丙(ー 20
0

C )

丁( - 25
0

C)

甲( - 5
0

C )  

本 州

本 乙(ー 7.soC )

四 国

九 州

丙( ーW C )

丁(ー 15
0

C )

の継目を極力減らし ，さらに継目自体に，透湿防止対策を十分しておか

ねばならない乙とを窓味 している。

透湿係数の資料としては， I結露防止の話」の附表を見られるとよい。

屋根，天井，壁，床の各熱貫流率lζ 応じた設計例は，建築設計資料集

成lζ 掲載されており ，自ら計算し設計した ものと 比較検討してみるため

によい資料である。しか しζ の資料の中で留意したい乙とは ，計算 した

K 値と実験を主 とし た (l ( 値) とでは ，0. 98 ( 1. 30)  ， 1. 00 ( 1. 30)  ， 

1. 50  ( 1. 30) などとかなり大きく違っているものがある。従って不安全

側のデータについては，同様な設計の場合には ，とれに準じて補正した

方がよいように恩われる。乙の各部の熱貫流率は単K. 自己判断のみでな

く， その地方の常用値を参考に して， なるべくそれに準じるのが安全で

ある。実際の経験では，第 4 表の常用値よりもはるかによい設計をして

も，防露が完全でない乙ともある。

結露防止の対策では，壁，天井がよい場合でも ，紡織工場鋸状北側高

窓の処置が最も面倒であ る。硝子窓を 2 - 3 重に して も，その気密性，

その硝子間の空隙寸法により熱貫流率は大きく 変化する。

例えば，一重硝子窓がJ { = 5.65を二重( 空気層 1 cm) 完全密閉として

もJ { = 2. 25であり ，温調上の要求 K = 0. 9 とすれば，はる かに不足であ

り，同時lζ 内面lζ 結露し 水滴落下が 必至となる。 これを防止 する こと

は，なかなか難かしいが， 便法としては， 合成樹脂 フィルム を利用 し

て，防止に成功している例が多くみられる。

結 露 防 止 の 基 本 対 策

新設する建物の防露設計はもちろん，既設建物の結露状態のものを改

修し防止せねばならない場合K も，ともに下記lζ 列挙した結露防止のあ

らゆる対策を総合的に検討 し，施工性， コストを考えて決定せねばなら

ない。

しかし ，既設建物の改修には，防露対策を一時に全改修するの もよ い

が，一方下記の中実施しやすい ものより逐次実施 し， 最後に完成する と

いうコスト 切下げの方法もよく とられている。現在までに経験し ，また

は予測される結露防止の基本対策を列挙すれば- ー

(1) 室内に発生する水蒸気源を抑制するか，またはその発生蒸気を フー

ドまたはカ バー で直接捕捉し外部排出の上， 内部水蒸気量を減らす。

(2) 室内空気の水蒸気含有量を，表面露点温度における飽和水蒸気量の

値より小さくする 。

a. 外気または人工乾燥空気を導入し ，相対的 IC含有量を減らす。

外 !i!: 隔 壁 備 考

0. 34- 0. 98 0. 29- 0. 73  I  0. 29- 0. 83 地壊によりその差を異にする

0. 98- 1. 22 

0. 73- 0. 98 0. 98- 1. 22 0.73 居室の外壁，天井を含んだ屋根，一階床の値

0.98- 1. 22 居室以外の室

1. 3  - 1. 9  
地犠 ICよりその値を異にする

1. 22- 1. 46  0. 98- 1. 22 

0. 98- 1. 37 

1. 22 / 1. 46  軽構造/ 重構造

0.73 /  O. 98 外部 IC防湿庖を有する もの/ 煉瓦造他

0. 59 /  O. 78 木造/ 練瓦造

0. 98:/ 1. 22  

1. 5  2. 5 1. 8  1. 4  北海道 ( 函館，室l踊)

1. 2  2.3  1. 4  1. 3  
"  

(キL脱，苫小牧〕

1. 0  2.0 1. 1  1. 2  "  {旭川， 帯広)

0. 8 1. 7  0. 9 1. 1  "  ( 弟子宮，陸別〉

2. 3 2.8  2. 9 1. 8  仙台，金沢，鳥取

1. 9  2. 6 2. 5 1. 7  青森，長野，甲府

1. 6  2. 5  2.0 1. 5  盛岡. ;)f<訪，高山

1. 2  2.3  1. 5  1. 3  松本，草津，軽井沢

b. 空気温湿度調整装置により ，水蒸気含有量を減少させる。

C . 除湿装置を利用して，脱湿する。

(3) 室内表面を加熱昇温して，露点温度以上とする。

a. 蒸気 ヒータまたは，電熱の放射により表面を加熱する 。

b. 乾燥高温空気を吹付ける。

(4 ) 壁体表面附近の気流を盛んにし， 表面抵抗を少くする。

(5) 室内表面温度を上けるために，熱費流抵抗値を増強する。

a . 断熱層を追加する。

b . 空気層を伴う断熱層を設ける。

C. 断熱保温層は一方設置が原則だが，両側 Ir 施工する方が，同じ

抵抗値で も効果が大きい ときもあるつ

(6) 透湿度検算の結査で，内部結露を起さないような断熱層とする。

a. 使用断熱材は透湿抵抗の高いものを選ぶ

b. 別 lζ 高湿倶Hr ，防湿層を設ける。

C. 空気屑の側面lζ ，アルミ 箔屈を設置し ，防露断熱の両面効果を

上 げる。

d . アルミ 箔の代りに合成樹脂フィノレムを使用すれば 施工しやす

し、。

(7) 室内仕上表面に は，結露しにくい材料を使用する ζ と。

(8) 室内仕上表面 11:: ，さらに調気性のある材料朕をF付加する。

( 塗布型結露防止剤，またはアス ベスト吹付，塗布工法)

(9)  鋸屋根工場な どの北高窓ガ ラス面には，合成樹脂 フィノレム ( 塩 ビ，

ポリエチな ど) の積層気密保温層を密着する乙とが効果大である。

(10)  隅角部 ( 出隅，入隅) ，また は冷橋部K 対 しては，さらに断熱屈を

増すか，角度を変えるか，局所暖房をするなどの手段を とる。

( 11) 鉄板屋根( 瓦稼葺，V 波長尺葺など) の場合で，外部表面部が透湿

度 OK 近くなり ，その下面で結露が避け にくい場合は ，逆にその直

下』ζ ，特殊防湿保温層を設置し ，結露防止できる ときもある。

間 R C，ブロック壁の外面は，含水により K 値が大となり ，結露を促

進し そうな場合に は，その外表面 IC，透湿性のある捺水性または，

防水性の被脱届を附加する。

(13) 別途の手段として，結露 しやすい室は ，なるべく南側 K 設け，皇室体

の外側には，別の建物( 廊下，作業室〉を隣接 して増築するか，あ

るいは空調リタ ーンダクトを外壁 Ir 沿はすか- ー などの間接的 K 保

温効果を助ける手段をとるの も良案である 。
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6. 防 露 対 策 の 具 体 例

結露防止についての対策の具体例は，数多くあり ，中ICは幾度かの失

敗を経てや っと成功した例 もあ る。また一時的に は成功しながら ，後半

; [ . 担ヒーター

( 200- 300"  'h) 

R' 亙込シロッコフアノ

7  5伊

Eコ 巴コ E コ E ゴ E コ

「一一- Tf 41Z R7「「 - AdJ EZ4一一一一一寸

1  i  I  ¥ (  S  ｾ＠ ¥1 ｾ＠ ;  加工削 ;  

」一一一_， - 一一一一一一一一ー一一一一一一一一一 L

第11図 染色晒工場で乾燥高温空気の放射により 結震防止の成功例

一三二工主 主 G ‘ 工 泌 U - ，工海 R - :_，工 法 ト ， 工 治

一 一 一 一一一 一ベ ニヤ 時 " 、 ，、ヱヤ険 " 、 ペエヤ 埋ま " 、 ベ ユ ヤ 磁 " ・‘ アム，ダりヤクロ ス

ス タ イ ロ ネ ー ム " 、. ポ' / : 1: "レ J フィルム O 目 、 :r. 'J ヱテレ〆フィルム 0 0 5、 ポ '1エテレ〆7 < ルム @ 師、 防 Z 硬 化 噌

末 時 凶 ， " グ ラ ス ウ ル 路 、 " 冷 ν 吹 付 . . . セー，イ 刊 誌 険 ＱＱ ｾｾ セ ｊ イ仕上 Ｕ も
ｾ［ｲ＠ r.r， そ ん 9 ル ロ . ，クウール ユリヤ 間 鴨 1114 1t &n 、 木 怜 IS <印 下盆 おも

62 

木 作 IS XSO ヌ 吟 15>，日 パッｾ ｾ

i".r. :ト

ｾＢｬ ＮＷ＠ I  

，、，.<t>: . . - ｬＧ ‘ッ，，ｾ

第12図 日本住宅公団，防露断熱工法，標準仕機

第13図工場断熱仕様の一例

塗付悶湿材

リリ アンピッチ

( 下塗20鳴)

よ塗 10私 /

用事みは 0.1 ' > 0 位が遭

当

フィルム層を 2 ]1{ に

するのは望 ま しいが

外気、内気の差が大

した ことがない時は

1重 でよい .

第14図 鋸屋根工場北側高窓 ( ガラス窓) の結露防止の一例

再結露したり ，あるいはカビ，汚染のため全面改修すべき場合もある

その 1 - 2 {y1jを紹介する。

(1) 屋根下面に乾燥高温空気をI火付ける方法

染色IJ 日工工場の屋根裏結露の防止は極めて困難で: あるが，某工場に

おいて，自動車 フロント ガラスの41り止めの原理を応用し て防長互に

成功したが，その概要は第11図に示す。

(2) 室内表面温度を上げるために熱貫流抵抗値を増強する方法

結露防止には，常に乙の方法が越本となるが， 日本住宅公団では第

12図のどとくよい基準を示されている。

(3)  調湿性のある材料で表面を仕上げるの は， 高湿例では 効果がある

が，反面，表面lζ カビが発生 しやすく ，作業面では衝撃に弱すぎる

し，吹付石綿はその微粉が製品lζ 混入する乙とは許されない。乙の

場合，第13図のどとく塗付調湿仕上材( リリアンピッチ) を使用し

て，従来の結露を防止した例がある。

(4) ガラス窓の結露防止は，採光度をあ まり減じないで施工する よい対

策 ( C乏しい。紡織工場では，第14図のどとく， 合成樹脂フ ィノレムを

利用して一応成功しているが，永続性がないのが欠点である。

(5) 室内仕上表面にさらに調気性のある材料股を附加する方法

住宅，浴場のように室内空気の混湿度が周期的変動する場合には，

塗布型結露防止剤 「セキュレ ート J または エバロンあるいは その同

等品を使用する乙と がよいようであ る。しかし織布工場の恒温恒湿

で，高湿度のととろでは，使用をさけた方がよいが，それは乙の材料

のみで防露を処理する場合であり ，別途として，防露の主体は発泡

スチロ ーノレ材などで行ない， その表面仕上材として，本剤を使用す

る乙とが，経済的にも許さ れると きは，大いに利用すべきものと考

える。

7. 結 び

防露対策について，委員会討論を中心に上述のごと くまとめてみたも

のの完全な方策にふれたとはいえない。むしろ， 筆者自 体，関係工場の

現実! と頻発する結露!と，7. 1<滴落下lζ ，経済的で，施工しやすく ，効果的

な良対策はなにかーと日夜苦しんでいる。

乙れを機会に会員各位も ，防露対策について，よく検討し，失敗のな

いように，関心を持たれるよう望む次第である。

最後に，委員会へ臨席指導下された前回教授，蔭の協力下 された斉藤

助教授，ならびに引用さ せて頂いた文献の著者K 感謝の窓を表する次第

である。

• 
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大久保石見守(佐渡金銀山奉行) ( その 1 )  

のない経歴の持主である。

徳川初期の業界の人物としての中井大和守正次とはまた違った商才! と

たけた如何にも日住者らしくない彼の生涯を辿って見るのも無駄ではある

まい。

彼の年少時代の経歴ICは諸説があり ，何れが正しいかは明らかではな

いが，猿楽姉の子であった乙とは共通している。その内の一説( 武徳編

年集成) により話を進める。

甲州武田家の猿楽師大蔵大夫lC新之丞，藤十郎の二子があった。兄弟

共至って利発者であったので，信玄は家臣土屋直村の姓を称せ しめ士籍

に加えた。兄の新之丞は長篠の戦で討死し ，次男藤十郎が後の大久保石

見守長安である。藤十郎は武田氏が滅亡した後，天正十年家康が甲州 lζ

入国した際，日下部兵衛門定好IC取入って，家康 IC謁する機会を得たの

みならず，定好の邸内に足利家御所造営の図並び: ' i c細川物数容の風呂の

絵図によって，桑木風自を作ったのが，家康の自に止り痛く感心された

のが，家康が長安を知った機縁となったとされている。性来格別の才能

があ ったのであろう。猿楽締の兄弟が揃って士籍に入るなど，活気溢れ

た戦国末の人材登用の時代が恩われる。

家康はその秀でた器2 を認め，彼を小田原城主大久保相模守忠隣 IC預

け大久保姓を許し，幕下に仕えしめ天正十八年十兵衛と改名した。次第

に手腕を買われ慶長五年以後徳川の手 IC帰した石見佐渡伊豆などの鉱山

の支配を命ぜられ，片々 東海，東山，北陸，三道の一里塚の奉行や諸国

の検地の功も積み，従五位下石見守 IC任ぜられ武州八王子滝山 IC八千石

を与えら れて徳川諮代の功臣と肩を双ベる幕府加判の役K 列るに至った

のである。

ζ の経歴を見れば技術的にも政治的 lζ も日住者でない人柄が思われ，金

銀山支配の事業家と して，また検地その他を通じての財政家として傑出

した人物であった乙とは疑いない。

さて彼が初めて佐渡に関係したのは慶長六年で同八年にまづ目代二人

を派遣し，自らは同九年渡海している。ときに石見の守の同勢は百二十

人で内三十人は女と言う撃かな一行であり，櫓八十挺立の宮船新宮丸な

ど二隻が用意さ れてあって，初めから豪勢な佐渡入の模様が荏聞に伝え

られている。

佐渡金銀山総合開発計画

彼は佐渡 lζ 着く とまづ相) 11 ( 初め鮎)11) に陣屋を設け同行させた数名

の浪人を代官や既開発の山の支配や町室長行 ( C任じ，早速現地調査を進め

ると共に，石見，伊豆などの鉱山か ら優秀な山師( 一山またはー坑の支配

者。後の投機者の代名詞的の山師とは全く違う) 三十六人を招致し ，そ

の他同心などにするため多くの浪人を召抱えている。申すまでもなく ，

戦国時代から関ケ原の戦，大阪両陣などの度 IC志を得ない有能な浪人も

多く ，また彼の経歴の上からも ，乙れ らの人物を積極的に彼独得の優れ

た眼識によ り，多数採用した ものと恩われる。それは後の華々しい彼の

業績が，その人材採用の成功を物語ってお り，一代にして大を成す人の

格段の資質を備えていた。

彼の開発の企画は大きく相川町の都計を樹て移入資材の見通しを樹て

その関門に当てる柴町，材木町，下戸町等には番所を設けて，出入の商

船から返上 ( 移入税:t，{o) を徴する乙とを初めから定めて財源を確保す る

郎次村宮

佐渡のかな山この世の地獄

おけさ節IC歌われる佐渡のかな山は江戸の初期から金山の盛衰ととも

に数多くの話題を残している。その金銀山を開発して徳川幕府のドル箱

にまで仕上けーたのが，佐渡金山支配の任についた大久保石見守長安であ

る。乙の一見われわれに馴染の少ない長安が慶長十七年名古屋城造; 遣の

際の作事奉行の筆頭として，小郷遠州の上席 lζ 名を列ねている乙とや，

大J探川， 富士川 の角倉了以の仕事にも関係があり ，江戸城の御用石灰た

る八王寺石灰にも名の出る処を見ると，業界史話の内の重要人物の一人

としても ，見逃す乙との出来ない存在である。とくに彼の生涯はま乙と

に数奇を極めるの一語に尽る。

卑賎より身を起し幕府の加判の列 IC加えられるに至ったほどの傑物で

あったにもかからわず，彼は死の直後$ を車しされて後商乙とごとく詠せ

らるるという言語に絶する悲惨な末路 lζ 終っている。業界のー先輩でも

ある紀国屋文左衛門が歌lζ 歌われ子女の口端にまで上る成金振りの話を

残 しているにもかかわらず，その最後を知る人もなく ，史家の悶でもそ

の実在をさえ疑う人が多い乙とにも似て，史話的中心人物としては申分

• 

• 

• 
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と共lζ ，計画の実体を適確につかんでいる。また本土の交通の確保と孤

島の不安を除去するために，数多の船の建造をなし，その他民生の安定

のために金山の守神として，大山祇神，春日明神両社を歓請し ，また浄

土宗の大安寺を建立した。同寺は十二聞に十聞の本堂を中心にした堂々

v  • ケ

たる伽藍で所化百余人がいたといわれている。支配者の腰の据わった施

設に孤島の人たちの心の安定 IC火を灯した乙とは疑いない。

ζ のような施政に今まで「人家も 少なく山林竹木におおわれ鳥獣の ほ

か通うものなし，海辺 IC至りては僅かに波根多村とて五，六軒の百姓家

あり J ( 佐渡風土記) といわれていた相川に「依之他国より大勢来り所縁

を求めて，乙乙 lζ 住まん乙とを願う。それ迄はしかしか家居も不定，銀

山を稼ぐ者は其所lζ 於て，はへ木を伐り夫を以て堀立に住居を鮮へ，銀

山変れば又稼所! L 立て住居せり 則ち是を山小屋と云」ちょうど山奥の現

場の若手当初を思わせる。乙のよう にして間歩( 坑) 埋えるに従って台

地や谷々が次第に小屋でー埋まり ，慶長九年には奉行所も落成し ，諸国の

船の出入はいよい よ多く下町も町並ら しい構えとなり ，上相)11，羽田，

下戸などの部落を合せ，遂に慶安年中 ( 1648- 51) には九十四カ町の市

街地の形成を見る 繁昌の布石ができたのである。

乙の市街地造り の初め，現地で吉野造り とい う建方があった。谷間 IC

大木を渡し，その上に家を建てたものだという。乙乙で感心させら れる

のは鉱山開発の当初から 山林の伐採が禁止 され，留木，薪はもちろん建

築木材は遠く羽州圧内か ら移入されそのため初めから特に材木町に番所

があり ，税まで取っていた乙とである。材木の伐採禁止， 移入税，吉野

造の三題を並べて見ると ，鉱山の荒る先見が窺えるようで，原始社会の

ようなと乙ろと現在とを比較もできないのは当然ながら ，集中豪雨の被

害で今夏技術の問題より社会の問題であるなどと苦しい言訳を して騒い

でいるのと較べて妙な気がする乙とではある。

乙のような相川 の発展lζ 京町から新五郎町にかけては，三階作りも で

きたと伝え， i其比佐渡国 IC金山繁昌 して京江戸にも無御座程の遊山見

物遊女等充満した J ( 慶長年録) とあり ，京町は不取敢今はやりの佐渡

銀座であり ，世は将lζ 佐渡え佐渡え と草木もなびいたのである。問書IC

は諸国の人たちが来島して縞の財布をはたき国にも婦えれぬ者が十人に

一人は 出たといい，佐-渡!C渡って三年帰らなければ死んだもの として扱

う風習があったという。

越前国久世但馬守の領内ではそのために騒動を起したととが伝わって

いる3 原因には遊びの他の鉱山町らしいさまざまの紛争も多かったに違

いない。町はもちろん金掘の町が主で，山師の名を冠 した町が多く ，同

じく 関述工の大工l町( 穿子) 鍛治町，石如( はたき) 町などがあ り，家

大工の町長坂町もあった。その他商品名や役人名の l町などができ ，人口

も10万- 20万位と推定されている。

そのうちでも当時の鉱山経営の最も重要施策である遊女町が軒を並

べ，男の出稼人が多いので，衣食洗t 1il などのサービス業が非常に多かっ

たという。現在でも ，大現場では十分考えて見る価値ある問題である。

金 銀 山 の 経 営

佐渡鉱山は幕府直轄 IC終始し ，初め石見守は支配と いう 役名であった

が，後には奉行名となった。代理者 lζ 目代を置き，島内 IC三代官を置き

相川 町には町港行が任ぜられた。その部下として，幕府直属の直山には

支配の役人を配し通例奉行と称した。自分山( 訟負山ともいった) は請

主の鉱山経営の専門家たる山飾 lζ より巡営され，山師の監督や支配には

別に役人が置かれた。請山は一定の迩上( 税) を納めて一切を自己の責任

と経質で稼業されたのである。しかし 山そのものの調査も ろくろく科学

的にできなかった乙とでもあり ，いず、れの山も予想通りに運営でき たと

は思われず，そ乙 lζ さまざまな問題をはらみ，後世の人のいわゆる 山師

と称する好ましくない観念が生れる原因が続出したと とは察するに余 り

ある。佐渡のかな山乙の世の地獄の歌もあながち l虚でも なかった乙 とは

十分に考えられるし ，数々の話題の残っているのも当然である。

鉱 山 経 営 の 実 体

鉱山の経営の中心をなす者は山師で，彼らはその経営者である とと も

に ， 技術の指導者でもあった。直山はｾ行の支配下にあったが ， 実際 上は

山師が責任者で，その俸制は採掘高の分て・貰ったり ，後には扶持で働く よ
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うにもなった。

採掘量の大小に

彼 らの浮沈金掘

の死活がかかっ

ていたのは申す

までもない。彼

らは間歩の全責

任を負っていた

ので，危険負担

は申すまでもな

く，採掘成績の

不良の場合は必

然的 lζ 下部に損

筈が転嫁された

り，あるいは意

外な湧水や坑内

の事故の ごと き

!と遭遇すれば断

庖的な窮地lζ 追

込まれ，ときに

は後世の山師と

いえば，投機師あるいは詐欺師といわれるような行為をせざるを得ない

仕儀に追込まれたろう乙とも想像できる。

しか し鉱脈を掘当てたとき は，幕府の彼 らの優遇策も物をいってその

豪勢さは当 るべから ざる ものがあった。彼らは後 lζ 説く家康の山令五十

三条により ，野武士の扱を受け彼らが登山の際は馬，挟箱，若党，鉛の

帯同を許され，上下十六人の供を引率して通行 したものだという。また

屋敷も親類縁者はもちろんのとと ，配下の者を邸の周囲に集めたので自

然町をなすに至り，山師の名を冠 した町名が自然に多くなった。山師の

出身地は本土の山陰，近畿，北陸，中園地方から東北の南部にかけての鉱

山より梢開発の時期が遅かった関係で，公儀と石見守の顔でそれらの鉱

山から有力な山師が集められた。そのうち武士の出身者の多い乙と が時

代の特徴で集団作業に精神的な活がはいったとみたい。指導的知識人で

腹の坐った人の釆配に馴れた人物が乙の途lζ 入った乙とは幸であった。

山 師 の 下 部 組 織

山師の下部組織は「かなと」 である間歩 ( 坑) の鉱石を採取できる場

所( 敷) を預って稼き、をする親方で， i かなと」は自分の手下に大工

(坑夫，金穿大工) を使って山師に対 して，敷の稼業を諮負 っていたのであ

る。その関係、は院内の梅津政長日記にある「山師の金子は奉公人と相違

候今日まで山先所に金子に居候者も山先間歩あしく候へばよき間歩持た

る者之所へ付者K て候J というのが定めであった。業界 ( C存続する下請

制度であり ，その孫詰、という乙ともあったととを否定する材料もない

時代が時代であり ， しかも相手は自然物の鉱脈であり， トラフツレの続発

は想像lζ 絶するものがあったに逃いない。

幕 府 の 鉱 業 政 策

次! と幕府の鉱業政策が，その後の鉱山はもちろん類似産業におよぼし

た著るしい影響( 特に土建業) について触れておきたい。

わが国の鉱業は，戦国時代末期の大名たちにより熱心に開発を見，偶々

輸入された海外文化の刺激を強く受入れて著しい発達を見るに至った。

ついで秀吉の天下統一が成り ，有名な大| 刻検地によってわが国鉱業の全

貌が明らかになるとともに，彼の積極的な開発により劃期的な金銀を主

とし た諸鉱産物の増産を見るに至ったのである。

彼は主なる鉱山を直営とし( 註，多国金山，中瀬，生野鉱山院内金山

等) ，その他は諸候にその開発を委せて公儀のものとして，一応献上せ し

め一部を返還してやるという方法が取られた。いわば必要あるときは ，

いって、も公儀のものとして鉱山を回収できるように配慮していたのであ

る 。 ( 次 号 に つ づ く )
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日 本 建 築 協 会

月間の動き

口 昭和43年 2 月分 口

通 常
総 . 6 . 1  

=  

28 日 4  l1!j - 5  11与 於 会 館 集 会 主

11¥山.r， 点 畑 会l止ほか22名

議 'Ji (1):J.:: ，:A ＧＱｾＱＱ 改 ｉｌ の ＱＧＱ ・

(2) 名作会μi fUi l;のn

ＨＳ Ｉ 名作ｊＡｾ会 ｕｩｦｴ Ｉｦ［の ｮＮ

(41監 'J( 1  i ' ，巡与の1'1'

Ｈ Ｕ Ｑ ｟，ｦＮＺ ｾＺｍｲｊ 品評ぷｌｊＮＮｩ￮Ａｩ ) 詳の'f!I:

(6 )役μ ' I l 任ノ魚沼のf i :

評 議 員 懇 談 会 ( 技 術 部 門)

5 日 5 時 半- 7時 半 於 会 館 集 会 室

l1l ｊ ，ｾｾ＠ 1';' 森川正ド議日会副議民ほか評議員

10名

Ｒ 月 ｉｊｉｾｈｴ の総会における監 ιｊＨ 並 ｉζ 技術部川選出

評議B . i尖補. r ，の推せんについて恕淡協議

理 事
.6‘  

=  

7 日 4 11年- 5 時 於 会 館 集 会 主

山内者ょf . [ 畑 ，塚本正副会長ほか 9 Jill 't( 

片手京都文郎長

議・JJ (1) i 通常総会IJW催 の 件

(2) 定H与評議員会開催のf i :

ＨＳ Ｉ ｉｾｪ 和 ＴＳ 年度 Ｚｧ の叙勲伎十 ｩｬ￬ 者惟せんの ｦｴｬ

(4 ).ill築 6 凶体共催似事j、i JJTSlζ 協) ] する悠

投資材脳J ｉｊｉｾ 催の件

Ｈ ＵＩ ・ ｊｾ 務局職 ｄ ＮｩｬｩＡ職の件

(6)1 ' ; - 年住築家特集号の選後I委員会設置の件

(7) 人退会者承認の件

ＨＸＩ 報告 ｬｾ 羽

主 記 理 事 会

5 日 正 午- 1 11与 半 於 会 館 3 階 会 議 室

出席」雪佐野主幹理事ほか 2 理 事

議 lF( 1)細則一 郎改正の干| 二

(2) ・J( 務};;jw' 程改正のf I :

編集理事会

7 日 311寺半- 4 1時 於会館集会宝

山 防 省 政 問 主 幹 理 事 ほ か 4 理 事

議・j五 1']- 年建築家特集号の選衡委員会設[ 泣 lζ つ

いて

編集理事会

28日 31時- 4 11年 於 会 館 集 会 室

山内省 中村，佐野ノじ委主11ふ 政 問 編 集 1 m

lJCほか 3 編 集 理j ん 長 谷 川 委 員 長 ，

河野常任幹事

議 事(1) 次期編集委日長推せんの件

(2)]';- 年総築家選衡委員会の件

主計理事会

29日 2 時 - 3 時 於 会 館 3 階会議室

出席者促本主将J ! J ! Ｇｊｾ ほか Ｒ ｊｩｬｬｾ

議 事 附 有143年度収支予算: i : ! 検討

| 建 築 デ ー タ シ ー ト 編 集 委竺

編集幹事会

1 日 51時半- 101時 於 会 館 集 会 室

出席者 rll 原 ，松村正副委員長ほか 4 幹事

議事( l ) m2回以降の渇依依頼会社の確保とその

方法

(2) シートの編集万針( デサ. イン分科会より

の提案)

(3) 各編集グループの作業内容

(4)出版行程

(5) そのほか

編 集 A グループ打合会

6 日 5 時 半- 9 時 於 会 館 集 会 室

出席. r，' 凶川幹 ・ ｊｾ ほか Ｒ 委員

議 事 l京杭調整作業

原稿打合会

8 日 11時半- 511与 於 会 館 集 会 室

出M';.[;. Ｇｾ ｾ ￧ 武幹 Ｇｆ ほか Ｒ 委口

拘伎会社関係20社

議事 Ｈ ＱＩｭ ・ｼ員ｾ制，執本ｾ制について

(2)供乍項口と内科に ついて

(3Wn; ':j 〆切につい て

編 集 A グループ打合会

12日 正午- 311!j 於会tni 集会室

出席{ ' i ' ｲｬｾ 川幹 Ｇｊ￧ ほか Ｓ 委 ｄ

議 'J( (1) 次 Inl A グノレープJ t l "'1の掲彼依頼会社の舷

保と .Jirl について

(2) 次回発行シートの執乍項口の決定

(3) 次回ゾート先行 ICI 、ドう作業内符と円位lζ

ついて

(4)そのほか

編 集 C グループ打合会

12 日 3 時 - 511与 於会館集会主

出席. r ，. ｾｾ原件 Ｇｊｩ ほか Ｓ 委ｌｊＮ

議 事(1)!:l' l 4 同発行シートの掲岐依頼会社の確保

lにζ ついて

(侶2)げJ旦、吋1νJ l

1岬制編百1災iねi クグ. ノルレ一プのシ一卜発行 lκζζ I伴i

3業長内守手符; ヤ手と口 4住エ lにζ ついて

(3) 執筆ru口の決定

(4) そのほか

委 員 会

15日 51時半- 911年 於 会 館 集 会 主

i品川';.{' i' IIJ}京，必村正直IJ 委 tll 乏ほか 9 委II

議ｾｪＺ［Ｚ Ｈ Ｑ Ｉｊこ Ｑ 五日 ｉｊ 発行 ｊｉｾｩｲｲ［ について

(2)1LII 版行伐について

(3) 1 { ，，¥峨依頼会社の縦保について

Ｈ ＴＩ 縦ｾグループの作業内容について

(51そのほか

石工事打合会

15日 11時- 21時 於 会 館 3 階会議室

出席者 篠崎幹事ほか明治大理石( 掲，依会

社関係)

議 事 石工事に関する執宅項目などについて

執 筆 打 合 会

15 日 l  時 半- 311寺 於 会 館 集 会 室

出席省 - g ' 武斡事ほか l 委員

掲，1長会社関係 12社

議 ｌ ｪ￯Ｈ Ｑ Ｉ 掲， Ｑ 武Ｚ￦制 ・ 執ＱＡ ｾｾＱ 司について

(2) 執市立iドl と内容について

(3) 原稿〆切について

編 集 C グループデザイン分科会

19 日 51時- 811与 於 会 館 集 会 主

山町 i!i Ｈｉｾ 原 Ｎ 池111斡ミドほか 4 委D

議 lfl 金属工LJJ ，. i l l 共工学に| 刻する執市工点目 ，

割イJ の体裁についてそのほか

編 集 D グループ打合会

19 日 5 時 半- 8 時 於 会 館 集 会 室

/l ¥)，I'; 必 松村長IJ 委只iえほか 3 委口

議' ] H1) WＷ 副発行・ノート掲， Ｑ 品依頼会社の ＤＧｊｾ 名状

況と対策について

(2)発行順位決定

(31シートブモ j f l C{ 、ドう作業内容と日程につい

て

編 集 A グループ。打 合 会

21 日 i 正午- 8 11!j 於会館 3 階 会 議 五

:l¥J 市(' ; ' 必村扇IJ 委 .L1l 乏ほか 2 委員

よ必 ｊｾ nn; ':j 校 l正作業

編 集 C グル ープ打合会

22日 511与半- 811寺 が会館 3 階 会 議 室

H¥J ，i'; .{'，' ｾＺｩＡｊｊ［ｩ｜ ＧｩＧｦ Ｇｊｾ ほか Ｒ 名

ru，1占会社関係 l 社

議・J(( 11説明会について

(21金 J;J!" . i l l よ' " 工事シートの内界項目決定 lζ

ついて

(31そのほか

編 集B グループ打合会

22 日 611年- 911与 於 会 館 3 隣 会 議 室

II¥J ，i'; .r，・ 1主的件事ほか 3 1ノ，

ぷ Ｇｊ ￇＨ Ｑ ｩｊｊ ［ｩｾＺＧＺｉ ， ｊ ， Ｇｈ 在につい て

121シート叙り (i{g保lζ つい て

131制. ! t 作去について

原 稿執筆打 合 会 ( 金 属 工 事)

24 日 1時 '''' - 21時 半 於 会 館 集 会 主

/1'，)，町内 似，1長 会 社 交 官 I!n 長ほか21社

委μ 会 ｗｉｊ［ｩｾ 作・ ｊ＾ ほか Ｑ i'， 

l議目Ji l11ru械 製剤刊について

(21'1;1(下Ju ll と内科について

(3W;ifl:J 締切について

正副委員長打合会

28白 正 午- 211与 於 会 館 集 会 主

I  L¥J S'; .f.' Jj 1  J); ( ，必村正副委μ j 乏

i議 事 予算定について

出 版 委 員 会

建築の基礎工法編集委員会

2 日 611与- 811与 於 会 館 集 会 室

山席者 山hJ 委uムとほか 6 委 員
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議事(1)執筆現状と乙んどの編集方針について

(2) 出版行程について

(3)そのほか

鉄骨デザイン出版記念会

8 日 61時- 8 A寺於北7 l <

出 席 者 賛 助 会 社 八 幡 製 鉄 ほ か 5 社

委 口 会 鷲 尾 委 員 長 ほ か12名

| 編 集 委 員 会

作品作風小委員会

2 日 5 時半- 8 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席省 出江主査ほか 3 委員

議事(1)今後の作品作風欄の侯補作品調査方法

(2) 郎市のアクセサリー特集号用写点撮影の

件

都市医療施設特集号編集幹事会

15日 5 時半- 9 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 栗原特別幹事ほか 3 名

議 宇 都 市 医 療 臨 設 特 集 ( 6 月号) 企岡

委 員 会

16日 4 時- 7 時於会館集会日差

出席者長谷川委員長ほか 7 名

議事 1)3 月号 50周年記念事業記録号経過報告

(2)4 月号 幼児施設特集経過報告

(3)5 月号一教育施設特集経過報告

( 4) 6 月号 鶴市医療施設特集企画

( 幹事会案をもとに)

(5) 7 月号 都市交通施設特集幹下会の件

(6)f 4 ' 年建築家特集選衡委員会の1 ' 1・

(幹・F会の報告)

(7四市のアクセサリー特集資料必m

( 作品作風小委員会報告)

(8)シリ ーズものについて

(9)委員交代について

uo広告企画について

(1]) その他

常任幹事会

16 日 71待- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 長 谷 川 委 員 長，多拶j幹・J}

議事(1)次期編集委員長のすいせんの件

(2欣期編集委員の件

技術の頁小委員会

20日 51時半- 7 1時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 I柏原 j 三査ほか 2 委員

議 事 技 術 の 氏 の 5 月号以降のテー 7 と執1 I 者

について

し 住 宅 委 員 会

よろず相談住宅展小委員会並，総務小委員会

7 日 5 時半- 9 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 岡 橋，泉谷，坂井，山本，吉岡各委員

議ゴ1(1)第 5 回「よろず相談住宅展」の Itlj 準備に

ついて

(2) 次回委員会の議題について

委 員 会

13日 51時半- 81時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 岡橋，泉谷正副委員長ほか11名

議 事 第 5 回「よろず相談住宅展」について
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そのほか

住宅展打合会

22日 6 時半- 8 時半於西阪神ピノレ

出 席 者 阪 神 百 貨 庖 側 寺 田 部 長 ほ か 5 名

委員会側岡橋委員長ほか 7 名

第 5 回「よろず相談住宅展J の会場計画その他

について打合

教 育 委 員 会

鉄骨権造設計講習会反省会

27日 正午- 2 1時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 講 師 鷲 尾 健 三 ほ か 3 氏

聴 講 者 上 出 秀 雄 ほ か 5 氏

大阪会場での講習会全般についての怠見などを

聴き， 地万都市で、の議議内容の検討

建 材 委 員 会

委 員 会

27日 3 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者香取副委員長ほか 5 委員

議事 軽量気泡コンクリート版について

事 業 委 員 会

想親会小委員会

21 日 正午- 1 1時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 尾fむ副委員長，平田幹弘打後委員

議事(1)創立51周年記念日の祝賀会の件

(2) 役員委員( 含創立50周年記念事業委員)

の慰労懇規会開催の件

委 員 会

27日 5 時半- 6 1時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 山本， 尾fU，山野副委員長ほか

6 委員

議事(1)次年度委員会委員について

(2)創立記念日の tj(; 長企阿について

(3) 役員委員( 含創立50周年記念' J j : 業委員)

の慰労懇親会の企画K ついて

(4) 4 月- 5 月の事業企画について

| 法 規 委 員 会

委 員 会

28日 5 時- 71時 於 会 館 集 会 室

出席者佐野委員長ほか15名

議事(1)建築. 1 J ; 準改正問題

(2)込反建築問題

表 彰 候 補 者 詮 衡 委 員 会

9 日 正午- 1時 於 綿 業 ク ラ ブ

出席者中沢委員長ほか 2 名

大阪府知事表彰候補者推せん lζ ついて協議

見 学

. 6.  

=  

清酒白雪の四季醸造工場 (富士山 2号) およ

び西宮工場見学会

設計 ・施工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

23日 1時 - 5 時

参加者 43名

株式会社竹中工務j芦ど提供による貸切ノミスにて

見学

習 会 |

鉄骨構造役計講習会

9 日 91時半~午後 511寺半

於大阪科学技術センタ - 8 隣ホー ル

聴治省 402名

議日市

鉄骨時治の巧え方

工 学 時 上 鷲 尾 健 三 氏 ( 大 阪 大 学 〉

構 造 計 画

木H . I 幸夫氏( 大 林 組)

構 造 設 計

長U.I 正雄氏( 大阪建築事務所)

断 (flj 算 定

古 川 迷 郎 氏 ( 泉 設 計 ボ 務 所 )

鋼管構造と rd接設計

E 林i Mi t 雄氏( 日 i 11i設 計 )

• 

6 団 体 共 催 建 設 資 材 展

事務局打合会

9 日 111与半 - 311年 於大阪II 設会館
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*J;r 本 社 東京伺l 千代田区大 P 'T 2 の 8 1 f 1 : 地( 日本ピル)

Ｑ 包 Ｑｾｬｲￎ 東 京 ( 270) 7  4  1  1  Is: ((¥: 必)

札悦市南太通凶4 ｊｬｉｬｾ同地丘鋭ピル Ｎ世， ｬ Ｎｲ ｩ 札帆 ｾＵＷＵＶ
てを 沢 rli ｉｾＧＺｪ＠ I吊] 開 r 2  I普← [ - -6 ｾ［Ｍ Ｇ， Ｈｕ ｩ［ 令 ｉｊｾ む ＲＰＷＴ
ｾ＠ .. ｾ＠ JI: rI'i (1卸. ; ; 2 の i '，{[; :;i; ri. i  Jf ￯ｾ＠ 24:i6 

松 d1 2  n干 r  9  '，fi. lIi ι:i 怯ぽ S195

1品) 111 d， 大 fJ¥ :1 8  () の 1  ・世，l/; 1話l山 24 :>486 

f山 t i :Ji ， ｾｓ＠
ヰ ｌ 中 ｉｾＧｩ［ｾＭｾｉｩ Ｎ斤

宣 ｴ［ＡｾＧｩＺｾＭｾ 揃
似 J!: ，'L' ，';匝所

，:':it.公&' B%h叶

!話) [ l l m' ; 民，ifr

• 
名古屋支1苫
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空 調 設 備 の 頁

生・消火設備

工

暖冷房・給排水・衛

設 計 施

暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

設 計 施 工

品 4

-← 
妻害1Ｖｾ＠高回

森 野 工 務 庖
株式会社

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番 地 ( 新 阪 急 ビ ル 8 階)

屯 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大阪支庖

電話 ( 361) 附 6571

1電話( 269) 2833- 4 

大 阪 市 北 区 菅 原 町 7 5  

東京郎新宿区新小川町 3 - 3 2  

本社

支庖

ヰ土本

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

Ci'!!U. 空気調和縮、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・ 施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

• 

社

大阪市内区京町峨 1 T  Fl 6  2  ';(;:;1，' ; (443) 代表8161- 9  

:1'，占 hl 市中村区水主町 l の 1 2  '，IL話(541 )0966(551  )1655 

京京都北f > ' 1-. 卜条 1丁目 9 番22号 泣 訴 (900) 5  1  4  1  

神戸 rli 生m区北長狭通 7 丁目 l の1 i(;:;; i; (34)  1778 ・4386

Jk ｽＺ，ｾ＠ 1' 11 袋 町 6 帯 4 号 泣 話 (47) 7575 '  7588 

A

Q

一

A
式ネ来業工田山

本 社

主 ｉ［ｾ

tl¥ ｾｊｾ 戸ｩｦｪＭ

大 阪 市 北 区 堂 品 浜 j必 1 - 2  5  ( 新大ピル)

'i lI Jii 大 阪 ( 344) 1  5  1  2  ( 大代)

社 東 京 初 中 央 区 日 本 締 本 石 田r4  - 2  ( 三井第二別館)

!万 東 京 ・ 名 古 屋 出 張 所 九 州|

均 J埼 玉 県 北 足 立 郡 ・ * 京 郎 足 立 区

本

支

工

空 気 調 和 設 備

せ計施工

換気・除塵設備ロ

く哩哩胆コ

理 研

大 阪 支 底

本 社 ・ 工 場

東 洋 烈 工 業 織 式 会 祉 大 阪 安 信

T  E  L  ( 443)  8  0  7  I  

T  E  L  ( 562)  I  3  5  I  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡

-ー

空 調 事 業 部

古

General  E lectri c  ( G ， E )  1' 1: 製

冷U1房機「ゾンナ}v/ ウェザートロシJその他各種冷暖房機

iJII¥.7Jくボイラー r/ 、イテンフ。J (I J4H¥WEBSTOf H HI什){H' J)

名庖支

西日本総販売元

I - L I ム，_ . u_ .:r:r:. . J . .<I- ---1l. . 1九- ' -，

右 怯 ヲ ノ 雇 林 氏 支 柱

大阪市北1><: .t松IIrr3 - 56( jltj 天満ピル ) '，!L.1I 1号 (364 ) 2238( 代表 )

ｾｾ＠ );( r.t l  ' i ' 火灰 :111 ｌｾｾ＠ J; ，lj  1 ー 1 0  '，[e"，f; ( 551) 1079 ' 1617 

7'. ，Ij Jせ rli Ifj 1><: 大磯i l ! i 2 ー 7 '，[e，出 (821) 3  5  5  8  

八 中 市 浜 市 大 !P: 田r 3  ..tZ.，i.fj 八幡浜 514 ，1  4  

本 社

東 京

名 古 屋

四 国

会 社

ヰ土

四日市営換所

津 営 機 所

鳥 取 営 機 所

⑨ 

本

大 阪 営 業 所

2舎町震H副 S

ーa: .. ・.，.，.
，園、、 u[ i 羊キャリア工業( 株) 製品販売庖 ・特約 工 事1苫

∞ 日 本 冷 熱 工 産 株 式 会 社

ｾ＠ 本 社 及 大 阪 営 業 所 主 取 駅 務 引1U型TIl lピルJ

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・ｾ可Ｚｾ・ ｊｉ :1 : 1 

<1'M'" 
給 ・排水・衛生 ・消火・暖冷房設備

株 式

吉 社
西原衛生工業所大阪庖

電 話 大 阪 ( 458) 3151 番

印 ・ N，¥ 問

エ レ ベ ー タ ・リ フト ・カー リフト

計 ・ 製 作

壬J1.

日又

j E 湿 度 調 整 装 置 ・冷 暖 房 ， r輿 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチールアルミ- サッシードア- シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

鍋 機 株 式 会 社

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 5 - 4  5  ( 興銀ピ Jレ別館)

電 大 阪 代 ( 202) 7  7  4  5 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

1 l l : 東京代 (901) 3  1  9  1 恭

東京高11; 住 区 西 麻 布 4 - 15- 23( 第 5 興制l ピル)

電 東 京 代 ( 409) 0  1  5  1 番

屋 ・仙 台 連 絡 所 福 岡

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都市南区間九条ｾＱｉｉ Ｑ 町 Ｒ 0 帯 地 の 1

f立添 ( 681) 5  1  0  1  - 5 ・夜 間l専 用 ( 691) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 備 筋 1 - 37( 天 満 僑 北 詰 )

ｾｉｔ 舌 ＨＳＵＲ Ｉ 3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ③7431- 3  

ｩｉｾ市栄町 ｔ 2 ー 1 1  1  包 括 ③ 3 6  1  0  

鳥取市品治町鳥取農協会館内 包 括 ( 22) 4477 

大 阪 dO，淀灰 'I'dtr有illH丁 1111

ｈｾ＠ ';k (i， 片 = 京

工

給 水 衛 生 空気 調 和 設 備

設 計 施

社

A

A

玄式株業エ山平

長 尾 正 大

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 六 (天 六 阪 急 ピ ル ) ( 351)  4927代

4540 

大 阪 営 業 所 ( 351)  4927代 サ ー ビ ス 事 業 所 ( 328)  0364代

東 京 営 業 所 ( 822) 0995代 工 場 ( 328) 0363代

地

平

2 丁 目

( 443) 代 0 3 3 1  

f昨2  

ム

t_.J 

ノ I、iJ J  

大 阪 市 西 区 江 戸 堀

屯 話 大 阪 ( 441) 代 1 9 9 4  

平取 締 役 社 長

• 
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社

電 気 設 備 ⑤

気 株

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

大阪 市北 区中之島 3 の 3 朝日ビルディング

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

t_ 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 り 4

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

京 都 市 中 京 区 西 ノ 京 中 合 町 2 0 の 1 1  

T E L 代 表 ( 811 ) 9  2  9  6  

A

Q

Z

 

設計施工

式電陽

ヰ土

営 業 所

営 禦 所

朝

本

• 電 気 設 備 工 事 設 計 施 工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区品開備五丁目二八番地屯“ 主大阪 (202) 0325- 9  ｾ佐

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 l 丁目 4 番 地

支 社札 ｲｾ ｬＧｴ . 仙 台 . ) L ノ 内 名 古 屋 ・悩| 話l

出 張 所 旭 川 ・白 河 ・1黄 浜 ・静| 凋 ・富 山

• 

社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 JJ j( 11ミI玄n 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

7日 lilt 大 阪 (931) fi: ぷ 7 3 4 1 - 5

0 3 8 8 ・2 1  9  3  

大阪市城東区野江東之町三rl l 一一 泊ぷ大阪(則1)7∞4

4? 良県 iJi rrWdii 前l問j且り 3 6 0 '，"II ，lli( ，卸r' 庁② 2ω7. 4259 

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区柏里町T 1 γ 目 1 1  0 番 地

1'It 骨 舌 大 阪 (472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東京都品川区西五反田 6了目 25番11号 ( 福 島 ビ J レ)

電 話 東 京 ( 491) 1746 (492)0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

1 ' I t 館小倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

社

l苫

営業所

会 社

設 計 ・施 工

A

Q

一

A
式

本

支

株

司'

と
一
川

電 気 設備 の頁

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会 社

取締役社長 浅 海 正 雄

本 社 大 阪 市 北 区 芝 松 岡r /  f 日 2 2  

日 Ｑｾｬｦｪ 大阪 ＨＳＶＲＩ 8  7  
。

l  

東京支社 東 京 nl S 港 区 赤 坂 l f l d 5 1ff 7

，'Ii: ，!，f; (481)  8  6  2  i  { にぷ

主〈 r，l  名 ーに2 1"El ヰL 中見 判11 !日l

-;:¥' ｾ長所 旭川 ・ 悦浜 ￜｾ 総 ・ 姫路 ＱＮＮＱ 訟

電 気 工 事 設 計 施 工

工 藤

軍弔事、
企ヌiri. ネ来 式

-d- .  

ネ土:z:ミ

取 締 役 社 長 西 村 庄 市

大 阪 市 北 区 野 崎 町 六 九 電 話 ・大阪 (313) 代表3456

東京支庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 二 丁 目 十 二

定 言f， (553)  
。。

1  l 代 表

営 業 所 名古屋 ・神戸・岡山 ・倉敷 ・広島・北九州

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

た栗 原 エ 業 株 式

.6、

社
A  

取 締 役 社 長 栗 原 信 英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  
。

1  ( 大代)

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・広 島 ・九州、| ・神戸

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 一 血i 社一
一

代 表 収 締 役 林 敏 夫

本 キ土 大 阪 市 北 区 紺 笠 岡J 5  0  ( 堂ピル 7 階)

'-LII ぷ ⑩ 3 6  7  l  ( 代)

支 庖 東京t ，[ l 中央区日本僑箱崎町 3 丁目 2 番地

，'l[ ぷ ⑪ l 4  7  8  ( 代)

出 張 所 111 崎 - 相 模 原 . ey . 払i LU 

電 気 工 事

定 骨

司，本

資 材 倉 庫

奈良営損所

中

本

群出張戸斤

電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 岡T 五 O ( 堂ピル三階)

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東京都中央区明石田J 6  - 2  3  ( 辻孝ピ J レ)

包 括 。42) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 ニ O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 . J : ! ! I . 市・高槻市・姫路

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ 富 士 電 業 株 式 会 社

社

電 気 ・嘘 冷 房 ・ 空 間工 事言宣言十施工

宝ro 

)主

大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 (541) 0564- 7 ・7148- 9

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

中田取締役社長

ネ上イ玄

キ土

宇土

本

支

営業所

営業所

市神出張所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気

電 気工 事 ・計 装工 事 ・設 計施 工

• 

A

S

A

 

取締役社長 山 本 永 造

社 大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京都港区新橋 5 - 3 4 - 6  相馬ピル 5 階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大 阪 南 北 海 道 名 古 屋 - 四日市 ・福 山 福 岡

商

本

東京営業所

社

大 阪 市 北 区 得 ケ 枝 問J 5  6 番 地

電 話 大 阪 大代表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・ 神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・京 都 ・草 津 ・ 静 岡 ・ 水 島 ・ 福 岡

〈
云気 工 業 株 式

今 村 騰

号吾、

宅，

取締役社長

中 央

社本

所張出

支 庖

営業所
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奉 仕 感 謝 の 庖

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

• 
サ ン エ ス

s s s  タイル新発売

( カタログ進呈)

⑪ 容 PR芳界8 禁制住居

Standard 

-
Board &Sl ate 

4・

Ｑ Ａ［ ［ Ｂ ｾ 均 一Ｂｔ＾ＭＢ事担田園・・・・ ｎ 冒

J .I" ::'I 'p_ .. ＱＷ￘ｾ＠ "'yf' :吾 同 事 =

ｾＺＺ［ｾ Ｍ ［＠ 宵古川 、刊'. 1

誠治ザ 民主主J t: .; "  

フ タ パ 署 板

建 材 ・ そ の 他 の 頁

窓掛、鍛帳、日際、壁紙 室 内 装 飾 級降、舗床材一般

東洋リノリュームの東リ' 1 1 - ぺ. . ，ト発売元

亀 井 社株

A

Q

一

A
式

大阪市東区南久宝寺町四丁目 ( 心斎橋筋)

電話 大 阪 ( 251) 1353 ( 代) - 6 ・9996

⑩ 
ト弓 1 ・ヒュームヤま

べン手し一?ー・ミ〉ホーjレ

株 式 会 桂

三 幸 商 曾

大阪市北区与力 IIIT一 ノー O

-;JZ話 大 阪 (358) 4  0  3  1  

営 | ・ 内 念 車 内 ゴ ー レ ッ ク ス 防 水

業 |・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

品 | ・ 樹 指 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

目 | ・ 樹 指 蛭 石 エ パ テ ッ ク ス 吹 付

本社営業所 ・大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 包括(702)代7814- 6  

特約代理庖・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・ 広 島 ・今 治 ・稲 岡

Z 手1 ，; .， .. ;;， 3. j・ロ: 主力ーベーョト
- & はナイロン 100% の.f ill 1 ; ですから弾力性に富み Ifl耐 久 力 に 優 れ て い ま す 。

施工用・ ・・・… ・・・・・2 ーロコおーベ・3 ト の独特の品質を特別な裏ゴム加工を

施して工事用に合理的な価格で作り上げました 。

デラックス .. . .ースベリ止め加工、重量感のある涙・華さ 。

ス タ ン ダ ー ド … ・・ 裏は板ゴムで特に工事向の価格。

ぬ 大 誠 化 工 株 式 会 社 州 大 町 一 1 了 … 湖 ビル) 制 ( 06) 261- 5716( 代表)U- L ON

! 昌弘主スベコチレート|
ある人が云いました… … 新幹線列車を想わせる… … と

ただしそれをマネたのではありません

当社はそれ以前、既に開発して居ります

屋上自然換気装置はこれでいこう

建物の外観をグット引立てる

全くすばらしいデザインです

そして効率は抜群です

• 
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持 許 ニ ッ ポ ン 防 水 液

ニ ッ ポ ン 防 水 液 B 号

ニ ッ ポ ン 急 結 液 壱 号

ニ ッ ポ ン 耐 寒 剤

ニ ッ ポ ン 防 水 目 地 材

ビ ル コ ー ト

標準包〆ント防水剤

。3

曲目i

近代建築の要求する

• • 製 造 発 売 元 責 任 施 工 • 
震 111イ色券( 7)

もメント吻刊に

ZE 黒 川 化 学 工 業 所

本底工場神戸市東灘区住吉町反高林 T E L 自512723 

N. G. C. i t  

米 国 パ ブ コ ・ ア ス ァ コ ン パ ンド l 目 肩 書

米国バイヤーライト- ァレ コンハ ンド j

各 種 シ ー ト 防 工 事 責 任 施 工

新 防 水 材 リ ベ ッ ト ル ー フ 責 任 施 工

内外互業株式会結

工場 大 阪 市 東 住 吉 区 桑 津 町 3 丁 目 16番 地

ス チ ー ル

) 7) レミ

ス テ ン レ ス

サ ッ シ • ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シ ャ ッ タ ー

• ド ア ー ハ ン ガ ー

ベネド¥) 1'; .11.1々々

肘 可

套22 三 高 製 作 所

米 特 許 /1¥ 1実 武

ステンレス・アルミニウム

防火シャ" ，9 -

設:
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建 材 の 頁

特許 岩元式ベンチレータｾ
( 電動式並固定型各種) I  

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置

陸屋根防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

前回 ＷＱｩＭ 陪ｾ帯

マーフ エク ト な 紅 法 苧 ヲ q イ ト

奥山化工業株式舎社

東 京都 中 央 区 銀 座 商 8 - 3 電 話 (571) 2703- 4 .  2370 .  4064 . 0264 

大 阪 H!，'j G  所 大 阪 市都 品 区 都 品 中通 り 5 - 4 電 鯖 ( 92 1) 2497 

名 占 他 出 張 所 名 古 島 市 南 区 若 草 町 3 3  電 階 ( 811) 3660 

( カタログ進呈)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅1

新型 換気塔 S Fスーパー { 換気扇の能力を倍増する j

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

岩 元 工 業 株 式 会 社

阪市東成区東今里四丁目 40番 地

電 話 ( 981 )  0 6  16 - 0 6 1 8  

キ 寺 許 ・ 耐 酸 ・ 耐 ア ル カ リ ひ ふ く 鉄 額

. 法 定 不 燃 材 の 屋 根 長 尺 現 地 成 型

フゲス j二も/ 熱 jご ι

函設・薬品 l三 も

大丈夫で‘ オ

ｊｴ ｉｊ 工ミ ｊ 弓 ｊｾ 二ｉＮ Ｙｊ ｊｴ
- 永 久 建 材 の 趨 ひ ふ く 鉄 板

スーJ¥: ・Jt ' J1レヲル克明ル ( S PM)

b 弓ースーJt- J1'JIν 1) ) . s9J . (C S P M)  

. 責 任 施 工 ・ 型 録 送 呈
. 新 時 代 に マ ッ チ し た 各 種 のカ ラ ー 製 品 が あ り ま す

7I
I
J  1  !J Jj ｊｾ ポ』別 ｢ 製造株式会粧

本 社 工 場 尼 崎 市 大 物 北 口 電話 大匝(481) 8085- 9

大 阪 支 庖 尼崎市北新町 4 - 41(古川ピル) 電話 大匝(481) 8085- 9

E 京支直量工場 埼玉県車市東町 2 - 2 0 - 4 電 信 車(32) 31 15- 7  

宣 車・出 彊 南 郡山・八幡・名古屋 ・川崎 岩国・宇部・揖岡 敦賀 三面 復晶・植山

gニコtge m a  

送 風 機
営 業 品 目

株 式 会 社 谷 山 銭 工 所

• L  A  F) Iヲ リ ミ ッ ト リ ー ド J bH，l ff:民

・V A  F) I ラ，，] " 変式 '1!11I 流 送 j瓜 機

・S A  F) I ラ スト リームライン J bH1ff:民

• C  A  F) Iヲ ili 心 式 1')'[' ，，"'1

0  

'I !III 流 活 )!. H 機

(  l. 'J'  ，ll )  

本 社 工 場 / 大 阪 市 械 東 区 聖 子 江 東 之 町 二 丁 目 一 番 地

話 大 阪 ( 9 3 1) 代 7 8 0 3 - 9

東 京出 張 所 / 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 丁 目 六 番 + 七 号

話 東 京 ( 8 1 1)  3  4  3  5 ・ 3 4  4  0  
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sss混合プラスター( 上塗用・白色)

‘・・・・・・・・圃・・・・・E

、

、-
sss プラスターc ( セメントモルタル下地用)

、.

sss プラスター p ( ペイント下地用・金鍾仕上)

sss プラスター SP ( 発泡軽量コンクリート下地用)

建 築 用 美 術 工 芸 用 各 種 焼 石膏

サ ン エ ス 石 膏 株 式 会 社

本 社 姫 路 市 神hl 町 4 丁目 77 T E L  0792 ( 22)  3837- 9  

東京営業所 点京都新約区京大久保町 1 の331 T E L  03 (351)  6962 

中部営業所 瀬戸市首場町 113 T E L  0561  ( 82)  9185 

大阪営業所 大阪 d1丙区江戸堀 1 丁目 24 T E L  06 (441)  0094 ・5375

姫路営業所 航路市神屋町 4 丁目 77 T E L  0792 ( 22)  3837 - 9  

福岡営業所有，¥1判di 七 限 282の 3 T E L  092 (82)  9419  

ボード用プラスター

、.圃・圃・F
E  

⑧ 
.・・

/  

• 
⑨ お 部 屋 の ム ー ド は 壁 材 の 美 し い 調 和 で ・ ・・・ ・・. .  

建 設 省 建 築 研 究 所 試 験 合 格 品

(  .  H i 織 制 { t:tt 付
- チェリーコート - マ マ ウ オ ー ル - ほたるかベ - 爵 香

- い す
ｾ＠ マ 台、ベ .  / 、.  

ビ ロ ン • .i 、 く よ か べ - 清 流 - 金 蘭

- カ セ ロ ン ウ オ ー ル - パ ー マ エ ー ス - あ あ lナ - 錦 上 壁 K H 品島町11 "，t  H  

- スーノ〈ーウオール .  !崩 雲 コ コ - 蛍 光 壁 - 龍 鳳

- セ ン カ ウ オ ー ル H 倣 副L "l H  - 明 光 壁 - 日 本 壁 - 金 龍

- あ け lま σコ - 錦 上 壁 - 目白 手口 壁 - す ず ら ん
タネ "，t) 

- 新 興 壁 - 大 阪 壁 - 新 日 本 壁 - 桃 山 - 大 手口 壁

( 1; 心 火 繊 純 明 村 と し て ご 飢 川 の 筒i は I..dじ，fij "' ，¥にシ ンケン| 山火舟IJ をIit 人 の こ と )

. シンケン| りJ 火舟IJ ・防$1!1斉IJ エ パ コ ン Ｎ 耐 ｩｾ ， ｕｾ リオ トン ・化'γ: 糊 ス ー パ ー シ ン ケ ン 約J ( 令 IEI 1' I f ，ill 材 J，li にイi )

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所

大阪 dil 川|メ:IILI ツ 怖 T  E  L  ( 538) 2951  fl: ( 541)  5757f l: 

似た所ｾＡ ｽ［ｾ Ｎ 大阪 ・ 明石 ・ 広日ー制ｼ判
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奇想Ｚイココロ・ ｾＡｊ Ｎ

ヌヲυーココ. ロック

キューピv クコ.ロ・l:l!:} • 

• 

‘' 

全国各地区各市の生産実施工場を

紹 介 さ せ て 頂 き ま す 。

ま た 、全 固 有 力 ブ ロ ック メ ー カ ー あ る い は 東 北 、 東 海 、 北 陸 、 近 畿 、 中 国

四 国 、 九 9'1'1の 寄 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ック 工 業 組 合 へ 直 接 お 問 い 合 せ く だ さ っ

て も 車吉ヰ湾 で す 。

営 業 所一 仙 台 ー 東 京

京 都 福 知 山 ー大 阪

米子・ 熊 本

/ = 叫tl !l ¥日 発 実 業 株 式 会 社 三宮古京庶官官官手作79ょう1百JL
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• 
v  

本 社 工場 大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5 電 話 大 阪 (471) 1493- 4 ・8267

第 二 工場 大 阪 市 西 淀川区{.3' 1I 幣 島 西 3 ノ99 電 話 大 阪 (471) 0  4  2  6  
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ご 一 報 次 第 カ タ ロ グ 進 呈 し ま す

株 式 会 社 2由 周 量 化 工 事 土

本 社 東京飾品川区大井 l ニ1 5 電話 ( 774) 4111 ( 代表)

大 阪 営 業 所 大阪市東成区西今里 2 - 48 電話 (971) 4765 ・∞63

. 基 礎 施 工 の 悪 僚 件 を 克 服 す る

言葉置式 自 信 三 踊 杭

特 許 . 第 2 3 3 7 4 4 号 本 祉 大 阪 市 東 区 高 麗 縞 2 - 2 0  (耳石 !i U J i ピ J レ)

特 許 . 第 2 5 0 1 0 8 号

実 用 新 案 . 第 2 5 - 1 0 9 4 2 号

実 用 新 案 . 第 3 7 - 3 6 1 0 6 号

T E L 大 阪 ( 202) 3233( 代) .  7501 ( 代 )

名 古 屋 営 業 所 名 古 鹿 市 中 村 区 船 入 町 1 - 12( 服 部 ピ ル )

T E L 名 古 屋 ( 582) 3  0  3  6  ( 代 )

株 式 会 社 武 智 工 務 町

大 阪 工 場 大 阪 市 住 吉 区 北 加 賀 屋 町 5 - 2  7  

T E L 大 阪 ( 672) 3  2  2  3  .  3  2  2  4  

名 古 屋 工 会 晶 愛 知 県 海 部 郡 弥 窓 町 佐 古 木

T E L 弥 富 (  7 )  1  1  9  1 ・1 1  9  2  

2 日 本 建 鉄 の

PS型レディメードサッシ

• 
ァIL言 サッシドア

日 本 建 鉄 株 式 会 社

本 社 点 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2 - 8 T E L 東 京 ( 270) 6511( 大 代 )

大 阪 支JJ7 大 阪 市 北 医 傍 回 町 4 7  ( 新 阪 神 ピ J レ) T  E  L 大 阪 ( 361) 67 5 8 (代 )
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日宜建築設備

技術の目立

ビルの上から一下まで、

あらゆる場所で働〈日立

の建築設備 。バランスの

とれた総合設備は、ビル

の機能を高め、働きやす

い環境をつくります 。

・ 昇 降 設 備

・ 冷 暖 房 換 気 設 備

・ 電 気 設 備

・ 給 排 水 設 備

・ 通 信 設 備

・ 照 明 設 備

・ 消 火 設 備

・ そ の 他

• 

目 立 製 f丘病

.. 

信 頼 さ

ノミイ

ボ パ
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部

門

公 害 部 門

大 気 汚 染 産 業 廃 水 を

挙 に 解 消 /

れ る

オニヤ. ゲ

※ M P ボイラ

米 T P 水 管 ボ イ ラ

( 日本鋼管業務提携製品)

米 MP - 3 T パ ー ナ

米 M P - メカバーナ

米ガスリアクタ

( 産業廃ノ1( 処 理 装 置 )

炉筒煙管ボイ ラの元祖

昭和28年に第 1 号缶を

東京伊勢丹百貨屈に納入

株式会社平川鉄工所

本 社 ・ 工 場 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 IIIT ..jヒ 1 r l l l l 絵 地 γ江川大 |仮 ( 458 ) 8681( 代 )

東 京 支 底 .!1.u;r Ii ll l  l '央 区 八 ill iJ ii 6 の 7 城 辺 紙 ピ ル 1・0: ，! ; I i 点ぶ ( 272 ) 2721( 代 )

名 古 屋 営 業 所 名 占 出 市 '1' ｉ 三 ｾｊｲ 栄 ｉｉｉｔ 1 の 6 '1''1 I ピJ レ γl1，t;ri =Y， 占 J;i ( 262 ) 2451 (f1::)

札 幌 26 - 8  0  1  8 稲 問 76- 3  1  4  6 滋 :1::1 L 助 ( 聖子 HH  7  ) ー 1 4  5  0  

• 

- ご入会のお申込みは ・社団法人 日本建築協会 大阪市東区北浜3- 37 電話大阪 (231)9648・9649・9640 振替口座大阪39975番
定価 300円 ( 送料共)


